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　──はじめて彼女を見たときのことを、今でもよく覚えている。

　彼はちょうど、『窓』を作り上げたところだった。作った理由は覚えていない。おそらく、退たい屈くつだったからだろう。彼はずっと退屈していた──がらんとした屋や敷しき、人ひと気けのない庭。うっかり顔を合わせると、怯おびえた様子でそそくさと立ち去る使用人たち。

　ごく幼い頃は、小さな炎ほのおや、触ふれると破は裂れつする光を投げつけて、彼らが逃にげ惑まどう様を眺めたこともあったが、結局すぐに止めてしまった。誰だれも彼も、皆みな同じだ──悲鳴を上げて、許しを乞こい、そして二度と戻もどってこない。奇き妙みようなことだ──人々が彼に近付いてくるのは、まさにこの力ゆえのことなのに、実際にそれを目の当たりにすると、ひどく疎うとんじるのだから。

　ともあれ、時折遊びにくる一人を除いて、彼にとって人間というものは、大体そんな生き物だった。誰でも同じ、暇ひま潰つぶしにもならない。

　けれどそうは言っても、退屈は埋うめようがない。ここではないどこかに、この退屈を埋めるものがあるかもしれないと彼は考えた。探しに行けたらいいけれど、この屋敷の外のことはまるで知らない。だから、『窓』を作ったのだ。

　光の粒つぶが、玻は璃りの板の中に浮うき上がって、精密な像を結ぶ。見たことのない風景は、しかし確かにこの世界に実在するもう一つの世界──壁かべの外の世界だ。あらゆる場所を、彼は彷徨さまよった。深い森の中、雪深い山の頂、ぬかるんだ街かい道どう、大勢の人がひしめく大通り。

　そうして──彼女と出会ったのだ。

　割れんばかりの歓かん声せいが、大気を震ふるわせる。砂が舞まって埃ほこりっぽい風が視界を遮さえぎるが、彼女の姿だけは、まるで淡あわい光を纏まとっているかのように鮮せん明めいに映った。巨きよ大だいな闘とう技ぎ場の中心に立ち、多くの観客に見下ろされているその少女は、気き後おくれする様子もなく剣けんを構える。赤みの強い長い髪かみ、細い手足にはまだあどけなさが残っているが、それ以上に彼女を包む凜りんとした雰ふん囲い気きは、何物にも侵おかされるものではない。

　彼女が剣を閃ひらめかせ、ついには対戦相手を地に倒たおすまでの長い間、彼はその姿から目が離はなせなかった。不思議と、彼女が負ける気はしなかった。勝者として、ただ一人地に立った彼女は、そこではじめて笑え顔がおを見せる。観衆の歓かん呼こに応こたえて、軽く手を振ふる。完かん璧ぺきな、見み世せ物ものの笑顔。

　──？

　しかしその瞬しゆん間かん、美しい彼女の唇くちびるが動く。もし客席にいれば、遠くて見えなかっただろう。『窓』越ごしに彼女を見つめる、その場にはいない彼だけが、知ることができたのだ。声にならない、本当の彼女の声。

　──馬ば鹿かみたい。

　貼はりつけた笑顔の裏で、その容姿には似つかわしくない言葉を吐はき捨てる。最初は見み間ま違ちがいかと思い、けれど確かに彼女がそう言っていると気付いたとき、彼は思わず声を上げて笑ってしまった。何と口の悪い娘むすめだろうか。見た目からは想像もつかない。

　けれど、聞き苦しいはずの毒を許してしまえるのは、彼女に満ちる生気のためだろう。観衆だけではない、その場に立って歓呼を受ける自分自身さえも切り捨てて、なおも揺ゆるぎない、その強さ。

　その日から、彼女を追いかけた。馬鹿みたいだと彼女が言うたび、退屈が消えていくような気がした。彼女のように、笑い飛ばせるからだ──変わらない景色、息苦しい毎日、定まった未来を。




　だが、あの日──彼女は何も言わず立ち尽つくしていた。

　自らの剣で倒したはずの男から、怯えるように後じさる。打ちつける声は歓声ではなく非難と罵ば声せい、それに耐たえきれなくなったかのように、彼女の膝ひざが地に落ちる。青ざめた唇は、何も語らない。剣を握にぎる腕うでは、投げ込まれる石礫つぶてすら、払はらい除のける力を持たない。

　それは、この世で一番、彼が見たくない光景だった。彼女が膝を屈くつしたら、一体誰が「馬鹿みたい」と言ってくれるのか。闘技場を埋め尽くす無数の観衆に強制される死の運命を、一いつ蹴しゆうして斬きり捨てる彼女がいなければ、また『退屈』が戻ってくる。それを『退屈』と呼ぶのだと信じていた、重く絡からみついて離れない何かが、彼の息を止めてしまう。

　彼女を救わなければならなかった。何よりも、自分のために。




　──手を差し伸のべたのは、きっと、手を差し伸べられたかったから。
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「……何だ、これ？」

　少し待機しているよう指示されて、通された部屋で、ルーナは驚おどろいて目を瞬またたいた。白い壁かべ、それより幾いく分ぶんくすんで落ち着いた色合いの石の床ゆか。家具の類たぐいは何一つ、ほんの少し腰こしを下ろすための椅い子すさえないことから、この場所が生活のための空間でないことは容易に知れた。あるのは、小さな窓が一つだけ。

　しかしその窓は、明らかに普ふ通つうのものと様子が違ちがっていた。透とう明めいな玻は璃りの向こうには、これまでに見たこともない光景が広がっている。青一色に染まった空間には、気き紛まぐれな光が筋となって差し込んで来て、深い明暗を作り出していた。ひらひらと、まるで舞まい散る花弁のように見えるのは、見たこともない色をした小さな魚──つまり、これは水の中の景色なのだ。

　未いまだ、この城の構造をまるで理解できていないルーナだが、それでもこの部屋が水中にはないことくらいは解わかる。向こうに水すい槽そうでも置いているのかと、窓に取りついて見つめてみたが、どうもよく解らなかった。壁に張り付くようにして、横から見てみると、この景色にはまるで奥行きというものがない。壁に描えがかれた絵と同じ……だが、絵がこんな風に動くはずはない。

　手を伸ばせば摑つかめそうな水の影かげを追って、ルーナは玻璃窓にべたべたと触さわった。これは一体、どういうものなのか……。

「何をしてるんですか」

　背後から、つっけんどんな声が投げつけられる。呆あきれたような、腹を立てたような無ぶ愛あい想そうな物言いは、しかしそろそろ慣れてきたものだ。もっとも、慣れたといっても快いわけではもちろんないので、ルーナもまた、顔をしかめて振り返った。どうしてこの男は、いちいち刺とげのある言い方をしなければ気が済まないのだろうか。

「何もしてない、見てるだけだ。……いちいち私のすることにケチをつけるのも、皇宮騎き士しの仕事か、ベルダ？」

「そこ、無む闇やみに触らない。壊こわれます。それは幻げん映えい装置で──その水も魚も、そこにはない幻まぼろしだ」

「え？」

　ルーナは再び、窓を見つめた。確かに目に見える通り、窓の外がすべて水すい没ぼつしているとは考えにくいが、しかし今見ているものが幻に過ぎないというのはもっと信じられない。水の揺れや光の加減、魚の動きに至るまで、こんなに鮮明な幻があるだろうか。

「あなたが見ているその風景自体は、幻ではありません。実際に、そうやって水を張って魚を飼っているところがあるんです。そこに、光を捉とらえる術式を敷しいて、眺ながめだけ転送する」
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　術式というのは、この城の中で使われる『魔ま法ほう』の一形態だ。図形や紋もん様ようを使って、魔法の効果を固定するもの……らしい。古い時代には神秘の業わざとされ、このフォーセガルドを確固たる大国に押し上げる原動力ともなった魔法という技術は、しかし少し前まで城の外に住んでいたルーナのような平民には、まったく縁えんのない代しろ物ものである。当たり前のように言うだけ言って、それきり補足してくれるつもりもないらしいベルダの言葉を、ルーナは自分なりに解かい釈しやくするよりない。

「……つまり、不思議な窓ってこと？」

　答えはなかった。今度こそはっきりと呆れた一いち瞥べつを向け、ベルダはわざとらしいため息をつく。彼がその身に帯びている紫し暗あんの宝玉が、ため息に合わせて揺れるのを、ルーナもまた忌いま々いましく見やった。魔法で生み出される紫の炎ほのおをそのまま閉じ込めたような、ほのかに光をまとう宝玉は、貴族と同じく魔法を扱あつかうことを許された、皇宮騎士の証あかしだ。

　身分にかかわらず、魔法に対する能力と適性で選ばれる騎士、中でも皇こう帝ていの直属である皇宮騎士になるのは、とりわけ優ゆう秀しゆうな一ひと握にぎりの人間のみだと聞いている。このベルダも、本来なら城の外に住む一いつ介かいの平民であるルーナが気安く口を利きくことなどできない相手だが、露ろ骨こつにそういう態度を取られるのは気分が悪かった。平民風ふ情ぜいと行動を共にしなければならない任務がよほど気に入らないのだろうが、不本意は彼女の方でも同じことだ。険悪な緊きん張ちようをはらんだ沈ちん黙もくが、狭せまい室内に満ちたとき。

「聞こえるか？」

　突とつ然ぜん、ここにはいない誰だれかの声が響ひびき、ルーナはぎょっとして身構える。男の声、だがベルダのものではない。彼女とは違い、少しも動じた様子のない皇宮騎士は、ただ黙だまって視線を巡めぐらせただけだった。ついそれを目で追ったルーナは、そこでようやく声の主に気付く。

「こっちの準備は整った。そろそろ開始するが……」

「うわ！」

　だが、見つけた声の主は、彼女の想像を超こえたところにいた。たった今まで玻は璃り窓に映っていたはずの水中の風景は一いつ瞬しゆんにして消え失うせ、代わりに男の姿が現れる。それが先刻、彼女たちにこの小部屋に入るよう指示した男であることに気がついたが、しかし今、ルーナが驚きよう愕がくしているのはそこではない。

「いつの間に、そんなところに……」

　しかしそう問いかけて、すぐに思い出す。そうだ、これは幻だとベルダが言ったばかりだ。さっきまで、水中を映していたのと同じように、どこか別の場所にいる男の姿を映し出しているのだろう。

「……なんだ、幻映装置を見るのははじめてか？」

　どうやら窓の向こうからも、こちらの様子が見えるらしい。驚いているルーナに、男が得意げに言った。

「まあ、この城の外ではお目にかからない代物だからな。本物かと思ったか」

「さっき、はじめて見たときは。この城はいつ水没したんだって」

「誰でもそうだ。一時期は軍に配備するたび、大おお騒さわぎになったもんだ」

　数日前から何度か顔を合わせ、何となく馴な染じみになった名も知らない男は、気さくな性質であるようだ。この施し設せつにいる者の大半が、彼女にはよそよそしく接することを考えると珍めずらしい。

「今ではもう、そんなことは滅めつ多たになくなったがな。あんたみたいな反応は久しぶりだ」

「皇宮じゃ、こんなものが当たり前なのか」

「当たり前ってほどじゃないが、軍に関かかわりのある者なら大たい抵ていは知っている。あんたみたいには驚かんよ。……ほんの十年前には、こんな術式が現実に組めるなんて考える人間はいなかったんだが、天才っていうのはいるもんだな」

「へえ？」

　なんでも、この不思議な装置が生み出されたのは比ひ較かく的てき最近、この数年の内のことらしい。それまでの魔法では、国境沿いの軍と帝てい都ととの間で即そく時じにやり取りできる情報はごく限られたものでしかなかったが、この装置さえあれば状じよう況きようを手に取るように伝えられる。無数の術式を精せい緻ちに組み合わせ、無む駄だなく構成した設計は、近年まれに見る素す晴ばらしい発明だと、男は我がことのように自じ慢まんそうだ。

「確かにすごいな。仕組みのことは、私にはよく解らないけれど。作ったのは、あなたの同どう僚りようか誰か？」

「まさか！　こっちは動かすだけで精せい一いつ杯ぱいだ。元々は、皇帝陛下が設計されたものだって聞いてる」

「…………」

　発しかけた言葉が喉のどに詰つまって、思わず噎むせる。男の言葉は、自国を統すべる主あるじに対する無む邪じや気きな敬愛に満ちていたが、不幸なことにと言うべきか、ルーナには同じ感情を共有することはできなかった。咄とつ嗟さに脳のう裏りに浮うかんだ顔に、脱だつ力りよく感さえ覚える。

　──あいつの仕し業わざか……。

　素す直なおに感心して損した。いや、何も損はしていないが、この騙だまされた感は何なのだろう。彼女にとってあの男は、天才というより天災に近い。そう思えばこの装置とやらも、途と端たんに怪あやしく思える。何か、ろくでもない性能を備えているのではなかろうか……というか、彼がこうも真っ当に尊敬されているのをはじめて聞いた……。

「──準備が整ったのではなかったのですか？」

　不意に、低い声が割って入る。それまで黙って部屋の扉とびら近くに寄り掛かかっていたベルダは、そこから一歩踏ふみ出すと、窓に映る男の幻げん影えいに向かって、鋭するどい一瞥をくれた。瞬しゆん間かん、映像の男がびくっと肩かたを震ふるわせる。どうやら、これまでルーナの背後にいた皇宮騎士の姿は、目に入っていなかったらしい。

「！　も、申し訳ありません！　そこにいらっしゃるとは……」

「私がいなかったら、無む駄だ口ぐちを叩たたいてもいいという法はない。すぐに仕事にかかりなさい」

「はっ！」

　実際にはこの場にいないというのに、男は気の毒なほど萎い縮しゆくして敬礼をする。その威い圧あつ的な態度からも、軍部における皇宮騎士の立場の強さが窺うかがえる。しかし、何もそんな言い方をしなくてもいいではないか。雑談の片棒を担かついでいたルーナは、むっとしてベルダを睨にらんだが、彼女が文句を言う前に、男が改まって指示を出す。

「では、部屋の中央に移動してください」

　強こわ張ばった、よそよそしい口調には、もう他愛たわいないやりとりの影は窺えない。ルーナは密ひそかにため息をついた。まあ、彼女の立場から考えれば、仕方のないことかもしれない。彼らにとって、ルーナは仲間でも知り合いでもなく、調査対象だ。『精せい霊れいの民たみ』──フォーセガルドを支える魔法の源、『輝き石せき』を生み出したと伝えられる一族の末まつ裔えい。

　正直、そんなことを言われてもルーナには身に覚えがない。親兄弟もなく、物心ついた頃ころには一人だった。出身も素す性じようも、同じ血を分けた人間が他ほかに存在するのかさえ解らない。

　だが、それでも彼女は、これまで謎なぞだった『輝石』の秘密を解き明かす鍵かぎだ。少なくとも、皇宮の上層部はそう思っている。元はただの一平民に過ぎないルーナが、こうして皇宮にいるのもそのためだ。実在した『精霊の民』の存在は公おおやけに伏ふせられ、『輝石』に、ひいては帝てい国こくに及およぼす影えい響きようを秘ひ密みつ裏りに研究される──そして彼女は、それを受け入れた。

　今、この小部屋で行われようとしていることも、そうした研究の一いつ環かんらしい。指示に従い、ルーナが部屋の中心に立つと、床ゆかに淡あわい光が浮き上がった。円を中心に構成された図形に、絵とも文字ともつかない紋様が絡からむ、一種絵画のような光と影かげは、魔法を生じさせるための術式だ。一瞬、目の奥にごく些さ細さいな刺し激げきを感じたが、すぐに解わからなくなるくらいのもので、特に気にはしなかった。魔法を受け付けない体質の、副作用のようなその感覚に、ルーナはとうに慣れている。

「目の前に、何か現れましたか」

　男に問われて、ルーナは目を瞬またたく。何かとは何だろう、床が光ったくらいで特に変化はない……と思ったとき、確かに視界に見慣れないものが映った。淡い靄もやのように、はっきりしない形状の白い輝かがやき。それが、ふわふわと空中を漂ただよっている。

「何かって、この白いふよふよ？」

「それを、じっと見つめていてください。意識を集中して」

　ルーナは言われた通りにしてみた。白いものは、まるで目に見えない風に乗っているかのように、空中で細かく軌き道どうを変える。落ち着きのない動きを、それでもじっと見つめていたルーナだが、時間が経たつにつれ次し第だいに苛いら々いらしてきた。視界一いつ杯ぱいに飛び回るものを追い続けるのは案外疲つかれる。第一、こんなことをして一体何の意味があるのかさっぱり解らない。もっともそれを言うなら、ここで行われる大たい概がいのことがそうなのだが。

　やがて、沈ちん黙もくと集中の中では果てしないと思えるほどの時間が経った後、不意に白いものが消えた。同時に、床の術式も消え失せる。事務的に終しゆう了りようを告げられて、ルーナは反射的に息をついた。

「……何だこれ。こんなので、一体何が解るんだか」

「あなたに、魔ま法ほうの素養がまるでないということが、です」

　独り言のつもりで呟つぶやいた言葉に、思いがけず答えがあった。扉近くに立ち、一連の流れを見ていたのであろうベルダは、振ふり返ったルーナに向かって冷れい淡たんに言う。

「ごく弱い術式の中に対象を置いて、魔ま力りよくに対する反応を見る。素養のある者なら、直感的に力のあり方を把は握あくできるものですが……あれでは」

「そんなこと、私にできるわけないじゃないか」

「ええ。今のを見れば解ります」

　素っ気ない返事、しかし向けられる視線はこの上なく雄ゆう弁べんだ。どうしてこの程度のことができないのかと言わんばかりの眼まな差ざしは、ルーナには既すでに馴染みのものだった。どういうわけか、はじめて顔を合わせたときから、この皇宮騎き士しは彼女を嫌きらっているようなのだ。

　──まあ……ろくでもない任務だって思うのも解らなくはないけど。

　だが、それを与あたえたのはルーナではない。彼の立場に多少の同情は覚えるものの、そんな逆さか恨うらみで敵視されるのは面おも白しろくない。ぶつけられる苛いら立だちを叩き返すように、ルーナもまた精せい一いつ杯ぱい厭いやみっぽく言い返す。

「それは、期待に添そえずに悪かった。それで、どうなったら皇宮騎士様はご満足だったんだ？　あの白いふよふよが、『影えい霧む』にでも化ければ良かったのか？」

『影霧』とは『魔ま獣じゆう』の一種だ。主に帝国の辺境地帯に現れる化物で、その生態はほとんど知られていない。凶きよう暴ぼうであること、核かくとなる部分を中心に動き、死ぬと軀からだを残さず塵ちりのように消えるという点で共通する化物たちは、しかしその他にはまるで仲間らしいところを持たず、多種多様な外見に分かれている。

　霧きりのように不確かな形態を取り、闇やみに紛まぎれて人を襲おそう『影霧』は、ルーナにとっては比ひ較かく的てき馴な染じみのある魔獣だ。〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として、闘とう技ぎ場で何度も相対した敵である。先刻の白い光とは似ても似つかないものの、ぼんやりと宙に浮かぶ様から何となく思いついてその名を口にしたルーナだが、しかし相手の反応はまるで予想しないものだった。

「…………」

　意外なことに、ベルダは反論してこなかった。ただでさえ冷たい目を更さらに眇すがめて彼女を一いち瞥べつすると、壁かべ際ぎわから歩き出す。何をするつもりかと身構えて、ルーナは思わず後ずさったが、しかし彼はすぐにその足を止めた。部屋の中心、さっきまでルーナが立っていた場所で、おもむろに片手をかざす。

「──光よ」

　その手の甲こうに、紋もん様ようが浮かび上がる。皇宮の住人がその身に宿す『印』は、魔法の力を扱あつかう者の証あかしだ。ほぼ同時に、床の術式も光を帯びる。先刻、ルーナが体験したのとまったく同じ光景。

　だが、そこからの流れはまるで違ちがう。空中に生じた白い光は、流れるようにその密度と形を変えていく。輝きはますます増していき、今や目を焼くほどだ。たまらず目を細めたルーナの耳に、わざとらしい呟きが聞こえる。

「このくらいのことはできても、構わなかったのですが」

　光から、翼つばさが生まれる。ずるり、と音が聞こえそうなほど奇き怪かいな動きで、節くれだった脚あしが現れた。大の男が両りよう腕うでを広げたほどもある翼に、六本の脚がついた胴どう体たい、歪いびつな単眼に見つめられ、ルーナは息を吞のむ。おぞましいその姿、人間を威い嚇かくする動き──これも魔獣だ。

　不意に、魔獣が羽ばたいた。一直線にこちらへ向かってくる。咄嗟に剣を探さぐった右手は、しかしあっさり空を切って、ルーナは慄りつ然ぜんとした。そうだ、今は剣を帯びていないのだ。

　──間に合わない！

　腕うでを上げて、頭と喉のどを庇かばうのが精せい一いつ杯ぱいだ。避さけられない魔獣との接せつ触しよくを覚かく悟ごして、ルーナがぎゅっと歯を食いしばったとき。

「！」

　目の前が真っ白になる。魔獣の姿は光となって、粉々に弾はじけ飛んだ。光の欠片かけらが頰ほおを掠かすめるが、衝しよう撃げきはない──ただの、幻まぼろし。

　これが『魔ま法ほう』だ。世界のあり方をねじ曲げる、この世ならぬ力。この場に存在しないはずのものの幻を生み出すことくらい、『印』を持つ者にとっては造作もないことなのだ。まして、選ばれし皇宮騎き士しともなれば、この程度のことを起こすのに、己の意志以上のものは必要としないだろう。

「…………」

「ああ失礼、制せい御ぎよを誤りました。まあ、こんなこともあります」

　既すでに術式は力を失い、閃せん光こうは消え去っている。恐おそる恐る腕を下ろすルーナの様子を眺めながら、ベルダはいかにも素知らぬ顔で、心のこもらない謝罪を呟つぶやいた。
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　ともあれ、彼女に与えられた今日の『任務』は終わりらしい。ルーナは皇宮騎士を伴ともなって、現在の住居へ戻もどることにした。というよりもむしろ、伴われて帰らされた。ベルダが側そばにいる限り、彼女は皇宮で迷うことも、あるいはあちこち見て回ることもできない。

　無数の塔とうと通路でできた複雑極きわまりない皇宮だが、毎日通っていればその道だけは覚える。馴な染じみのできた通路を、二人が無言で辿たどるのもまた、最近は毎日のことだ。話そうにも話すことがない。話題どころか、雰ふん囲い気きさえない。

　──別に、何かした覚えはないんだけど……。

　先刻の出来事を、ルーナはもう一度思い返した。わざわざあれほどに精せい巧こうな魔獣の幻を作り上げて脅おどすなんて、手の込んだ嫌がらせだ。「失礼」などと、心にもないことを詫わびる辺りも腹が立つ。

　しかし、いくら振り返ってみても、きっかけがあったとは思えない。彼は出会った最初からこの調子だった。そしてルーナの方に心当たりがない以上、理由は彼の方にあるはずだ。

　──『精せい霊れいの民たみ』の護衛、及び監かん視し。

　それが、皇宮騎士ベルダに与えられた特命である。はるか昔、『輝き石せき』を造り出して姿を消した古い一族の末まつ裔えい、現在のところ、はっきりと存在が確かく認にんされているその一人を、あらゆる危難から守り、その秘密が他ほかに知られないよう目を光らせる──ルーナ自身の行動すら、その例外ではない。

　だが、命令によって付き従うことになった対象が、『印』も持たない平民の娘むすめとなれば、ベルダにとっては面白くないに違いなかった。城の外に雑多に生きる有う象ぞう無む象ぞうの一人に、誉ほまれ高き皇宮騎士が付き合わされるのは、侮ぶ辱じよくだとすら思うかもしれない。

　──だからって、私に当たられてもどうしようもないぞ。

　大体ルーナにしても、監視などされるのはごめんだ。ベルダが抗こう議ぎするべきは彼女ではなく、彼の上司だ。幻の魔獣などけしかけて、彼女に八つ当たりをするくらいなら、不満なり交代希望なりを上に伝えればいいのに。

　──でもまあ……本物を呼び出したりしないだけましか……。

　ふと、以前の出来事が脳のう裏りに蘇よみがえる。そういえば、似たようなことを仕出かした奴やつがいた。今日、ベルダが作り上げた幻よりはるかに大きく巨きよ大だいな魔獣を、あろうことか現実に呼び出したのだ。皇宮の真ん中にそんなものを呼び出してしまう分別のなさもさることながら、一番の問題は、それが嫌がらせのためなどではなく、心底彼女のために行われたというところだ。魔法を使える証しよう拠ことして、凶暴な魔獣を呼び出してみせれば、彼女が喜ぶと考えたらしい。理解できない。

　それに比べれば、幻で実害なく八つ当たりをしてくるベルダには、まだ常識というものが期待できる。ルーナの護衛という命令に背そむかず、彼女を傷つけるようなことはしない。まして、思いつきで後先考えず、皇宮を危機に陥おとしいれたりもしない。というか、本当にあの男は天災もいいところだ。彼女の記き憶おくに拭ぬぐい去れない混乱と衝撃を刻みつけた相手の顔を思い出し、ルーナが一人で顔をしかめたとき。

「…………？」

　ふと、先を行くベルダの足が止まる。ぶつかりそうになるのを寸前で回かい避ひしたルーナは、別のことに気を取られていた我が身を棚たなに上げて文句を言おうとしたが、威い儀ぎを正して立つ彼の様子と、その視線の先にいる人物の姿を認めて、ようやく事情を察した。

「あ、閣下」

　通路の突つき当たり、金属で作られた重たげな扉とびらの前にいる若い男。左右に隙すきなく立つ衛兵が恭うやうやしく開けるその門を、今まさにくぐろうとしていた彼は、ルーナの呼びかけに振ふり向いた。鋭するどい眼まな差ざし、精せい悍かんな顔立ちは若々しいが、同時に歳に似合わぬ貫かん禄ろくを感じさせる。この門の先にある屋や敷しきの主あるじであり、目下のところルーナの家主である、フォーセガルド帝てい国こく宰さい相しようロキシスは、既すでに馴染みの同居人に、ああ、と応じた。

「何だ、おまえたちか。もう引き上げてきたのか？」

「うん。ベルダが意地悪するから、今日はもうお終しまいだ」

「……本日予定されていた分は、終しゆう了りようしましたので」

　怪け訝げんな顔をするロキシスに、ベルダは丁てい重ちような口調で応じた。規律正しい、控ひかえめで従順な振ふる舞まいは、ルーナに対するものとは雲うん泥でいの差である。猫ねこかぶり、と内心で呟つぶやくルーナをよそに、宰相と皇宮騎き士しは勝手に彼女の処しよ遇ぐうを決定したようだった。

「ご苦労だった。なら、今日はおまえも通常任務に戻っていい。この娘の身み柄がらはこっちで引き受けよう」

「了りよう解かいしました」

　拳こぶしを握にぎって肩かた口ぐちに当てる帝国軍の敬礼を、寸分の狂くるいもない見事な所作でやってのけ、ベルダは速すみやかにそこから歩き去った。こういうところはさすがに皇宮騎士だ、と思いながら、ルーナはその後ろ姿を見送る。たとえどれほど任務に不満があろうとも、帝国への忠誠の誓ちかいは変わらないものなのだろう。

「ねえ、あのさあ閣下」

　家主に付いて屋敷へ入りながら、ルーナは前を行くロキシスに声をかけた。あの感じの悪い、しかし考えようによっては気の毒な皇宮騎士のことについて、言ってやろうと思ったのだ。皇宮騎士は皇こう帝ていの直属、その皇帝の信任を受けた宰相に対して、不満を口にするのは難しいのかもしれない。だったら、彼女の方で望みを叶かなえてやろう。

「……おまえは」

　しかしルーナが用件を切り出すより先に、ロキシスが口を開いた。呆あきれたような一いち瞥べつをくれて、嘆たん息そくする。

「その呼び方止やめろ。何だその中ちゆう途と半はん端ぱな口の利きき方は」

「だって、あなたは偉えらい人なんだろう、閣下？」

「おまえにそう言われると、こっちが馬ば鹿かになった気がする。──もういい、名で呼べ」

　ルーナがこの屋敷に滞たい在ざいするようになってから、幾いく度どとなく繰くり返されたやりとりの末、ついに彼は何かを諦あきらめたようだ。投げやりな響ひびきは、その言葉の理由が決して好意でないことをありありと示していたが、ルーナは特に構わなかった。彼女にしても、『閣下』だなんて呼び続けるのは面めん倒どうくさいと思っていたところだから、ちょうどいい。

「そう。じゃあロキ」

「いきなりそう来るか。少しは躊躇ためらえ」

「なんで、あいつを私の見張り役にしたんだ」

　抗議というよりぼやきに近いロキシスの呟きは無視して、ルーナは単刀直入に問うた。名は告げなかったが、もちろんロキシスには誰だれのことかすぐに伝わったようで、彼は軽く片かた眉まゆを上げて、逆に問い返してくる。

「何か不満か？」

「人のこと、まるで罪人みたいにどこへ行くにも監視させておいて何が不満もないと思うけど、でも今はそれはいい。不満なのは私じゃなくて、あいつの方だ。皇宮騎士様に、平民風ふ情ぜいの護衛をしろなんて命令するから」

　皇宮騎士が受けるには、おそらく前ぜん代だい未み聞もんの命令だろう。身分で軽かろんじられるのは嬉うれしくないが、しかし城の中の人間は、そういうものだと諦めてもいる。もっと別の誰かをつけるか、あるいは監視なんて必要ないと言うルーナに、ロキシスは意外そうな顔をした。

「あの男がそう言ったのか？　おまえが平民だから気に入らないと？」

「はっきり言われたわけじゃないけど、でもそうとしか思えない。別に嫌きらわれても構わないけど、いちいち刺とげ々とげしいのも鬱うつ陶とうしいし、こんな任務じゃなくて別のことやらせてやれば──」

「それは違ちがう」

　しかしルーナの言葉を聞いても、ロキシスはきっぱりとそれを否定した。その声こわ音ねには確信の響きが溢あふれている。

「他の奴ならともかく、ベルダがそんなことを言うものか。少なくとも、おまえが平民だなんてことは、あの男には関係ない」

「どうして言い切れるんだ」

「あいつも、城の外の出身だからだ」

　城の外──つまりあの皇宮騎士も、元々は『印』を持たない平民だったということだ。ルーナは驚おどろいて目を瞬またたいた。皇宮騎士が出自にかかわりなく取り立てられるものであることは知っていたが、まさか彼がその実例だとは思わなかった。平静な口調なのに聞く者に力を感じさせる物言いにも、しなやかな中にどこか優ゆう雅がさを感じさせる仕草にも、どこにも粗そ野やなところはないから、きっと貴族の子し弟ていだろうと信じて疑わなかったのだ。

「生まれはヴァイスエーゲルの辺りだと言っていた。北の国境近くの街だ」

　しかも、帝てい都とグラシリアの出身ですらないらしい。物心ついてから帝都を出たことがないルーナには、その街がどこにあるのかも解わからないが、国境というからには果てしなく遠方であることは想像できる。皇宮騎士には魔ま法ほうの素養が必ひつ須すだが、そんな場所に生まれ落ちて、よくその素養を見み抜ぬく者がいたものだ。

　──ん？　ヴァイスエーゲル……。

　その地名は耳にしたことがある。ふと何かが記憶をかすめて、ルーナは考えを巡めぐらせる。一体どこで聞いたのだろう、彼女が耳にする話題など限られているのに、と思った瞬しゆん間かんに思い出した。ああ、そうだ。

　──〈狩かりゆ人うど〉の街か。

　国境近くというからには、おそらく間ま違ちがいないだろう。日々の糧かてとして、あるいは衣服や装そう飾しよくの材料にするため鳥ちよう獣じゆうを狩かる猟りよう師しとは違う、〈狩人〉は魔ま獣じゆうを専門に狩る人々だ。人の住む街に現れる魔獣を殺したり、生け捕どりにして高く売ったりする。買い手は主に興行主──闘とう技ぎ場で剣けん闘とう士しと戦わせるためには、生かして捕とらえた魔獣がどうしても必要になる。

〈狩人〉の多い土地は、それだけ貧しく過か酷こくな土地ということでもある。帝都から遠く離はなれ、大きな産業もない辺境、まして気候の厳しい北の地では、魔獣を相手に危険を冒おかす〈狩人〉となって生計を立てるしかない。ヴァイスエーゲルも、そうした街の一つだ。闘技場で戦うのが生なり業わいであったルーナも、かの地から送られてきた魔獣と幾度となく戦っているはずである。

「まあ、世の中には皇宮に出入りするようになった途と端たん、己おのれの出自を忘れてしまうような輩やからもいるが、ベルダはそういう性質じゃない。出自が問題で軽んじられるなら、軽んじられない力を望むだろう。……実際、そうしてきたしな」

　皇宮騎士が、生まれに関係なく取り立てられることは有名だが、だからといって何もかも平等というわけではない。職場が主に皇宮内であることもあって、貴族の力関係がそのまま持ち込まれることが多々ある。有力な後ろ盾だてのある者は、華はなやかで危険の少ない近衛へ、そうでない者は帝都の守備隊や、ときには辺境に飛ばされがちなのも、そうした格差の最たるものだ。

　城の外から入ってきた者の多くが、その価値観を受け入れて名家の出身者に阿おもねるか、あるいは拒きよ絶ぜつして皇宮の中ちゆう枢すうから離れるかする中で、ベルダはそのどちらでもなかった。派は閥ばつには与くみさず、皇宮内の格差に表立っては反はん抗こうせず、しかし理り不ふ尽じんに侮あなどられれば、手段を選ばず報復する。

「大人しそうな口を利くし、反抗的なところもないから、最初はどいつも舐なめてかかるんだろうが、実際あんな喧けん嘩かっ早ぱやい奴やつはいないぞ。前に、あれの上司になった男が、あいつの手て柄がらをかすめ取ろうとしたときなんか酷ひどかった。殴なぐり倒たおして鍵かぎかけた部屋に放ほうり込んで、術式で生きたまま足から分解しようとしたからな」

「ぶ、分解……？」

「その上本人は、『私の研究を彼の名前で発表してくれるというので、より理解を深めてもらおうと思っただけです』とかなんとか言ってしれっとしてたし……その上司がまた、やかましい一族の出で、片付けるのに苦労した」

　しかし言葉とは裏腹に、ロキシスの声音はどこか明るい。どうやら、最終的には彼が収めたのであろうその騒そう動どうの顚てん末まつを、面倒とは思っても迷めい惑わくとは思わなかったらしい。その不運な上司に対して、「あいつ、いけ好かなかったからな！」と、その立場としてはどうかと思うほど率そつ直ちよくな感想を口にした宰相閣下は、だから、と話を続けた。

「もし本当におまえがベルダに嫌われているなら、今いま頃ごろは塵ちりになってこの世から消えているはずだ。まだこうして口を利けるということは、それほど嫌われてはいないということだろう。大だい丈じよう夫ぶだ」

「えっそれが結論？　塵にされるかされないかが基準っておかしいだろ！」

「愛あい想そがないのは、あの男の常だ。ちやほやされないからって文句言うな」

「別にちやほやされたいわけじゃ……」

　ないんだけど、と思いつつ、しかしルーナはそれ以上は言うのを止めた。何を言っても、きっとロキシスは取り合わないだろうと察しがついたからだ。同時に、彼がベルダを彼女に付けている理由も解った。困った奴だと言いながら、直々に手を出して揉もめ事を片付けてやるほどに──信しん頼らい、しているのだろう。

　しかしそうなると、尚なお更さらにベルダの態度はよく解らない。ロキシスの話を聞く限り、怒おこらせれば容よう赦しやはないものの無む闇やみに攻こう撃げき的な人間ではなさそうに思えるが、だとしたら彼女に向けられる、あの冷たい眼まな差ざしは何なのだろう。やはり、気付かないうちに何かやらかしてしまったのか、それともロキシスの言う通り、あれが常態であるのか……。

「……それに、嫌われてると思うくらいでちょうどいいだろう」

　ふと、ロキシスがそう呟つぶやいて、ルーナは思し索さくから引き戻もどされた。視線を向けると、彼は思わせぶりな一瞥をくれて、声を低める。

「考えてみろ。もし逆に、ベルダがおまえに愛想良くして、何もかも世話を焼いたりしたら……想像するだに面めん倒どうなことになるぞ」

「…………。そうだね」

　それは単に、そうして構われるのも意外と邪じや魔まだというだけの意味ではない。ロキシスが示し唆さするところを正確に把は握あくして、ルーナは思わず頷うなずいてしまう。それは明らかに、余計な揉め事の火種になるはずだ。ただでさえ、「護衛をつける？　おれがやるよ」「なんでおれじゃ駄だ目めなんだ」「嫌いやだ絶対行かせない」「一いつ緒しよに暮らそう」「大丈夫、君には窓のない部屋をあげるから。扉とびらはおれしか開けられないから、誰も君に手出しできない」などと、とんでもない方向に話を持っていく人間がいるのだから。

　この上、もしベルダが彼女に少しでも好意的な態度を取ろうものなら、問答無用で最後の台詞せりふが実行されかねない。おそらく世間的には犯罪だろうが、しかし彼にとって世間や法が、一体どれほどのものだろう……。

「…………」

「……ああ、まあ、なんだ。そうだ、何か飲んでいくか？　ちょっと休きゆう憩けいしていけ」

　つい黙だまり込んでしまったルーナに、感じるところがあったのか、ロキシスがそう声をかけてきた。彼には珍めずらしく、命令ではない誘さそいの言葉に気き遣づかいを感じ取り、ルーナは微かすかに笑う。どうやら同情してくれているらしい──互たがいに立場は違えども、同じ相手に苦労させられている者同士、奇き妙みような連帯感さえ感じる。

　初対面の印象こそ高圧的だったが、こうして近しい場所で暮らしてみると、彼は案外悪い人間でもなかった。もちろん、何事を言ってくるにも命令調なのは相変わらずだが、相手の身分からすればそんなものだろうと許容もできるし、第一それほどうるさくない。ルーナの監かん視し役としてベルダを付けたことで、彼女のことは部下に委ゆだねることに決めたのか、彼自身が彼女の生活に干かん渉しようしたり、不必要に束そく縛ばくするようなことはなかった。

　もっともそれは単に、彼にそんな時間がないせいかもしれないが。同じ屋や敷しきに住んでいるはずなのに、ルーナが多た忙ぼうな帝てい国こくの宰さい相しよう閣下と顔を合わせる機会はそれほどない。招かれるまま、屋敷に数ある居間の一室に向かいながら、ルーナは改めて家主の顔を見上げた。思えば、彼のような若い青年が、この広大な帝国の宰相など務めているというのは不思議なことだ。よほど才覚があるか、いい生まれなのか、それとも他ほかに理由があるのか。

　だが、そんなささやかな疑問は、ロキシスが居間の扉に手をかけた瞬間に吹ふっ飛んでしまった。

「やあ、お帰り。遅おそかったね──何を楽しそうに話してたんだ？」
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　部屋の中には、あろうことか先客がいた。扉を開けた途端、啞あ然ぜんとして固まった二人をよそに、至し極ごく平然と寛くつろいだ様子だ。一度見たら忘れられない白はく皙せきの美び貌ぼうに、白金の髪かみが無造作に落ちかかる。椅い子すの背に寄り掛かかりゆったり脚あしを組んだ姿は、お世辞にも行ぎよう儀ぎがいいとはいえなかったが、そんな仕草も彼がすると不思議と絵になった。

　しかし今、彼の存在を目まの当たりにしている方はといえば、とてもそれを観察している余よ裕ゆうはない。隣となりに立つロキシスもまた、彼女と同じく呆あつ気けに取られている気配を感じる。それはそうだろう、ここは彼の屋敷で、使用人を除けば住人は彼とルーナだけで、客であれば応接間に通されるはずで、そして誰だれかが来客を家主に知らせるはずで──ああ、しかし、この男にはそんなものは関係ないのだ。

「──どこから現れた！」

　期せずして、声が重なってしまう。二人に歓かん迎げいされるどころか、驚きよう愕がくの表情で問い質ただされても、しかし相手は小こ揺ゆるぎもしない。二人の反応などどこ吹く風で、帝国皇こう帝ていイシュトヴァルド──ルーナにとっての美しい災さい厄やくは、ひどく優ゆう雅がな笑えみを浮うかべた。
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　だってさ、と、彼は無む邪じや気きにも見える仕草で首を傾かしげた。

「暇ひまだったんだ」

「イシュト、おまえ今日の会議には来いって言っといたよな！」

「間違った。すごく忙いそがしかったけど、どうしても君に会いたくて、ここまで来てしまった。君なしではいても立ってもいられない、おれの気持ちは解わかってるだろう、ルーナ」

「そこまで露ろ骨こつに取り繕つくろう気もない噓うそだと、突つっ込む気もなくなるな……」

　いっそ清すが々すがしいくらいだ。ロキシスに睨にらまれても応こたえる様子もなく、常と変わらぬ愛の言葉を口にするイシュトに、ルーナは呆あきれてため息をついた。神々の恩おん寵ちようというものを、目に見えるように具現化したらこうなるだろうと思われる美貌、煙けぶるような色合いの緑の瞳ひとみに見つめられて甘い言葉を囁ささやかれたら、夢見心ごこ地ちで恋こいに落ちても不思議はないところだが、しかしルーナにはどうにも残念だとしか思えないのだった。いくらなんでも、愛の告白として雑すぎはしないか。

　──なんでも、言えばいいってものじゃないぞ……。

　こんな風に、イシュトが何かと聞こえのいいことを言ってくることは、これまでにもあった。というか、顔を合わせる度たびに必ず言ってくる。そもそも初対面からして、平然と「愛してる」などと宣のたまってくれたほどなのだが、しかしルーナは一度として、彼の言葉に心を揺ゆらされたことはなかった。信じられない、というのとは少し違ちがう。彼の語る「愛してる」は、どこかがほんの少し、けれど決定的に、彼女の思うものとは違っているからだ。

　──愛しているから、おれのものになってくれ。

　いろいろ言ってはいるものの、イシュトの主張は要するにそういうことだ。彼のものになる──彼の所有物として、常に近くに存在していてほしい。そう思っているからこそ、彼の行動は常に彼女にとって脅きよう威いなのだろう。その思いが束縛となっても構わない。求めるのはルーナという器うつわだけ──その器に何が満ちているかなど、気にも留めない。

　そもそも、初対面の相手に「愛してる」などというのがおかしい。相手の中身になど興味がないと、自ら宣言しているようなものだ。初対面なら初対面に相応ふさわしい言葉が、他にいくらでもあっただろうに。「愛してる」ではなくただ「好きだ」と、「君のことはなんでも知っている」ではなくて「君のことを知りたい」と──彼女の心に近付きたいと、そう望んでくれたなら。

　──くれたなら……。

　だが瞬しゆん間かん、何かが脳のう裏りに閃ひらめきかけて、ルーナは慌あわててそれを追い払はらおうとした。そんなことがあるわけがない。この、自分勝手で常識がなくて、自分以外のものは玩具おもちやくらいに思っていそうなはた迷めい惑わくな皇帝陛下に限って、そんなまともな発想があるものか。

　──……お付き合いしてください、とか……？

　ない。絶対ない。心の底からそう思う一方で、しかしどこかでその想像が捨てきれないのは、かつてただ一度だけ、奇き跡せきが起きたことを知っているからだ。あの日、闘とう技ぎ場の真ん中で、彼だけが彼女の心を知っていた。敵の声ばかりに満ちた世界で、彼だけが彼女の声を聞いていた。

　なのに今、こうして直じかに話せるようになって、どうして『声』は届かないのだろう。聞きたいのは空くう疎そな愛の言葉ではない──あの日の出来事が、ただ一度の奇跡でないと証明したいのは、彼女だけなのだろうか。

「噓なものか」

　ルーナの気持ちを知ってか知らずか、イシュトは相変わらずの言い草である。彼女の呆れた表情にも構わず、その無む駄だに綺き麗れいな顔に、柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべて見つめてくる。

「いつだって、君のことを考えてる。どこにいるのか、何をしてるのか、誰と一緒で、なんの話をして、どんな顔をしているのか、誰かに嫌な思いをさせられてないか、それとも君に気に入られるようなことを仕出かしていないか、どっちにしろそいつは生かしておくわけには──」

「どうしてそうなった！　想像以上にろくでもない考え巡めぐらすな」

「そういうわけで、惨さん劇げきを回かい避ひしたかったら、おれに護衛されてくれ。朝も昼も夜も一緒に」

「私にとっては、それで十分惨劇なんだけど……。それに、何回言ったら解るんだ──おまえは護衛される側で、する側じゃないだろ」

　一体どこの世界に、平民の護衛をする皇帝がいるのか。その上、フォーセガルドの皇帝には特とく殊しゆな事情がある。単に身分というだけではない、その至尊の帝冠には、より現実的な役割が課せられているのだ。

　──『ヴァルシウスの術式』の継けい承しようと維い持じ。

　フォーセガルドは魔ま法ほうの帝国だ。目には見えない力を操あやつって、様々な現象を起こす『魔法』という技術は、本来は大陸の片かた隅すみで細々と伝えられていたものだったが、あるときを境に一気に世に知られることとなった。六百年前、帝国の初代皇帝ヴァルシウスが『輝き石せき』を発見し、その力を魔法として利用するための術式を作り出してから、帝国はそれを武器として多くの国を吞のみ込んで、繁はん栄えいを続けてきたのである。

　国境の防衛から、皇宮内の豪ごう奢しやで安楽な暮らしまでを支える魔法の力は、そのすべてが『輝石』と、それを制せい御ぎよする『ヴァルシウスの術式』を源とするものだ。そしてその術式を維持し続けることこそ、帝国のはじまりから歴代の皇帝に課せられてきた、ほとんど唯ゆい一いつにして最大の使命である。統治者としての見識も、政治的な手しゆ腕わんも、本人の意志さえ必要ない──皇帝の資格は、術式を維持できるだけの魔ま力りよく、ただそれだけであるらしい。

「そんなこと、別にどうでもいいじゃないか」

　文字通り、帝国の命脈を担になう立場であるはずの皇帝陛下は、しかしそのことにまるで頓とん着ちやくがないように見えた。ルーナの指し摘てきもまるで耳に入っていない様子で、あっさりと言う。

「おれは守られなくても平気なんだし。知ってるだろう──帝国の皇帝を、傷つけられるものなんかない」

　それは、皇帝の立場や身分とは関係のない、ごく物理的な意味でのことだ。皇帝の肉体は傷つかない──『ヴァルシウスの術式』を維持するために、己おのれの心臓を代だい償しように捧ささげたときから。

　そのことは、とうにルーナも知っている。その性質に、不覚にもうっかり助けられてしまったことさえある。しかし、イシュトが当たり前のようにそれを口にするのは、何か妙みように腹が立った。そんなもの、全然平気ではない。確かに死にはしないのだろうが、怪け我がはするし……痛い思いだってするくせに。

　──何様のつもりだ。

　一方的に愛を囁かれるのも、強ごう引いんに迫せまられるのも、他人の話を聞かないところも好きではない。けれど、ルーナが彼に対して最も苛いら立だちを覚えるのは、おそらくこういうところなのだと思う。自分だけは他ほかと違うのだと、無意識のうちにさえ考えている。痛みや苦しみ、幸福や絶望、愛や憎ぞう悪お──この世に生きる人間に必ずつきまとって離はなれないそれらに、自分だけは無む縁えんだと信じている。

　解っている。愛していると容易たやすく口にするこの男は、しかし実際のところ、何も愛してなどいないのだ。愛していないから、恐おそれない。どれだけ彼女に拒きよ絶ぜつされても平気なのは、彼女の心は望んでいないから。簡単に自分の身体からだを傷つけて躊躇ためらわないのは、我が身でさえ大事には思っていないから──まして、それを気にかける他人の心の存在など、認にん識しきすらしない。

　──この世に、自分一人で生きてるみたいな顔して。

　もっとも、それはそれで本人の勝手ではある。他人のことなど歯し牙がにもかけず、何一つ心に持たずに生きていくのも、それが本人が望む生き方であれば、周りがとやかく言うことでもない。いつもならルーナもあっさりそう割り切って、ほどほどの付き合いを心がけるところなのだが、しかしどういうわけか、イシュトを相手にはそうすることができなかった。苛いら々いらするし、腹が立つ。気がついたら怒ど鳴なっている。ほどほどの付き合いにするつもりなのに、向こうから無ぶ遠えん慮りよに距きよ離りを詰つめてくるからか。心にもない愛の言葉を、さも得意げに言うからか……。

「──それとも」

　思わず心の中で、目の前の男の気に食わないところを数え上げはじめていたルーナは、不意に低まった相手の声で、意識を現実に引き戻もどされた。気付けば、不思議な煌きらめきを宿す緑の瞳に真っ直すぐ覗のぞき込まれていて、ルーナはどきりとした拍ひよう子しに、とりあえず脳裏に渦うず巻まく不満その他を棚たな上あげせざるを得なかった。……本当に、容姿にだけは文句のつけようのない男なのだ。

「他に、理由でもあるのか？　おれが護衛するのが気に入らない理由」

　しかしその瞳が、どこか険しい気配を帯びているのに気付いて、ルーナはついきょとんとしてしまう。こいつは今いま更さら、一体何を言っているのか。

「あるとも。おまえのすべてが気に入らない」

「そんなに、あの男の方がいい？」

「は？」

　案の定、彼女の主張はまるっと無視だ。ルーナはまたしてもいらっとしたが、しかし相手が何を言わんとしているのかは、やはり良く解らなかった。あの男とは誰だれだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　だが、ルーナが問い質ただす前に、別のところから答えがあった。それまで、二人のやりとりを黙だまって聞いていたロキシスが、おもむろに口を挟はさんできたのだ。

「たとえこいつがどう思っていようが、ベルダの方で相手にしないだろう。ルーナは奴やつに嫌きらわれているらしいからな」

　何故なぜ、そこでベルダの名が出てきたのか解わからず当とう惑わくしたルーナだが、一いつ瞬しゆん遅おくれて事情を把は握あくした。なるほど、イシュトの言う『あの男』とは、ベルダのことか。

「嫌われてる？　ルーナが？　なんで？」

「さあ、知らん。単に興味ないんじゃないか。こんな可愛かわいげのない口を利きく女に、愛あい想そ良くする理由もないしな。──だから、あいつには余計なちょっかい出すなよ。あいつにとっては仕事、その仕事を割り振ふったのは俺」

「気の毒な男だな。これだけルーナと一いつ緒しよにいられるのに、その幸運が理解できないなんて」

「そうだ気の毒な奴なんだ。それでいいから、おまえは首を突つっ込んでくるな」

「でもロキ、それならおれにルーナの護衛をやらせてくれたって良くないか。幸運は、幸運を理解できる選ばれしおれのものであるべき……」

「阿あ呆ほうか。なんのためにこいつを家に置いていると思っている。皇帝が連れて歩いたりしたら、日暮れまでには皇宮中に知れ渡わたるぞ」

　帝てい国こくの魔法を支える『輝石』を生み出した『精せい霊れいの民たみ』、彼らがどのようにしてそれを造り、どうやってその力を用いたか、詳くわしいことは現在には伝わっていない。『ヴァルシウスの術式』は、そうした正体の解らない力を、無む理り矢や理りに捻じ曲げて使っているに過ぎない。

　彼らの文明はただ、同じ血を持つ一族にのみ共有されるものだった。そして今、『精霊の民』の血を継つぎ、生まれながらに魔法の『印』にも似た痣あざをその身に宿すルーナこそ、その文明の唯一にして正統な相続人だというのだ。彼女が望みさえすれば、現在は帝国と皇こう帝ていの支配下にある『輝石』すら、手に入れることができる……らしい。

　もちろん当のルーナにはその意志はなく、第一やり方も解らないのだが、ことと次し第だいによっては帝国の根幹を揺ゆるがしかねないと看み做なされる彼女が、放ほうっておかれるはずもない。帝国宰さい相しようロキシスが、わざわざ自分の屋や敷しきに彼女を置いているのも、護衛という名の監かん視しまでつけて彼女と他の者の接せつ触しよくを絶っているのも、ひとえにその存在を隠かくし通すためだ。『精霊の民』の研究に携たずさわる一部の者を除いて、彼女が何者なのか知る者はない──常に護衛としてルーナに付き従うベルダにしても、真実は聞かされていないほど、彼女の存在は帝国の重要機密として扱あつかわれている。

　だというのに、イシュトのように目立つ人間が彼女にくっついていたりしたら、何もかも台無しだ。皇帝の側そばにいる素す性じようの知れない娘むすめなど、皇宮の人間の関心を引くだけではないか。そんなことできるわけないだろうが、と皇帝に説教している宰相閣下を眺ながめて、ルーナは内心で大きく頷うなずいた。この調子でイシュトを改心させてくれるなら、ロキシスの先刻からの失礼な言葉の数々は、聞かなかったことにしてやってもいい。

「──だから、ルーナにちょっかい出したいならここでやれ。もういくらでもやれ。その代わり、ここから連れ出すなよ。あと、ベルダに構うな」

「！　今、私のこと売った!?」

「人聞きの悪い。こいつとおまえの馬ば鹿かげた関係に、何も知らない部下が巻き込まれるのは忍しのびないだけだ」

「私だって巻き込まれたくない！　部下しか助けないのか？」

「助ける道理がないからな」

「他はどうなってもいいなんて、この……この、いい上司め！」

「落ち着け。それは普ふ通つうに褒ほめてる」

「解った、つまりおれがもっとこの屋敷に通ってくればいいわけか。安心してくれ、ルーナ、君を寂さみしがらせたりはしないから」

「おまえはちょっと黙ってろ！」

　改心どころか、ますます調子に乗って勝手なことを言ってくるイシュトを怒鳴りつけ、ルーナは大きく息をついた。お互たがいいろいろと思うところはあっても、面めん倒どうくさい皇帝をなんとかしたいという一点でロキシスは同志だと信じていたのだが、どうやらそれは甘い考えだったようだ。自分さえ関かかわり合いにならなければどうでもいいという態度のロキシスと、怒鳴られたというのに気にもせず、面おも白しろがる顔をしているイシュトのそれぞれを睨にらみつけ、ルーナは彼らの意図を悟さとった。──彼女一人が我が慢まんすれば、奴らはそれでいいらしい。

「ああ、やっぱりおれもこの家に住もうかな。どうせ部屋は余ってるんだし。この前みたいに、朝から晩まで君だけを見つめていられたらいいのに」

「帰れ今すぐ帰れ。あと仕事しろ」

　反射的にそう言い返したものの、しかしそれを聞いたイシュトがきょとんとした顔をしたので、ルーナは自分の言葉が途と方ほうもなく見当外れであったことを悟った。皇宮の最さい奥おうで誰からも傅かしずかれて生きている皇帝陛下は、『働く』ことなどないはずだ。……現状からすれば、ルーナ自身も食い扶ぶ持ちを稼かせいではいないから、あまり大きなことは言えないが。しかしその点に疾やましい気持ちがあるからこそ、あの良く解らない魔ま法ほうの研究に付き合っているわけで、そんな感覚そのものがないであろう皇宮育ちと、一緒にしてほしくはないところである。

　しかし、いくらロキシスを宰相に据すえているとはいっても、仮にも帝国の主あるじである以上、それなりの振ふる舞まいが要求されるのではないか。少なくとも、こんなところで彼女を相手に戯たわ言ごとを並べているのが、相応ふさわしい振舞いとも思えない。もっと他にあるだろう、と言いかけたルーナは、そこでふと今日耳にしたことを思い出した。この迷めい惑わく極きわまりない男が、珍めずらしく他人ひと様さまから褒められるようなことをしたらしい、数少ない事例。

「そういえば、あれはイシュトが作ったんだって？　あの、ここにはないものが見える魔法」

　確か幻げん映えい装置と言ったか。研究施し設せつで見た、あの不思議な窓の話をすると、イシュトはようやく思い出したような顔をして、ああ、と答えた。

「そうだ、そんなの作ったっけ」

「褒められてたぞ。ああいう、世のため人のためになるようなものを作って……」

「世のため人のため……か」

　だが、ルーナがそう言い聞かせようとする側から、何やら不ふ穏おんな呟つぶやきが聞こえる。思わず零こぼしてしまったという様子のロキシスが、ルーナの視線に露ろ骨こつに顔を背そむける一方で、イシュトがあっさり「でも、もうやらないよ」と答えた。

「必要なくなったからね。ルーナがここにいるんだし」

「ちょっと待て。それと私となんの関係があるんだ」

「だって、あれは君に会いたくて作ったんだ。あれがあれば、皇宮にいても、闘とう技ぎ場で君が舞う姿が見られるだろう？」

　さも当然と言わんばかりの口調で言われた。が、ルーナは咄とつ嗟さに理解できない。一体どういうことだ……。

「誰よりも近くで見たかったから、細かいところまで映せるようにしたし。本当は、そこにいるみたいに立体にできないかと思ってたんだけど、でも本物がいるならもういい」

「……まあ、おかげで軍の前線まで配備できる仕様になったんだから、つまりあれだ、尊い犠ぎ牲せいだ」

　事情を知っていたらしいロキシスが、慰なぐさめとも諦あきらめともつかない補足を入れてきたが、もちろんそれでこの衝しよう撃げきがどうにかなるものでもない。闘技場で無数の観衆の目に晒さらされていたから、見られることを今いま更さらどうにも思いはしないが、それにしても……。

「──どうしてそうろくでもないんだ、おまえは！　勝手に見るな、気持ち悪いだろ！　あと、闘技場の興行は金を取ってるんだから、ただ見するな！」

「あ、最後の件だけは悪かった。そんなこととは知らなくて」

「最後だけか！」

　しかし叱しかりつけて聞く相手でないことは、もうとうに知っている。まるで悪びれるところのないイシュトに、ルーナはもはや怒いかりではなく脱だつ力りよく感を覚える。どうしてこの男のすることは、常に何かが間ま違ちがっているのか。

「……嫌いやがらせのつもりなら、いい出来なんだけど」

「なんでおれがそんなことしなきゃいけないんだ」

「嫌がらせじゃなく、他人のこと覗のぞき見しなきゃいけない理由もないだろ！」

「誰だれだって、そのくらいするよ」

「しない！　普通しない！　しかもあんな仕し掛かけまで作らない」

　言っていて情けなくなってきた。せっかく施設の人間に「天才の仕事」とまで褒められていたというのに、これでは才能の無む駄だ遣づかい以外の何物でもない。がっくりしてしまうルーナの非難を、右から左に聞き流していたイシュトは、でも、と反省の色なく付け加えた。

「確かに、術式を固定して装置にしたのはおれだけど、魔法自体は昔から知られているもので、おれが考えたわけじゃない。結構簡単なんだ、誰でもできる。光を通す何かがあればいいだけで……ああ、これでもいい」

　言って、イシュトが手に取ったのは、卓たくの上にあった水差しだ。どうするつもりかと思うルーナの目の前に、やはり手近にあった飾かざり皿を置くと、その中に水を注いで満たす。

「？　何？」

「見てて」

　何を、と問うまでもなかった。彼が皿に視線を落とした瞬しゆん間かん、そこに注がれた水が薄うすく光を帯びはじめたのだ。それ自体が発光しているというよりは、周囲の光を取り込んで集めているような薄く柔やわらかい光は、やがて濃のう淡たんに分かれて像を結び出す。

　──これは……。

　見慣れた光景だ。赤茶けた土つち壁かべ、石造りの街路。忙いそがしく行き交かう人の波。色とりどりの日ひ除よけの布を、乾かわいた風が大きく揺らして吹ふき抜ぬけていく。土つち煙けむりの混ざった風の感かん触しよくを、感じられるような気さえする。決して心ここ地ち好よくはない環かん境きよう、けれどその眺めがひどく慕したわしいのは、そこが彼女の故郷だからだ。帝てい都とグラシリア──皇宮の外に広がる、『印』なき者の世界。

　だが、もうそこは彼女の居場所ではない。『精せい霊れいの民たみ』の血を引く者と判明してしまった以上、彼女が監視もなく皇宮を出ていける未来はほとんど絶望的になったが、しかしそんなことがなくても、もうあの街に帰ろうとは思わないだろう。帰るべきではない──帰ることができる『家』は、もうどこにもなくなった。

　だから、言うしかない。それは過去に過ぎないと、はっきりと自分に告げなくてはならない。もう自分とは繫つながっていない幻まぼろしを形容するのに、一番相応しい言葉。

「……懐なつかしいな」

　けれど、言い切るつもりで発したはずの声は、囁ささやくような呟きにしかならない。ルーナは自分で驚おどろいて、慌あわてて唇くちびるを嚙かみしめた。どうして、声を詰つまらせる理由があるのか。あそこにはもう何もない──かつてあったはずのもののために、戻もどることはしないと決めたはずだ。帰らない。帰ってはならない。

　──『帰りたい』と、望まないわけではないけれど。

「そう」

　美しく、優やさしく、残ざん酷こくな幻。しかしそれを呼び出してみせた本人に、特に他意はないようだった。目を逸そらしたい気持ちと、けれど目を離はなせない衝しよう動どうに挟はさまれて動けないでいるルーナに、何気ない口調で告げる。

「きっとそう言うと思った。よく見ておくといい──君が二度と、戻ることのない場所だから」

　がたん、と何かが倒たおれる音がして、ルーナははっと我に返る。自分が椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がったと気付いたのは、更さらにその数瞬後だ。幻の街から目を背けると、不思議そうな表情をしているイシュトと目が合った。少なくとも、悪意は少しも読み取れないその瞳ひとみに、ルーナは固めた拳こぶしに力を込めて、胸の内にせり上がる何かを押し殺した。彼の言うことは正しい。正しいと解わかっているのに──こんなにも息ができないような気分になるのは、何故なぜなのだろう。

「ルーナ？」

　無言で席を離れる彼女に、イシュトが怪け訝げんそうに呼びかける。そうだ、何か言わなければいけない。扉とびらのところで振ふり返ったルーナは、回らない頭を懸けん命めいに働かせて、何とかその場を取り繕つくろうべく口を開いた。

「……喉のど渇かわいたから、飲み物もらってくる。甘いものももらってくるから……待ってて」

　返事は待たなかった。言い捨てるように扉をくぐり、ルーナは足早に部屋を出た。
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「……あまり、やり過ぎるなよ」

　少女の背中が扉の向こうへと消えてしまってから、ロキシスは室内に残されたもう一人に向かってそう言った。扉が閉とざされるのを見送り、つまらなそうに片手を振って水すい盤ばんの幻を消した相手は、首を傾かしげて彼を見やる。

「何が？」

「あの娘むすめに、ちょっかい出して遊ぶのを」

　面おも白しろがってやっているのは解っているのだ。指し摘てきすると、イシュトは楽しそうににっこり笑った。反省する様子はない。

「可愛かわいいよなあ。おれが何か言うたびに、ちゃんと答えてくれるんだ。……〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の彼女を見ているときは、こんなことは想像しなかったけど、うん、意外と悪くない」

　可愛い、とご満まん悦えつに繰くり返す辺り、どうやら先刻までのルーナの言を尽つくした罵ば倒とうの数々は、欠片かけらも彼に伝わっていないらしい。そうだろうな、とロキシスは嘆たん息そくした。イシュトが望んでいるのは、彼女の反応だけだ。それがなんであっても構わない、言葉も、心でさえもどうでもいい。自分の投げかけた行動に、何らかの反応があることを喜ぶ──子供の玩具おもちや遊びと同じ。

　しかしたとえ玩具でも、手て荒あらく扱あつかえば壊こわれるものだ。まして、相手が玩具ではない、意志のある人間だったなら。

「おまえが何を口走って、己おのれの評価を下げようと勝手だが、言わない方がいいことは言うな。──どうしてあんな幻を見せた？」

　水に映る、街並みの影かげ。ロキシスはよく知らないが、イシュトが選んで映してみせたからには、帝都の中でも、より彼女の暮らしていた場所に近い風景だろう。

　彼女を、そこへ戻してやるわけにはいかなかった。『精霊の民』の存在は、現状では帝てい国こくにとって益よりも災わざわいの方が大きい。彼女を通じて『輝き石せき』を扱う正しい方法が解明された後ならともかく、それまでは彼女を自由にしてはやれない。帝国を支える根幹である『輝石』を、皇こう帝ていの支配下から奪うばい取ることができると解わかれば、よからぬ目的を胸に抱いだく者も多かろう。実際、そうした動きが現れたからこそ、こうして彼女を皇宮に留とどめることになったのだ。

　しかし、一いつ介かいの市民であったルーナに、これらの事情を斟しん酌しやくして、帝国の危機を回かい避ひするため喜んで囚とらわれの身に甘んじようなどという志があったはずもない。彼女がそれほど抵てい抗こうもせず現状を受け入れたのは、単にそれしか道が残されていなかったからだろう。信じたものの何もかも、彼女は失ってしまった。

　だが、そうして失ったものに、無関心でいられるはずがない。イシュトの見せた幻は、より一層、彼女に喪そう失しつを思い知らせたはずだ。

「喜ぶと、思ったんだけどな」

　ロキシスの問いに、イシュトは肩かたを竦すくめてそう答えた。失言を悔くいているわけではなく、当てが外れたというような顔だが、一応、ルーナの反応が芳かんばしくないことは解ったらしい。この男にしては上出来と言うべきか。

「時間が経たてば、いつかは喜ぶだろうさ。だが今はまだ駄だ目めだ。離れるのが苦しくなるだけだ」

「苦しく？　でもルーナは、もうここにいるじゃないか。二度とあそこには戻らない」

「『戻らない』と、『戻りたくない』は別物だろう」

　ロキシスがそう言うと、イシュトは驚いた顔をした。少しの間黙だまったのは、彼の言葉の意味を摑つかめなかったからに違ちがいない。

「……ルーナは、あそこに戻りたいっていうのか」

「それはそうだろう」

「なんで？　あの男がいるから？」

　イシュトが眉まゆを顰ひそめて示し唆さするのが、誰だれのことかはロキシスにも解る。彼女を〈剣ノ舞姫〉として闘とう技ぎ場に立たせていた雇やとい主であり、個人的にも深い知ち己きであった男。ルーナが今でも、彼を慕っているのは確かだ──陰いん謀ぼうの中で彼に切り捨てられてさえ、その後の彼の処しよ遇ぐうを気にかけるほどに。

　だがそれは、彼女があの街の幻げん影えいに見るものの本質ではない。かつてあったはずの時間、幸福の欠片──これまで生きてきた証あかし。

「あの男がどうってわけじゃない。──あの街は、あの娘の故郷だ」

「故郷？」

「イシュト」

　どう言ったら、解らせることができるだろう。しかしそう思う一方で、ロキシスはそれが不可能なことだと薄うす々うす悟さとっていた。きっと、イシュトには理解できない──愛着の喪失を経験することがない者は、この感覚を想像することさえないはずだから。

「もし俺が、おまえをぶん殴なぐって皇宮から放ほうり出したらどうする」

「なんだそれ。ロキ、そんなこと考えてたのか？」

「三日に一回くらいな」

「そんなものか。結構おれのこと好きなんだな」

「今、本当にそうできたらどんなにいいかという気になった。──いいから答えろ」

　それは、聞く者があればひどく危険を孕はらんだ問いに聞こえただろう。帝国の名目上の主あるじと、実際の権力を行使する宰さい相しようの間で交かわされるには不適切な会話、しかし彼らのどちらも、それを気にすることはなかった。それが仮定の話だと、解り切っているからだ。決して起こり得ることのない、夢物語。

「とりあえず、殴られた分は殴るかな」

　やがて、少し考えた後、イシュトはそう答えた。

「まあ、話くらいは聞いてあげてもいい。でもおれ殴られるの嫌いやだから、腕うではもらうよ。逃にげられても困るし、足も要いらないよな。どこか邪じや魔まの入らないところで、いろいろよく考えてもらう。大だい丈じよう夫ぶ、謝ってくれたら許すから」

「よく今の間で、そこまで陰いん惨さんなこと考えたな」

　それが、仮にも幼おさな馴な染じみに対して言うことか。どこがどう大丈夫なんだ、と呟つぶやきながら、ロキシスは自分の読みの正しさを知った。具体例はともかく、それはおおよそ予想通りの答えだ。イシュトは決して理解しないだろう──たとえ自分に対してどうであろうと、変わってほしくないと願うもの、その心の正体を。憎にくまれることも、裏切られることも、関係ない。

「……とにかく、もう、あんなことはするな」

　今はまだ、彼女が故郷を振り返るには早すぎるのだ。美しくあってほしいものを、美しいままにしておけない。時の流れが、記き憶おくを手の届かないところへ押し流してしまうまで、徒いたずらに触ふれるべきではない。

「どうして」

「どうしても、だ。解らないならそれでいいから、俺の言う通りにしておけ。……そんなにあの娘に嫌きらわれたいのか？」

　このまま余計な真ま似ねを繰り返せば、本当に嫌われるぞ、と告げると、イシュトは意外そうに目を瞬またたいた。おそらく、そんなことは考えてもみなかったのだろう。

「そうなのか、残念だな。まあ、おれは愛してるから別にいいんだけど」

「良くないだろうが。おまえ、意味解ってないだろう……」

「──逃げていく」

　やはりどこかで何かがおかしいイシュトの反応に、思わず嘆息したロキシスだが、不意に呟かれた言葉を拾って視線を戻もどした。淡たん々たんとした声こわ音ねと同じように、その顔に表情らしい表情は浮うかんでいない。無感動な瞳をどこへともなく向け、イシュトは更さらに続けた。まるで他人ひと事ごとのように。

「話しかけても、答えない。手を伸のばしても触れない。そうしてそのうち、いつの間にかいなくなるんだ。──嫌われるって、そういうことだろう？」

「…………」

「ルーナも、そうなるのか。それならやっぱり、閉じ込めてしまうしかない。鍵かぎをかけて、絶対に逃げ出せないところへ……塔とうの上か、それとも地下か。どっちだったら、諦あきらめてくれると思う？」

　ああ、やっぱり駄目なのだ。一いち抹まつの落らく胆たんと大半の諦てい念ねんで、ロキシスはそう思った。それが、イシュトの世界だ──意志ある他人が存在しない世界。欲しければ奪う、要らなくなれば捨てる、あまりにも短たん絡らく的な発想の根幹は、無神経を通り越こした無関心の産物だ。

　しかし、そのことでイシュトを責める気にはなれない。少なくとも、ロキシスにはその資格がない──その荒こう涼りようたる世界を彼に押し付けた、運命の一いつ端たんを担になう者として。

「駄目だ。あれは、替かえのきかない『精せい霊れいの民たみ』だ。追い詰つめて、万一ろくでもないことになったら、帝国の損失になる」

「でも、ここじゃ逃げられる。もしルーナがその気になれば」

「おまえが要らんことをしなければ逃げない」

　だが、彼女をただ、イシュトの玩具にしてやるわけにはいかないのだ。ロキシスは冷静に釘くぎを刺さした。ただ一人の『精霊の民』、帝国の行く末を左右しかねない少女は、乱暴で身勝手な人形遊びに付き合わせるには、あまりにも高く付き過ぎる。……せめてこの幼馴染に、決定的に道を誤るのだけは避さけさせてやらなければと思う気持ちは差し引いても、彼が口にするような暴挙を実行させることはできない。

「あの娘むすめを牢ろうでなく、俺に預けると言ったのはおまえだ」

　あのときはどうかと思ったが、こうなってみると、ルーナをこの屋や敷しきに置いたのは正解だったかもしれない。もし彼女を牢に入れていたら、イシュトは思うさま彼女を翻ほん弄ろうしただろう。束そく縛ばくして、反応が欲しいばかりに傷つけて、解わかりもしない愛を口にして……そしてまったく無自覚のうちに、彼女に死ぬほど憎まれたに違いない。最悪の、しかしありありと想像できる可能性に、ロキシスが密ひそかにため息をついたとき。

「──一いつ緒しよに、いたいんだ」

　ふと、小さく呟く声が聞こえて、ロキシスは目の前に意識を戻す。うっかり取り落としたように、唇くちびるから零こぼれ落ちた言葉。目を合わせたイシュトは、先刻の他人事のような顔をしてはいなかった。軽く眉を顰めて視線を逸そらしたのは、まるで目には見えない何かを探しているような──それが何なのか解らずに、困こん惑わくしているような表情。

「なんでだろう、見てるだけじゃ、もう駄目なんだ。彼女がそこにいなきゃ駄目だ──触さわったらちゃんとそこにいるって、触らなくても解るくらいに」

「…………」

「逃げられたくないんだ。閉じ込めておくのが駄だ目めだったら、どうやって逃げられないようにすればいいんだ？　鎖くさりで繫つなぐのも駄目なのか？　どうしたら、ルーナはおれのものになってくれるんだろう」

「ああ、やっぱり手段はおかしいのか……」

　だがしかし、これは意外な発言だ。慨がい嘆たんの言葉に驚おどろきを押し隠かくし、ロキシスは密かに相手を観察する。思えば今まで、イシュトがこんなことを言ったことがあっただろうか。確かに手段はおかしいが、では目的はどうなのか。

　一緒にいたい、と彼は言った。──意志を持たない、心のない人形には、決して使うはずのない言葉。

「とりあえず、鎖で繫ぐのも却きやつ下かだ」

　ロキシスは、今はこの場にいない居い候そうろうの顔を思い出す。女の身でありながら闘技場に立ち、人々の熱ねつ狂きようを煽あおる〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉であった彼女は、彼の目から見ても確かに美しい娘ではあるが、しかしただそれだけである。美しい女など、世の中には幾いくらでもいる。彼としては、あの娘は容姿より、口を利きいたときの方が珍ちん妙みようで印象深いと思うが、だからどうだというわけでもない。ただの少女──彼女が『精霊の民』でさえなければ、その存在に価値などない。

　でも──もしかしたら。

「……大体、なんでおまえはそう即そく物ぶつ的なんだ。逃げられたくなければ、繫いでおけばいいなんて、いつそんな話になった」

「だって、ロキが言ったんじゃないか、ルーナが逃げるかもしれないって」

「一言も言ってない。あんまり調子に乗ってちょっかい出しすぎると嫌われるから、反省しろと言っている！」

「あれ、もしかしてなんか怒おこってる？」

「怒ってはいない。むしろ俺の心からの親切だ。……おまえがあまりに阿あ呆ほうすぎると、そもそも話にならんからな」

　もしかしたら、あの娘は何かを変えるのかもしれない。帝てい国こくの根幹を揺ゆるがす『精霊の民』は、それと同じように、閉とざされた世界のすべてを変える、ただ一人の存在かもしれない。ずっと彼が望んできて、けれどどうすることもできなかった願いを叶かなえる──この、馬ば鹿かで自分勝手で他人のことなど目にも入れない変わり者が、これまでついぞ知ることのなかったものを、彼女は見せるのかもしれない。

　──だがそれも、この男が、ここで彼女に決定的に嫌われなければの話だ。

「いいか、もしあの娘に逃げられたくなかったら、今おまえが考えたことは、絶対にやってみるなよ。一つでも実行してみろ、二度と信用されなくなる」

　目の前で怪け訝げんな顔をしているイシュトを見み据すえて、言い聞かせるように告げる。とにかく、彼の恐おそろしく短絡的な計画だけは、何としても阻そ止ししておかなければならない。

「あと、面おも白しろがっていい加減なことを言うのも止やめろ。ちょっとは気を遣つかって……なんてことは無理だろうから、せめて噓うそはつくな」

　先刻の、彼のルーナに対する辟へき易えきするような言辞の数々を思い出せば、呆あきれ返るより他ない。よくもそう、心にもないことをつらつらと言えるものだ。どこでそんな言い回し覚えた、と睨にらむロキシスに、イシュトもまた不満そうに顔をしかめる。

「噓なんか、ついた覚えはないぞ。いつおれがそんな」

「何が『愛してる』だ、馬鹿」

「噓じゃないし。愛してるし」

「だがおまえは、もう、この屋敷には住めない──たとえ彼女がここにいても」

　無数の塔を数えきれない通路で繫いだこの広大な皇宮で、しかし実際に皇こう帝ていが住むことのできる場所は限定されている。皇宮の中心──皇宮の地下に眠ねむる『輝き石せき』の真上。帝国中を巡めぐる魔ま力りよくの流れを支えるために、皇帝は長くその場所を離はなれられない。一度帝てい位いに就ついたなら──いつかその役目を終えるまで、ずっと。

　ロキシスの指し摘てきに、イシュトは一いつ瞬しゆん口を噤つぐんだ。が、すぐにその秀しゆう麗れいな顔に笑みを浮かべる。ちょっとした悪戯いたずらを見つかった子供のような表情には、少しの翳かげりも見られない──そんなことを、今いま更さら何とも思いはしないというように。

「そうか、さっきそんなこと言ったっけ。うん、確かにそれは噓ついたな」

　もっともイシュトには、ルーナの件を別にすれば、この屋敷に思うところはないのかもしれない。結局のところ、彼にとっては同じなのだ。かつて住んでいたこの屋敷も、そして今も──どちらにしろ他人に決められた、思い入れのない場所。

　少なくとも、『帰りたい』と思うような場所ではないのだろう。先日ある事情から、少しの間この屋敷に滞たい在ざいすることになったときも、イシュトは少しも懐なつかしそうな顔はしなかったものだ。彼が帝位を継ついで、入れ替わるようにロキシスがこの屋敷で暮らすようになってから、もう何年も経っているというのに。

　と、そこまで考えて、ふとロキシスは思い出した。その『ある事情』絡がらみで、彼に伝えなければならないことがあったのだ。咄とつ嗟さに扉とびらの方に目をやったのは、戻もどってくると言い残して出て行ったルーナの動向が気になったからだが、すぐに何の気配もないことを察した──あの様子では、当分戻っては来ないだろうから、ちょうどいい。

「イシュト。──あの連中の件だがな」

　今日、わざわざイシュトを呼び出しておいた会議の結果である。実際は何かを話し合うというより、報告を受けるのが主な目的であったのだが、その後の対応を決めるに当たって、一応、彼の意見も聞いてみようと思っていたのだ。まあ実際のところ、政務に携たずさわらないのが信条の皇帝陛下に、さして期待はしていなかったのだが。

　案の定、イシュトは呼び出しに応じなかったが、それをどうこう言うつもりはない。何をするのもしないのも、皇帝に許された特権だからだ。その意志は何にもまして優先されるべきものであり、よほど人じん倫りんに外れたものでもない限り、ロキシスもまたそれに従う立場である。

　しかし立場というならば、ロキシスもまた、皇帝の信任を受け、その全権を許された宰さい相しようである。皇帝陛下には改めてそのことをよく思い出してもらって、これから言うことはすべて追認してもらう心積もりでいる。──事後承しよう諾だく、異議は却下だ。

「あの連中？」

「ハリフとノルンゴートだ──『輝石』に手を出そうとした愚おろか者ども」

　ああ、とイシュトはすぐに答えた。普ふ段だんは皇宮の奥にいて、滅めつ多たに表向きには姿を現さないイシュトだが、宮きゆう廷てい人たちが言うように、まるで宮廷のことを知らないというわけではない。ロキシスのすることに口は出さないが、彼のすることはすべて把は握あくしているし、宮廷の人間や政治的な情勢のことも一通りは頭に入っているはずである。自分にこの国を委ゆだねてくれた主あるじのために、ロキシスは言葉を惜おしんだことはなかったし、イシュトが耳を傾かたむけないこともなかった。それがずっと、彼らのやり方だ。

　しかしそんな伝聞の知識を引っ張り出さずとも、イシュトは彼らのことを知っているはずである。『精せい霊れいの民たみ』であるルーナを利用して、『輝石』の力を手に入れようとした彼らと、イシュトは直接対たい峙じしている。

「彼らの処断は終わったんじゃなかったのか？　まだ何かあるのか」

「ああ。まったく、いつまでも祟たたる連中だ……奴やつらの素行を調べたら、妙みようなことが解わかった」

「妙なこと？」

「多分『精霊の民』がいなくても、自力で『輝石』とおまえをどうにかするつもりだったんだと思うが──奴らは自前で、魔ま法ほう関連の研究をしていたらしい」

　帝国において、魔法の研究が行われている場所は皇宮をおいて他にはない。『印』を持つ者──魔法を扱あつかう素養のある者の多くが皇宮に集まっているということもあるが、第一の理由は、魔法が国を支える重要な技術であるからだ。技術の徒いたずらな流出を避さけるため、また得られる革新的な技術を滞とどこおりなく共有するため、帝国は魔法の研究に厳しい規制を敷しいている。

『印』を持つ者は魔法を使うことができるが、その大部分は、それがどういう力なのかを知ることはできない。魔法の仕組み、その成り立ち、術式の構成といった知識を得るためには特別な許可が必要で、そして国は許可した者全員を把握している。といっても、決して少なくない人数であるから、その全員の身辺まで管理するというわけにはいかないが、彼らのうちの誰だれかの協力なくしては、魔法研究は成り立たない。

「協力者も、今のところ解っていない。身内から探してるんだが、めぼしい人間が見当たらなくてな」

「一体、なんの魔法を研究してたんだ？」

　陰いん謀ぼうの真相を探さぐるというよりは、純じゆん粋すいな興味という様子で、イシュトが尋たずねてくる。魔法体系を網もう羅らし、趣しゆ味みは新しい術式だの妙な装置だのの開発という、魔法の才覚にだけは満ち溢あふれた彼らしい反応ではある。が、訊きかれたロキシスには答えようがなかった。……魔法の『印』すら持てない彼にとって、その手の話は根本的に理解ができない。

「……あとで、見つかった資料を持って行かせる。断だん片ぺん的すぎて、何が何だか解らんそうだが、おまえなら解るかもしれん。そうだ、魔ま獣じゆうが関係しているんじゃないかと言っていたな」

『魔獣』──主に帝国の辺境に現れる、不可思議な化物の総そう称しようである。人の何倍もある巨きよ大だいなものから、赤ん坊ぼうほどのものに至るまで様々な形態があるが、一様に共通するのは、絶命したときに骸むくろを残さないという点だ。果たしてそれらがなんであるのか、生き物なのかそうでないのか、どのようにして生じるのか、その生態はほとんど明らかにされていない。

　明らかにされてこなかったのは、魔獣がごく限られた地域にのみ出現するものだからだ。凶きよう暴ぼうな性質ではあるが、彼らが現れる国境沿いは、そもそもあまり人の住んでいない地域である。『魔ま獣じゆう狩がり』を生なり業わいとする一部の人間を除いては、被ひ害がいに遭あう者も少ない。まして遠く離れた帝てい都とでは、見み世せ物ものとして目にする機会が稀まれにあるだけだ。研究しようとする者も、その必要性も、これまでなかった。

「魔獣か。この前はじめて近くで見たんだけど、あれは面白そうだ」

　多分に魔法的な要素がある、とイシュトは何やら嬉うれしそうだ。が、ロキシスとしてはその反応に、一いち抹まつの不安を覚えないでもない。妙に興味を持って、いきなり皇宮に魔獣を呼び寄せたりするのは勘かん弁べんしてほしい。というか、『近くで見た』とはどういうことか。まさかもうやらかしてはいないだろうな。

「まあ、研究の中身はあとで自分で調べろ。そっちはおまえの担当だ。──で、俺の担当の話なんだが」

　だがとりあえず、危き惧ぐは後回しだ。ロキシスは話を先へと進める。

「ハリフの長男が、以前アスガルドの総そう督とくをしていた」

「ああ。確か、好き勝手してるのがばれて、君に罷ひ免めんされたんじゃなかったっけ」

　アスガルドは帝都グラシリアの遥はるか東、隣りん国ごくエフレーンに接する地域である。帝てい国こくの国境付近は防衛のため、貴族の領地ではなく皇帝の直ちよつ轄かつ領とされるところが多く、そうした土地には帝都で任命された総督が派は遣けんされる。アスガルドもそうした土地の一つだが、その総督は多くの者から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられる地位だった。国境を接するエフレーンは目下のところ友好国であり、互たがいの国から人の行き来も多い。人の行き来するところに財貨が落ちるのは自明の理で、商業的にも気候的にも豊かなアスガルドは、それを統治する総督の実入りも大きい。

　放ほうっておいても実入りがあるのだから、それ以上欲よくをかかなければよさそうなものだが、それができない者もいるらしい。アスガルド前総督シガル・ハリフは、違い法ほうな課税や司法の私有化、帝都へ報告を怠おこたった数々の後ろ暗い行いが暴あばかれてついにその任を解かれたのだが、更さらにここに来て、彼には新たな疑ぎ惑わくが浮ふ上じようしてくる。

「エフレーンは、あの男に随ずい分ぶんと取り入っていた。……もし、例の魔法の研究が、奴らに流れていたとしたら？」

　基本的に、帝国で使われる魔法のほとんどは、帝国の領内でしか使えない。『輝き石せき』と『ヴァルシウスの術式』の力の及およぶ範はん囲いに限られるからだ。とはいえ、初代皇こう帝ていヴァルシウスが伝えた魔法の理論そのものは、『輝石』がなくとも成立する。もし他国が魔法の技術を得れば、万が一にも、帝国に対たい抗こうできる何かを生み出さないとも限らない。

「まあ、それもそうか。でも、おれは研究の内容の方が気になるな。もし『ヴァルシウスの術式』なしに魔法を使おうと思うだけなら、独自に研究なんかする必要はない。知識のある人間を一人でも、ここから攫さらっていけばいいだけだ……魔獣なんて、何に使う？」

「そういうわけで、それも含ふくめて探りを入れるのがおまえの仕事だ、皇帝陛下」

「……え？」

「エフレーンの大使が、ここにやってくる」

　ここからが本題だ。ぐいと身を乗り出して、ロキシスはじっと相手を見み据すえた。面めん倒どう事の気配を察知したのか、イシュトは途と端たんに嫌いやそうな顔になったが、構わず続ける。

「罷免された総督と昵じつ懇こんだと、こっちに思われたままだとまずいということだろう。せっかくだから、派手に歓かん待たいしてやろうと思っている。おまえも出ろ」

「君の好きにしたらいいじゃないか、いつもみたいに」

「相手はおまえに会いに来るんだ。会ってやるのが親切というものだ。もちろん、俺もやってはみるが……魔法関係の話は手に負えん」

　これもお前の担当だな、と念を押すと、皇宮内では知られた出で不ぶ精しようの皇帝は不満げに眉まゆ根ねを寄せたが、結局は観念したようにため息で応じた。普段は宮廷のみならず、よほど重大なことでもない限り人前に姿を見せない彼が、隣国の大使とはいえ一いつ介かいの使者のために出てくるとなれば、そこそこの圧力にもなるだろう、とロキシスは思っている。

　その上、ただでさえ正体の知れない謎なぞめいた皇帝という印象のところに、イシュトの神がかった美び貌ぼうが現れるのは、初対面の人間には刺し激げきが強いらしい。相手の動どう揺ようを誘さそうにはうってつけだ。……子供の頃ころから見慣れていると、そんなものかとしか思わない顔なのだが、ともあれ都合がいいには違ちがいない。

「こんなときのために、いつもは遊ばせてるんだ。せいぜい皇帝らしく、大使を脅おどかせ」

「あれ、おれそんな役なの？」

「何か不満が？」

「宰相閣下の仰おおせの通りに。……で、他ほかに何かおれが聞いておくことは？」

　とりあえず、既すでに決まっている分の日程や詳しよう細さいを伝える。一通り聞いてしまうと、解った、と言ってイシュトは立ち上がった。

「君の言うようにやってみるよ。ご要望にお応こたえできるかどうかは解らないけど。──じゃあ、おれはそろそろ行くよ」

　ルーナも帰ってこないしね、と背を向ける彼を見やって、ロキシスはようやく気がついた。なるほど、そのためにイシュトはここに来たのだ。ルーナに大喜びで構っていたから気付かなかったが、呼び出された用件はそれなりに気にしていたのか。

　だが、同時に脳のう裏りを過よぎる可能性がある──気にしていたのなら、何故なぜ彼は、呼び出しに応じなかったのか。

「イシュト」

　立ち去る背中を呼び止める声が、僅わずかに尖とがる。半ば無意識に、振ふり向いた相手にいつもと違うところを探した。──どこも違わない、何も変わらない。

「何？」

「おまえ──大だい丈じよう夫ぶなのか」

　唐とう突とつな問い掛かけに、イシュトは一いつ瞬しゆん目を丸くした。が、すぐにその表情を笑えみに変える。何もかも、伝わっているというように。

「ああ、会議はサボりだ。ここにきて、ロキからまとめて聞く方がいい。──大丈夫だよ。まだ」

　それじゃ、と言い残して、今度こそイシュトは部屋を出て行った。閉とざされた扉とびらを見やり、一人残ったロキシスは、誰だれの耳にも届かないため息をついた。

　いつか必ず、訪おとずれる未来。だが──今はまだ、その日は来ない。
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　手にした剣けんを真っ直すぐに構える。木の枝を揺ゆらす風にも動かされないように──風さえも断たち切るように。

　庭園の一画は、はじめてこの屋や敷しきに来たときから、密ひそかにルーナの気に入りの場所だった。庭園を構成する木々が、絶ぜつ妙みような間合いで植え込まれている間にぽっかりと空いた空間は、剣を振り回すのに十分な広さがある。緑の間を吹ふき抜ぬける風が、存外気持ちがいいのも好きだ。この屋敷の広さには、豪ごう奢しやさや住みやすさを感じるより、むしろうんざりさせられることの方が多いのだが、こうして剣の稽けい古こをする場所に困らないという点だけはありがたい。

　久しぶりに持つ真しん剣けんの感かん触しよくを確かめるように、ルーナは剣を握にぎり直す。借り物の剣だが、それでも真剣は真剣だ。おそらく、物もいいのだろう。女の腕うでには些いささか重すぎるが、それで困るほどではないし、鍛きたえるならむしろその方が都合がいい。あまり使い込まれた風でもない、手に馴な染じまない感触も、元来の所有者を考えれば当然であろう。

　──何に使うんだ。

　自分のものは剣けん舞ぶに使う刃はのない剣しか持っていないルーナが、真剣を貸してほしいと言ったとき、家主であるロキシスは不ふ審しんと呆あきれが半々といった顔をして、そう訊きき返してきたものだ。剣の稽古は基本的に真剣でするものだ、少なくとも闘とう技ぎ場ではそうだったからと彼女が言うと、今度は呆れの色を濃こくして、それでも剣を貸してくれた。

　──そんなものなのか？　まあ……それで気が済むなら、好きにしろ。

　彼の表情の意味は、ルーナにもよく解わかっている。こんなことをしたって、もう何の意味もないからだ。いくら剣を振り回しても、どれだけ鍛たん錬れんを重ねても──彼女があそこに戻もどることは、もう二度とない。

　──別に……戻りたいわけじゃない。

　ただの習慣だ、と胸に呟つぶやく。はじめて真剣を握ってからこれまで、剣を振らなかった日はほとんどない。生き残るためにはどうしても必要なことだったからだが、一度身体からだに染しみついたものは、事情が変わったからといって簡単に抜けるものでもない。

　何もない空間を見据え、ルーナはそこに『敵』が現れるのを待った。身体に馴染んだ剣筋を、すぐに型通りに再現するのは容易たやすいことだが、それではあまり意味がない。重要なのは、この仮想の敵なのだ。その姿を現実的に思い描えがくこと、その攻こう撃げきを、あり得るはずの身のこなしを幾いく通りも予測すること──この敵が強く、恐おそろしくなければ、いくら稽古を重ねても戦いには勝てない。

　そうして想像するルーナの『敵』は、いつも人間だった。生きるために、どんなことでもするつもりで斬きりかかってくる敵を確かに目に映しながら、剣で空を切り裂さく。相手の剣の気配を感じ、隙すきなく受け流し、攻撃に転じる一連の動作に、一瞬たりとも澱よどみがあってはならない。彼女の『敵』は、これまで相対してきた現実の敵である。勝てなければ、いつかどこかで、必ず現実の刃に斬られる。

　だが──この『敵』が、これ以上強くなることは、もうないのだ。

「…………！」

　薙なぎ払はらった瞬しゆん間かんに、『敵』の姿がかき消える。集中が途と切ぎれたことに気付いて、ルーナは小さく舌打ちをした。いつの間にか上がっていた息を抑おさえるように、大きく息をつく。我ながら、これではまるでなっていない。余計なことは考えない、もう一度……。

「──何をしているんですか」

　だが、不意にそう声をかけられて、ルーナははっと身構える。思わず剣けん先さきを声のする方に向けかけたが、しかしすぐにその必要はないと解った。少し離はなれたところに見つけた声の主は、見知った相手だったからだ。

「ベルダ」

　庭木の側そば、特に隠かくれるでもなく、振り向けばすぐに目にしたはずの場所に、黒くろ髪かみの皇宮騎き士しが立っている。いつからそこにいたのか。まったく気付かなかったことに、多少不覚の念を覚えながら、ルーナは剣を下ろした。

「そっちこそ、そこで何してるんだ。何か用？」

「あなたを護衛するのが、私の任務なので」

「それ、この屋敷の中では関係ないんじゃなかった？」

『精せい霊れいの民たみ』であるルーナを護衛、ないしは監かん視しする任務を与あたえられたベルダだが、彼一人で四六時中、彼女に付きっきりというわけにもいかない。彼がルーナと行動を共にするのは、彼女がこの屋敷を出るときだけだ。逆に言えば、彼がいなければ、ルーナはこの屋敷を出ることも許されないのだが、しかし彼女にとってはさして困ることではなかった。皇宮の中で行く場所といえば、帝てい国こく軍の魔ま法ほう研究所だけだが、別に彼女が好き好んで行きたいところでもない。

　他ほかに、行くべき場所はない──帰るところは、もうどこにもなくなった。

「もう、帰ってもいいよ。私はどこにも出かけないし」

　今日も研究所には行ってきた。義務は果たしたのだから、何も言われる筋合いはない。大体ベルダにしたって、いつまでも彼女に付き合うよりは、本来の自分の仕事に早く戻りたいはずだ。

　今も彼女の目の前で、愛あい想その欠片かけらもない顔をしているベルダは、しかしどういうわけか立ち去ろうとはしなかった。不ふ機き嫌げんそうな気配は変えないままで、再度問うてくる。

「その剣はどうしたんです。誰だれがそんなものを……」

「ロキに頼たのんだら貸してくれた。剣の稽古をしたいって言ったら……あ、あ、宰さい相しよう閣下ね」

　途と端たん、向けられる視線が恐ろしく冷たくなったのを感じて、ルーナは慌あわてて言い直した。ちゃんと本人の許可はもらって、というよりルーナの意識では本人の意向に従っているつもりなのだが、しかしベルダにとっては、宰相閣下を名前で呼びつけるなど言語道断の非礼であるらしい。皇宮騎士の立場としては当然かもしれないが、呼ばれた本人でもないのに、そんな目で睨にらむことはないだろうに……そもそも皇宮騎士とは、皇こう帝ていの直属ではなかったのか。イシュトのことも、どこかでときどき呼び捨てにしているような気がするが、そのときは特に睨まれたりした覚えはないのだが……。

「どうして」

　すかさず言い直したのが功を奏したか、ベルダはそのことについてはもう言わなかった。が、視線の険は和やわらがない。その鋭するどさに困こん惑わくして、目を瞬またたくルーナに、彼は冷たい口調で指し摘てきする。

「どうして今いま更さら、剣の稽古など。──そんなに、戻りたいのですか。〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉に」

　ルーナの前身を、彼が知っているのは意外だった。もちろん、護衛相手の来歴くらいは、任務に関係する情報として事前に聞いているものなのだろうが、少なくともはっきりと口にされたのははじめてだ。彼は知っている、かつて彼女が何者であったのか──そしてもう、戻れないことも。

　──君が二度と、戻ることのない場所だから。

　咄とつ嗟さに、以前聞いた言葉が蘇よみがえる。水面に帝てい都とを映し出して、イシュトは当たり前のようにそう言ったものだった。あのときも……そして今も、ルーナは言葉を失って黙だまり込む。答える言葉が出てこない。感情というには空くう虚きよな何かが、けれど確かに胸の内にわだかまって、声を詰つまらせてしまう。

　──違ちがう。

　戻りたいと、まったく思わないと言えば噓うそになる。彼女の育った街、生きてきた世界。しかし同時に、それがもはや存在しないものであることも、ルーナははっきりと理解していた。街そのものは、今も皇宮の外にある。だがそこはもう、彼女のいた世界ではないのだ──戻れば、僅わずかに残ったその欠片さえ傷つけてしまうほどに。かつて──今でも──愛いとしかった人たちの、迷めい惑わくになるだけだ。

　だから、戻らない。戻りたくないし、戻ってはならないと解っている。哀あい惜せきの念は確かにあるが、しかしそれは失ったからだ。失ったと自覚しなければ、惜おしむことなどできない。

　しかし、だとしたら一体、これは何なのだろう。イシュトの見せる幻まぼろしの街から目を背そむけさせる、ベルダの言葉をはっきりと否定してしまえない、この思いは一体何なのか。

「くだらない」

　しかしルーナがその答えを見つける前に、ベルダが再び口を開いた。これまでも刺とげ々とげしい物言いをする相手ではあったが、吐はき捨てるようなその声は、これまでになく辛しん辣らつだ。

「あんな商売を、好んでしたがる人間の気が知れない。誇ほこりも何もない──どれだけもてはやされたとしても、その性しよう根ねは奴ど隷れいと同じだ」

　あまりにも明確な、悪意の表明。それは単なる軽けい侮ぶというよりは、もっと根深い怨おん念ねんめいたものさえ思わせる響ひびきであったが、いずれにせよ好意を抱いだけるものではない。あまりにも無ぶ遠えん慮りよなその言葉に、ルーナは最初啞あ然ぜんとし、次いで苛いら立だちを覚えた。彼に嫌きらわれているのは知っているが、こうも露ろ骨こつに厭いやみを言われて、黙っている理由はない。

「……〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉の仕事も、私のことも、嫌いなら嫌いで結構だけど、そこまで言われる筋合いはない。それともお偉えらい皇宮騎士様は、何を言っても許されるって？」

「本当のことを言ったまでです。享きよう楽らくに巻き込まれて漫まん然ぜんと戦うだけの人間など、生きていると言うに値あたいしない」

「それでも、生き延びなきゃならない」

　なんて勝手な男だろう。怒ど鳴なりつけてやりたい気持ちを堪こらえ、ルーナはなんとかそう言った。彼女とて、今まで自分が完全に誇らしい人生を送ってきたとは思っていない。〈剣ノ舞姫〉となったのも、心から熱望した結果などではなく、多分に成り行きだったのも確かだ。だが、そうして自力で生きてきたのだ。他人に侮ぶ蔑べつされる謂いわれはない。

「そりゃ皇宮騎士に比べたら、立派な仕事じゃないかもしれないさ。でも、立派じゃなきゃ生きてもいられないっていうのか？　私は私の務めを果たしてきた。私だけじゃない、闘とう技ぎ場で剣を取って舞まう娘むすめは皆みな、生きるために覚かく悟ごを決めてる」

　そうでなくて、危険な魔ま獣じゆうを相手に我が身を晒さらして戦えるはずがない。〈剣ノ舞姫〉たちは多かれ少なかれ、自分の生命を賭かけているのだ。その境きよう遇ぐうを哀あわれと思うかどうかは勝手だが、しかしその覚悟すら軽かろんじられるのは我が慢まんならない。

「務め？」

　しかし一方で、ベルダもまた態度を変えない。どころか、ますます酷こく薄はくな視線を向けてくる。

「大層なことを言いますね。観客を煽あおって、ちやほやされるばかりのことが『務め』とは」

「何を……」

「〈剣ノ舞姫〉は戦いなどしない。あなたたちの剣は戦いの剣ではない──弱った魔獣をいたぶり殺して、大衆に媚こびを売るだけのものだ」

　言うなり、彼は剣の柄つかに手をかける。少しの躊躇ためらいもなく鞘さやから抜ぬき放たれた剣に、ルーナはぎょっとして身を強こわ張ばらせた。この男は一体どういうつもりなのか。

「稽けい古こには相手が要いるでしょう」

　慣れた仕草で剣を構え、皇宮騎士は平然と告げる。

「僭せん越えつながら、私がお相手致いたしましょう。──生命を賭けると言うならば、このくらいのことはしてもらわなければ」

　何を言い返す暇ひまもない。次の瞬間、鋭い斬ざん撃げきに襲おそわれて、ルーナは慌ててそれを剣で受ける。伝わる衝しよう撃げきが、腕うで全体を軽く痺しびれさせるのに愕がく然ぜんとした。耳を劈つんざく、甲かん高だかい不快な音は聞き間ま違ちがえようがない。耳慣れた──鋼はがねの刃やいばが打ち合わされる音。

　──！　真しん剣けんだぞ!?

　日の光に煌きらめく鋼の色が、身体からだの芯しんを震ふるわせる。真剣を使って稽古をするというのは、少なくともルーナにとっては、あくまで一人のときに限ってのことだ。剣けん闘とう士したちの間で互たがいに稽古をするときも、大たい概がいは刃を潰つぶした練習用の剣を使うのが普ふ通つうである。刃に斬きりかかられる感覚に慣れるため、稀まれに真剣を使うこともあるが、よほど慣れて信しん頼らいできる相手でなければ、これ以上危険なことはない。

　正確に繰くり出される剣にはぶれがなく、ルーナは相対する皇宮騎き士しの腕の程ほどを察することができた。力に訴うつたえて圧あつ倒とうしてくるところは少しもないが、柔じゆう軟なんで変化の速い剣は、彼がその気になればいくらでもこちらを攻せめ立てることができるだろう。いい腕なのは間違いない、いざとなったら剣を止めることもできるだろう技量の主だが、しかし真剣で戦いたい相手かといえば断じて違う。呼吸の読めない相手との間では、何が起こるか解わからない。

　危険は互いに無視できない、しかし一方のベルダは、そんなことはまるで意に介かいしていないように見える。受け流した剣に、頰ほおを掠かすめる殺気を感じて、ルーナは慄りつ然ぜんとする。この男は、避さけようなどと考えていないのだ──自分が傷つくことも、彼女を傷つけることも。

「…………っ」

　頭の芯が震える。全身の血が凍こおりつくような、そのくせ身体中に何かが満ちていく感覚は馴な染じみのものだ。襲いかかる攻こう撃げきを避け、あるいは弾はじき返しながら、透とう徹てつしていく意識に身を委ゆだねる。考えるよりも速く、迷うよりも揺ゆるぎなく動くために、必要なのは思考ではない。既すでに退ひけないことははっきりしていた。迂う闊かつに手を緩ゆるめれば、今の均きん衡こうさえ崩くずれる。

　──なら、戦うしかない。

　耳元で鳴る鋼の悲鳴も、気にはならない。当たりさえしなければ、気にかける必要もない。打ちかかってくる剣を瞬きさえせず見つめながら、ルーナはただ一いつ瞬しゆんを狙ねらう。見つけられないわけがない──闘技場の中心に立つとき、その一瞬を見つけ出せなければ、今いま頃ごろ彼女は生きてはいられなかった。

　──今だ！

　一ひと際きわ高い音を立てて、二つの刀身が交差する。瞬しゆん間かん、腕にかかった衝撃はこれまでの比ではなく、ルーナは歯を食いしばって耐たえた。逆にますます力を込めて、相手に刃を押し付ける。

　剣けん戟げきの応おう酬しゆうは止まった。嚙かみ合った互いの刃は越ごしに、相手の顔が間近に見える。腕にかかる力は強い、男の力だ。腕から肩かた、背中に至るまで、痺れたような感覚が響くが、ここで剣を引くことはできない。押し返す力が足りなくなれば最後、このまま叩たたき斬られる。

「…………」

　だがふと、剣にかかる圧力が減じた。先に力を緩めたのは、相手の方だ。互いに見つめ合う視線の先で、ベルダは表情こそはっきりとは変えなかったが、しかしその瞳ひとみの色は、先刻までとは少し違った。慎しん重ちように、けれど速すみやかに相手の剣から力が抜けていくのを感じて、ルーナもまた緩やかに剣を引く。
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「……何を考えてるんですか」

　やがて、完全に剣を下ろして、ベルダは低く呟つぶやいた。さっきまで満ち満ちていたはずの敵意は既になく、その顔には当とう惑わくと呆あきれの気配が色いろ濃こい。

「女の腕で、鍔つば迫ぜり合いに持ち込もうなんて……勝てるわけがない」

「その一いち撃げきを防げなきゃ死ぬってときに、勝つとか負けるとかどうでもいいだろう。だからって、流血沙ざ汰たは嫌いやだし」

　闘技場で戦うとき、まず何より大事なことは勝つことではなく、死なないことだ。まず今を生き延びなければ、次の攻撃など考えていても無む駄だである。そうして積み重ねていった時間の果てに、もしかしたら拾えるかもしれない不確かなものを勝利というのだ。

　ただ、女の身で男の腕わん力りよくを相手にするなら、そうして時間を積み重ねることもできない。長引けば長引くほど力を削けずられる。もしここが闘技場であれば、多少の流血は覚悟しなければならなかっただろうが、今、その必要があるとも思えなかった。闘技場とは違う、誰だれに生死を強要されてもいないのなら、この剣の動きさえ止めれば終われるのではないか。

「あなたは……」

　そして勝利ではなく、膠こう着ちやくを狙ったルーナの意図は、相手にも伝わっていたらしい。剣を鞘に収めたベルダは、微び妙みような表情で彼女に向き直る。これまでずっと向けられていた冷たい眼差しはなくなったが、それだけに本人も、どういう顔をしていいか解らないでいるような気配を感じる。

「あなたは、〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉ではなかったのですか？」

　現在では、闘技場で行われる興行に先だって魔獣を相手に戦う娘のことと思われている〈剣ノ舞姫〉だが、その本分は戦いではなく剣けん舞ぶである。魔獣との戦いはあくまで剣舞の演出であるから、それほど凶きよう暴ぼうな魔獣を相手にはしない。魔獣を倒たおせるかどうかではなく、どのように倒すか、どれだけ観衆の心と熱ねつ狂きようを引きつけられるかが、〈剣ノ舞姫〉の腕の見せどころだ。たとえ危険を冒おかしても華はなやかであること、無駄でも華か麗れいな身のこなしが求められる。

　しかし、ルーナはそうした大方の娘と事情が違ちがう。

「私は、剣闘士上がりだから」

　舞まうためではない、生命を削るために覚えた剣だ。数年前、剣闘試合で女性を戦わせることが禁止されて以降、たまたま心得のあった舞で食い扶ぶ持ちを稼かせぐことになったのだ。禁令をくぐり抜けるように、興行で〈剣ノ舞姫〉を戦わせはじめたのも都合が良かった。剣と舞の両方ができる娘の数は限られていたから、闘技場での仕事に困ることはなかった。

「生命を切り売りして、金をもらってた。……どうせ、それも気に入らないんだろ」

　先刻のベルダの言葉を思い出し、ルーナは半ば諦あきらめ混じりに答える。大衆に媚を売って生きる者として〈剣ノ舞姫〉を嫌うのなら、剣闘士は尚なお更さらだろう。媚どころか、生命まで売る。腕のいい剣闘士には後こう援えん者が付き、興行の組を移い籍せきするだけでも多額の金で取引される。彼らは、そしてかつての彼女自身も、人ではなく徹てつ底ていして商品だった。誇ほこり高い皇宮騎士にとっては、軽けい蔑べつの念しか抱いだけないであろう存在。

　しかし彼女の諦てい観かんに、答えは返ってこなかった。ベルダは視線を背そむけると、そのまま口を閉とざしてしまう。思いがけない反応に、ルーナもまた戸と惑まどって黙だまった。てっきりまた何か、不ふ機き嫌げんな厭いやみでも頂ちよう戴だいするものと思っていたのだが。

　しばらくの間、庭園の片かた隅すみには居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが満ちた。ベルダは何も言わない。唇くちびるを引き結んだその横顔は、ここではないどこかを見つめているようにも見える。

「……そうですね」

　やがて、沈黙に耐えかねたルーナが口を開こうとする前に、彼はそう呟いた。ため息に似た、胸の内の何かを吐はき出すような響ひびき。

「私は、気に入らないんです。あなたのことが──あなたの属する、世界のことが」

　だが、それは明らかに独り言とは違う、確かな意志が宿る声だ。ベルダは再び彼女に向き直ると、その瞳を真っ直すぐに据すえる。

「あなたの剣に、軽けい率そつな発言をしたことは謝罪します。ですが、その他ほかの言葉については、取り消すつもりはありません」

「別にいい。期待はしてない。……壁かべの内側からは、そんな風に見えるんだろうから」

　むしろ、一部でも謝罪などという言葉が出てきたことが驚おどろきだ。思わず目を瞬またたいて、ルーナはまじまじと相手を見つめてしまう。このいつでもつんけんとして愛あい想そのない、偉えらそうな態度の皇宮騎士が、彼女を相手に口にする言葉とも思えない。

　しかし、驚くのはこれだけではなかった。当惑するルーナの答えに、ベルダは、違います、と続けたのだ。

「私も、皇宮の人間ではない。あなたと同じ、壁の外の人間です」

　皇宮を囲む城じよう壁へきを隔へだてれば、世界が違うと言っても過言ではない。皇宮に住むのは貴族たち、魔ま法ほうの『印』を持つ彼らは、その力の加護を受け、壁の外の人間が想像もできない安楽な生活を享きよう受じゆしている。きつい労働も、生命の危険も、飢うえることもない──そして皇宮騎士もまた、彼らの側の人間だ。その手に『印』を与あたえられ、選ばれて皇宮に迎むかえ入れられた。

　だが、ベルダにはそれ以前の過去がある。ルーナは、以前ロキシスに聞いた話を思い出した。貴族の子し弟ていが就つくことも多い皇宮騎士の職だが、ベルダは城の外、平民の出自なのだと。

「──父は〈狩かりゆ人うど〉でした」

　帝てい国こくの国境付近に現れる魔ま獣じゆうを、専門に捕とらえる者がいる。人に対して凶暴で、生態もよく解らない魔獣を生け捕どりにするのは恐おそろしく危険が伴ともなう仕事だが、その分報ほう酬しゆうもいい。大きな産業もない辺境のこと、男たちはこぞって〈狩人〉となり、そしてベルダの父親もその一人だった。

「幼い頃ころは、父をただ尊敬していました。恐ろしい魔獣に臆おくせず立ち向かう、勇ゆう敢かんな英えい雄ゆうだと。そして、私がそう思っている間に、父は死にました」

　魔獣と戦い、生命を落とした。当然、家族は皆みな悲しんだが、しかしそれは決して悲劇ではなかったのだとベルダは言った。幼い彼にとって、それは英雄の死であったからだ。立派な父親は、強大な敵に果か敢かんに挑いどんで死んだのだ。抗あらがえない運命の結果。誰のせいでも、何を恥はじることもない。

　けれど、やがて彼は知ってしまう。

「父が亡なくなって、一家で仕事を求めて帝てい都とへやってきました。そこで、私ははじめて知ったのです。魔獣がなんのために必要とされているのかを」

　闘とう技ぎ場に押し寄せる、数えきれないほどの人。大声で喚わめき、拳こぶしを振ふり上げ、彼らはただ切望するのだ。闘技場の中心で、異形の化物が無残に殺されることを。多くの血も多くの死も、ここでは冷れい酷こくな娯ご楽らくに過ぎない。

「なんのために、父が死んだのかも解わかりました。なんのことはない、彼は使い捨てられただけだった……彼の捕らえた魔獣が、闘技場で辿たどる道と同じように」

「…………」

「──愚おろかだ」

　言い切る口調に、躊ちゆう躇ちよはなかった。その断固とした声こわ音ねにはっとするルーナの前で、ベルダは眉まゆ一つ動かさない。その顔からは、彼の内心は窺うかがい知れなかった──実の父親のことを語るには、あまりにもそぐわない表情。

「そしてそれが、愚か者の辿る唯ゆい一いつの運命です。搾さく取しゆされ、消費され、それに気付かない人間は、いずれ滅ほろびるしかない。……そういう意味では、父は相応ふさわしい死に方をした」

「ベルダ」

　ルーナは思わず声を上げる。咎とがめる彼女の眼まな差ざしにも、しかしベルダはたじろがなかった。どころか逆に、彼女を正面から見つめてくる。

「そして、それはあなたも同じです」

「何が……」

「あなたが、享きよう楽らくの側に立つ人間でないことは解りました。ですが、その中で操あやつられる人形であったことに変わりはない。私は、愚かな者が気に入らない──〈剣ノ舞姫〉に未練がましくしがみつくというのなら、あなたも」

「違う」

　今度は声に出せた。ルーナは顔を上げて、相手を見つめる。彼の言葉は正しくないと、はっきりと解った。〈剣ノ舞姫〉に戻もどりたいなどと、考えてはいない。

「では何故なぜ今いま更さら、剣など振っているのですか。もうあなたに、そんなことをする必要はないはずなのに」

　けれどそう訊きかれると、答えに詰つまる。戻りたいとは思わない──しかしこうして剣を取ることに固こ執しゆうしている自分に、ルーナも薄うす々うす気付いている。身体からだを動かしたいだけなら、なんでも良かったはずだ。敢あえて剣を、戦うための真しん剣けんを望んだのは。

「……弱くなるのは、嫌いやなんだ」

　嫌というよりも、怖こわい。ほとんど無意識に刷り込まれた恐きよう怖ふだけが、今も彼女を動かしている。弱くなったら、次は死ぬ。死にたくないから、生きてきた。

「解ってる、もうそんなことは意味がないんだって。〈剣ノ舞姫〉に、戻ろうとも思わない。でも、それなら……どうしたらいいんだ」

　ずっと、ルーナにとって生きるということは、明日の死を回かい避ひすることと同義だった。いつ降りかかるか解らない、常に彼女の身近にあったはずの運命は、しかし今は消えてしまった。皇宮から出られないことを除けば、何一つ不自由もない。食べるにも困らない、まして迫せまり来る白はく刃じんを防ぐことなど有り得ない。生命の危険のない──かつて死にたくなかった彼女が望んでいたはずの生活。

　けれど、こうしていざあの場所を離はなれてみると、今度は途と方ほうに暮れるしかない。〈剣ノ舞姫〉に戻りたいのかというベルダの問いに、うまく答えられない理由に、ルーナはようやく気がついた。〈剣ノ舞姫〉ではなくなった彼女は、では一体何になったのか。

　死にたくないばかりに生きてきた。けれど──死ななくなったら、何のために生きればいいのだろう。

「私には、これしか残っていない。他に、することがないんだ」

　手にした剣を弄もてあそぶ。この剣に感じる恐怖さえ失ったら、自分がどうなるのか想像もつかない。剣を忘れ、死も遠く、無限に続く安あん穏のんとした日々──しかしそれを、生きているというのだろうか。

　やがてルーナはため息をついて、剣を鞘さやに収める。剣を振りたいと思う気持ちは、今は消えていた。いくら斬きっても斬ることができない、未来という名の敵に対して、彼女はあまりにも無力なままだ。

「……帰る。そっちも、自分の仕事に戻ったらいい」

「──ルーナ」

　しかしそう言って立ち去りかけた瞬しゆん間かん、呼び止められる。ルーナは驚いて足を止めた。思えばこれまで、ベルダにはっきりと名を呼ばれたことがあっただろうか。

　驚く彼女に対して、ベルダはあくまで冷静だった。その瞳ひとみには軽蔑も、嫌けん悪おもない。ただ真っ直ぐに彼女を見つめる視線は、胸の内を貫つらぬくほどに鋭するどい。すべてを見み透すかすような目は、しかし同時に、別の何かを見ているようにも見えた。

「あなたには、もう剣は必要ない。しかしそれでも剣を持ちたいのなら、それは今までとは別の理由であるべきです。──父と同じ生き方を、するべきではない」

　ルーナは返事をしなかった。過去には戻れない、戻りたいとも思わない──しかし彼女の立つ今が、踏ふみ出すべき道の行ゆく方えを知る術すべが、重ねてきた過去の上にしか見み出いだせないことも、また確かだった。
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　フォーセガルド帝てい国こくの中心、帝都グラシリアにある皇こう帝ていの居城は、おそらく大陸の他ほかのどこにも類を見ない建造物であろう。第一に、その広大さ。常に数万もの人間が住まい、日々の生活を送る城じよう壁へきの内側は、それだけで一つの街を成す規模だ。

　しかしこの皇宮を、他と決定的に違ちがえているのはやはり構造である。外観からして、その異様さは明らかだ。高さも形もまちまちの無数の塔とうが鎬しのぎを削けずって天へと伸のび、幾いく重えにも張り巡めぐらされた回かい廊ろうが、それらすべてに絡からまるように纏まとわりついている。晴れた日には白い光に燦さん然ぜんと輝かがやき、今なお膨ぼう張ちようを続ける皇宮は、帝都の上に浮うかぶ船のようでもあり、無数の人々の人生を包み込む繭まゆのようでもある。

　絢けん爛らんにして奇き怪かいな皇宮に足を踏み入れれば、そこは更さらなる別世界だ。六百年前、帝国の建国当初から現在までの様式が、すべて集約された場所。建国以来、歴代の皇帝が一度たりともこの地を動かなかった歴史のなせる業わざである。伝統が他に真ま似ねできない、独自の造形を生み出している……と人は言うが、ルーナには別の意見がある。──こういうのは、しっちゃかめっちゃかと言うのではないか。

「古い部分を礎いしずえにして、上に新しい時代の宮きゆう殿でんを築く。人もまた古い宮殿を捨て、新しく上へ上へと移り住む」

　こうして建物は塔となり、使われる階層が通路で繫つながれていった結果が現在の姿だ。もうすっかり慣れた研究所との往復の途と上じようで、ベルダはそう教えてくれた。皇宮騎き士しである彼は、この建物のすべてを知ち悉しつしているのかと、ルーナは素す直なおに感心しかけたが、

「まさか。皇宮騎士の職務範はん囲いは、現行使われている階層だけです。それでさえ、すべてを細部まで把は握あくするのに数年はかかるのに」

　なんでも、皇宮は大まかにいくつかの区画に分けられており、騎士に叙じよされた者はまず、それら各区画に一通り配属されるのだという。一所で仕事をし、慣れたら次の場所へ、という風に転属させられるが、そうして最初の区画に戻った頃ころには新たな増築がなされているという有様で、とてもではないが遺い棄きされた部分にまでは目が行き届かない。

「同じ区画に居続ける衛兵などには、詳くわしい者もあるでしょうが、彼らも暇ひまではないので、基本的に人のいない場所には近付きません」

「いいのか、それ。随ずい分ぶん手て抜ぬきな警備だな」

「確実に人のいる区画を守るのが最優先です。荒こう野やで隊商を護衛するようなものだ」

　隊商を狙ねらう賊ぞくが潜ひそんでいるかもしれないからといって、広大な荒野を限られた人数で虱しらみ潰つぶしに捜そう索さくするのは、現実的ではない手段だ。ベルダの譬たとえに、ルーナはなるほどと納なつ得とくしたが、同時に呆あきれ返りもした。城の内部なのに荒こう野や扱あつかいとは。

「ですから、あなたも気をつけてください」

　口調こそは丁てい寧ねいだが、しかしさして興味もなさそうな声でベルダは言った。

「？　賊でも忍しのび込んでるかもってこと？」

「遺棄された区画に迷い込んだ場合、助けはないものと思ってください。古い階層のすべてを知る者はいません。毎年、警備の者が何人か行方不明になりますが、中には帰ってこないままの者もあります」

「…………」

　想定外の返答に、ルーナは思わず絶句した。つまり、屋内で遭そう難なんするのか。ベルダの、いかにもたいしたことではなさそうな口調も怖い。〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉であった頃、皇宮に住む貴族の屋や敷しきに呼ばれるときは必ず案内人がついていたものだが、あれは随分と重要な仕事であったらしい。

　──まあ……迷い込むとろくなことにならないのは、知ってる。

　こうして実情を聞かされると、改めてぞっとする。知らないとは恐おそろしいもので、かつてルーナは案内もなく、勘かんで皇宮内を彷徨さまよったことがあるのだ。偶ぐう然ぜん入り込んでしまった屋敷の庭園であの男に出会ってしまったことを、ずっと災難だと思っていたが、もしかしたら案外幸運だったのかもしれない。……災難は災難のままあり続けるとしてもだ。

　──最近は、ちょっと大人しいけど。

　ルーナの出会ってしまった災難であるところの、フォーセガルド帝国皇帝イシュトヴァルドは、ここ数日顔を見せなかった。……身分の上では平民である彼女に対して、皇帝が「顔を見せない」と言うのも変な話なのだが、事実だからして仕方がない。これまでは頼たのみもしないのに、イシュトは一方的に彼女の前に現れては、益やく体たいもないことをつらつらと並べ立てるのを日課にしていたものだ。

　だが逆に言えば、彼の方でやってこない限り、ルーナが彼に会うことはできない。この巨きよ大だいな皇宮の中心、最さい奥おうにある皇帝の住まいには、ごく限られた人間しか出入りできないと聞いている。イシュト本人が出てくれば入れてくれそうな気もしなくはないが、仮にも皇帝が自らいちいち来客を確かく認にんするわけではないだろう。ルーナが訪ねても、召めし使つかいか何かに門もん前ぜん払ばらいされるのが関の山だ。

　身分というものはそういうものだと知ってはいるが、それにしても理り不ふ尽じんな話だ。向こうはいつでも自分の好きなときに現れて、気き紛まぐれに去っていくというのに、こちらからは顔を見に行くことさえできないとは。

　──……いや別に、会いたいわけじゃないけど。

　むしろ清々しているのだ、とルーナは胸中で呟つぶやいた。あの男の戯たわ言ごとに、逐ちく一いち突つっ込むのは結構疲つかれる。だからと言って無視すると、イシュトは勝手に承認と看み做なして、ますます鬱うつ陶とうしくつきまとってくる。彼の出現を防ぐ手立てがない以上、向こうの方で顔を出す気がないのなら、それは歓かん迎げいすべきことだ。

　それに、何故なぜ彼が姿を見せないのか、おおよその見当はついている。

「……気をつける。でもそうすると、外からたくさん人が来ると大変だな。特に、お偉えらいさんだと」

　今みたいに、とルーナが言うと、ベルダは僅わずかに顔をしかめた。何故それを彼女が知っているのかと思っているのだろう。

「ロキから聞いた。外国から、使節が来るとか」

　いつもそれなりに忙いそがしそうな家主ではあるが、ここ最近はとりわけそうだ。それに、屋敷の外と最低限の接せつ触しよくしか持たない彼女にも感じられる、皇宮全体を覆おおう浮うき足立った雰ふん囲い気き。そして、ついに毎日顔を合わせていたイシュトの姿が見えなくなれば、さすがに何かあるのかと訊ききたくもなる。

　おまえには関係ない、と撥はねつけられるかもしれないとも思っていたが、意外にもロキシスは簡単に教えてくれた。なんでも、東の隣りん国ごくエフレーンから、はるばる帝てい都とへ友好の使者がやってくるという。なるほどこの雰囲気はそのためかと、その部分は納得したルーナだが、その後に続いた彼の言葉は気に入らなかった。……「だからしばらくイシュトは借りる。寂さびしがるなよ」とはどういう料りよう簡けんか。寂しくないし要いらない。むしろ持っていってほしい。

　しかしイシュトを持っていったとして、あの男は外国の使者などを相手に、ちゃんと『皇帝』らしくやれるのだろうか。日ひ頃ごろの態度を見る限り、想像もつかない。というか、不安しか感じない……。

　ともあれ、そういう次し第だいで皇宮に警備すべき人々が増えるのは、皇宮騎士にとっても負担だろう。何気ない世間話のつもりでルーナはそう言ったが、しかし次の瞬しゆん間かん、思いがけない気配を感じて息を吞のむ。慌あわててその場を飛び退のいたルーナに、彼女の襟えり首くびを摑つかみ損そこなったベルダは、露ろ骨こつに舌打ちをした。

「……逃にげ足の速い」

「いきなり何する気だ！」

「あの方に、不敬の言を為なす者を見過ごしてはおけません」

「不敬……？　あ！　えっと宰さい相しよう閣下か。って、本人がいいって言ったのに！」

　彼女に名前で呼べと言ったのは、ロキシス自身だ。もしこの場に本人がいれば多少物言いたげな顔をしたであろう主張を堂々として、ルーナは相手を睨にらむ。こんなことでいちいち突つっかかられていてはきりがない。ベルダもまた胡う散さん臭くさそうに睨み返してきたが、しかし彼女が少しも後ろ暗い態度を見せないのを見ると、渋しぶ々しぶという様子で尋たずねた。

「……本当に、あの方がお許しになったのですか」

「文句があるなら本人に訊いてみて。……ベルダは本当、ロキのこと好きだな」

　既すでに何度か、同じようなやりとりを繰くり返している。忠誠心に厚いのも結構なことだが、それにしても融ゆう通ずうが利きかない。呆れたルーナが揶や揄ゆする口調でそう言うと、当たり前です、と生き真面目まじめな答えが返ってきた。

「この皇宮で、あの方にお仕えできたことが私の名めい誉よです。ロキシス殿でん下かは──私の理想を叶かなえてくださる方だ」

「殿下？」

　突とつ然ぜん、聞き慣れない敬けい称しようが出てきて、ルーナは思わず訊き返してしまった。彼女にあれほど煩うるさく言っておきながら、自分だって間ま違ちがっている──いや、皇宮騎士たる者が、仕える相手に対する呼びかけを誤ったりするだろうか。

　皇宮の中の決まり事は、ルーナにはよく解わからない。しかしそんな彼女だって、文字通りの言葉の意味くらいは解る──『殿下』とは、皇族の名につく尊そん称しようのはずだ。

「……知らないのですか？」

　一方で、ベルダも意外な顔をして彼女を見返した。どうやら問い返されるとは思っていなかったらしい。何を、とルーナが問うと、珍めずらしく口ごもるような様子を見せたが、結局は教えてくれた。皇宮で知らぬ者はない事実を。

「ロキシス殿下は、先帝の御み子こです。ただ一人の、皇子殿下であらせられる」

「お……皇子様？」

　そんな話ははじめて聞いた。ルーナは驚おどろいて目を丸くする。と同時に、どこかで少し納得もした。彼の働きぶりがいかに優すぐれていようと、あの若さで他ほかの人間を抑えて帝てい国こくの宰相位にあるからには、よほどいい家いえ柄がらの出なのかと思っていたのだ。なるほど皇族なら、若さに似合わぬ地位も頷うなずける……。

　──あれ？

　いや、頷けない。先帝の御子、ただ一人の皇子──だとしたら、彼の就つくべき地位は。

「え、じゃあなんでロキが宰相なんだ？　イシュトは……」

　玉座を継つぐのは王の息むす子こ、どこの国でも変わらない、それが不変の法則のはずだ。この帝国もそうして代を重ねているものと、ルーナは今まで当たり前に思っていた。

　だが、それはひどく微び妙みような気配を孕はらんだ問いでもある。何気なく口にしようとして、しかしなんとはなしに途と中ちゆうで言葉を切った彼女に、ベルダは鋭するどい一いち瞥べつをくれると、抑おさえた声で呟いた。

「……あの方には、今のこの国の皇こう帝ていたる資格がおありにならなかった」

「資格って？」

「つまらないことです」

　断たち切るようにきっぱりと言って、ベルダは僅かに歩みを速める。ルーナは続く言葉を待ったが、しかしそれ以上の声は聞こえなかった。どうやらこの話題は、ここでお終しまいということらしい。察して、ルーナもまた問うのを止やめる。気にならなくはなかったが、しかし彼女が迂う闊かつに耳にしていい話でもなさそうだということも解っていた。

　ここは皇宮だ。彼女が育った場所とは違ちがう、ほんの偶然から紛まぎれ込んでしまった世界。うっかり忘れてしまいそうなときもあるが、本当は誰だれも彼も、本来ならまともに口を利くことさえできない人々ばかりだ。身の処し方さえ解らないのに、たとえ何を聞いたとしても、できることなどありはしない……。

「──ルーナ」

　不意に声をかけられて、ルーナは我に返った。気付けば、ベルダは通路の随ずい分ぶん先に進んでしまっている。

「あ、ああごめん。なんでもない」

「考え事なら、お屋や敷しきに戻もどってからいくらでもご自由に」

　要は、自分を待たせるなと言っているのだ。そう告げて再び歩きはじめるベルダを、ルーナは急いで追いかけた。一方的な物言いについては、ちょっと肩かたを竦すくめるだけでやり過ごすに留とどめる。──立ち止まって振ふり返ってくれただけでも、当初に比べれば、格段に親切というものだ。

　護衛という名の監かん視し役として行動をともにするようになってから、ベルダは常に彼女を嫌きらっていた。面と向かって言われたことはないが、敵意を向けられれば解る。口を開けば刺とげ々とげしく、ろくに会話にもならなかった。

　ただ、ずっとその理由が解らなかった。言葉を交かわす前から、憎ぞう悪おにも似た嫌けん悪おを買うなんて有り得るだろうか。不快よりは困こん惑わくから、彼の態度を気にかけていたルーナだが、今では少し、その理由が解ったように思う。

　──あなたは、〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉ではなかったのですか？

　あの日、庭園の片かた隅すみで思いがけず剣を交えた後、ベルダはぽつりとそう尋ねてきた。おそらく彼にとっては、〈剣ノ舞姫〉は仇かたきのようなものだったのだろう。闘とう技ぎ場は魔ま獣じゆうの生命を浪ろう費ひし、そうして使い捨てられる魔獣のために、彼の父は生命を落とした。それを望んだのは観客、その欲よく望ぼうを煽あおるのは〈剣ノ舞姫〉──見た目には華はなやかな場所に立って、人の注目を浴びる彼女たちは、彼の目には諸悪の根源のように見えたに違いない。

　実際は違う。観衆の欲望に迫せまられて、生命を削けずるのは彼女とて同じだった。そしてそのことはベルダにも伝わったのだろう、彼の態度はあの日を境に少し変化した。今でも無ぶ愛あい想そうには違いないが、それでも話しかければちゃんと答えるし、ときには向こうから話しかけてきさえする。ごく当たり前の会話──当たり前の会話をする相手と、彼女を看み做なしたらしい。

「たった今、気をつけなさいとお話ししたばかりです。もう私とはぐれて、未み来らい永えい劫ごう光も差さない朽くち果てた遺い跡せきを彷徨さまよいたいんですか」

「止めてよ本当に怖こわくなるから。でも、ここはまだ大だい丈じよう夫ぶなんだろう？」

　等とう間かん隔かくに取り付けられた燭しよく台だいに、昼夜を問わず燃える魔ま法ほうの炎ほのおが通路を照らす。時折すれ違う人もいる、れっきとした現在の皇宮だ。もしはぐれたら、誰か通りがかりでも捕つかまえて訊くとルーナが言うと、ベルダは嫌いやそうに顔をしかめた。

「あなたみたいなのが、一番面めん倒どう事を起こす。その考えは危険です。それでもし、誰とも出会わなかったらどうするんですか」

「誰かいるだろう。ここ、数えきれないほど人がいるって、さっき言ってたじゃないか」

「それでも手て薄うすなときはあります。──たとえば」

　ベルダは通路の壁かべに目をやると、つかつかとそちらへ向かっていった。落ち着いた白色の滑なめらかな石いし壁かべには、ところどころ紋もん様ようが刻まれているところがある。『印』を持つ者だけが利用できる、魔法の術式だ。彼が『印』を持つ手で触ふれると、術式は光を放ち、壁に何かを描えがき出す。無機質な線で構成された図形に説明はなかったが、しかしそれが何を表しているかは、ルーナにもすぐに解った。

「これ何……あ、地図？」

　ちょうど今、彼女たちが立っている場所を中心として、周囲の通路と建物の構造が一目で見て取れる。皇宮に住む貴族たちにだけ利用できる、案内板のようなものらしい。自分が住んでいる場所を少しでも離はなれれば、案内板が必要となるという事態はともかく、これは便利そうだ。

「ていうかずるい、『印』がないと使えないなんて！　これ普ふ通つうに、看板にでもして立てておいてくれればいいのに」

「皇宮の構造は機密事じ項こうですから、濫みだりに晒さらすことはできません」

「機密っていうか、本当はよく把は握あくできてないだけじゃなかった？」

「今ここが、私たちのいる場所です」

　ルーナの言葉はあっさり無視し、ベルダは地図上に光る一点を指した。そして、その指を別の場所へと動かす。ここから少し離れた、別の建物。

「あそこには、皇宮の大広間の一つがあります──近々、エフレーンの大使を迎むかえて、舞ぶ踏とう会が催もよおされる場所」

「舞踏会？」

「皇宮の人間は、皆みなこぞって参加するでしょう。貴族の方々は、退たい屈くつしのぎに目がありませんから。彼らの召めし使つかいも当然に従う。それだけならまだいいが、城の外から雇やとい入れた者が大勢やってくる。詩人だとか楽団だとか踊おどり子だとか……」

　ベルダは心底うんざりしたようにため息をつくと、軽く頭を振って言葉を切った。解りましたか、と彼女に向き直る。

「たとえばそんな折に、あなたに構っている暇ひまのある人間はいないということです。くれぐれも、安易な考えで動かないように」

「…………」

　ベルダの注意を、ルーナは聞いていなかった。聞いてはいたが、別のことに気を取られていたのだ。光の地図を、じっと見つめる。

　──城の外から雇い入れた者が大勢……。

　かつて、ルーナ自身もそうして皇宮を訪おとずれたことがある。外国の大使絡がらみのような公おおやけのものではないが、貴族が主しゆ催さいする会は毎日のように行われていて、外からの人手を必要とするような大規模なものも少なくない。舞踏会のはじまりを告げるために、あるいは自分で踊るのを好まぬ招待客の余興のために、外から踊り子が呼ばれるのだ。

　きっと、今度の舞踏会もそうだろう。大勢の人間が、城の外からやってくる──中には、知った顔もあるかもしれない。

　──あれから、どうしてるだろう。

　もう、彼女には関係のないこと。今いま更さら何を知ったところで、できることなど何もない。けれど、忘れてしまうことはできなかった。

　──イェーガ。

　彼女に剣を教え、その生命を救い、けれど最後に売り渡わたした男。客観的に考えれば憎にくみたくなるはずの彼を、しかし憎んでいるかどうかルーナにはよく解わからなかったし、実際のところ解りたいとも思わない。彼が彼女にしたこと、してくれたことのすべてを知っている。それだけで十分だ。

　けれどそうは思うのに、一方では気になって仕方がない。彼女の手を放した後、彼はどうしたのだろう。彼だけではない、他ほかの皆も──かつて彼女がいたはずの場所は、彼女がいなくなった今でも、変わらずそこにあるだろうか。

「ベルダ」

　ルーナは傍かたわらに立つ皇宮騎き士しを見上げた。説教に反応を見せない彼女に、更さらに何か言いかけていた彼を遮さえぎって尋たずねる。

「いつだって？」

「は？」

「この舞踏会。いつあるんだ？」

「……あなたには、関係のない話です」

　光の地図を壁から消して、ベルダはむっつりと答えた。彼としては、単なるたとえ話のつもりだったに違ちがいないが、一度聞いてしまったからにはもう、聞かなかったことにはできない。

「私も行きたいんだ」

「馬ば鹿かなことを。どういう催しかは、今説明したでしょう。あなたが貴族の令れい嬢じようでもなければ、そんなことは……」

「招待されたいなんて言ってない。舞まい手てを雇うんだろう」

　街から人を雇い入れるなら、彼女が応おう募ぼする余地もあるはずだ。誰に申し出ればいいのかと更に畳たたみかけると、ベルダは困惑と鬱うつ陶とうしいが半々くらいの表情になって答える。

「何を考えてるんですか。できるわけないでしょう」

「失礼だな。舞を競きそって、私が採用されないとでも」

「あなたにそんなことを許すよう、命令を受けてはおりません」

　現在確かく認にんされている唯ゆい一いつの『精せい霊れいの民たみ』であるルーナの存在を隠かくしておくこと、万一にも何者かに利用されることを防ぐことが、ベルダに与あたえられた任務である。彼女の言葉を断固として一いつ蹴しゆうする彼の口調に不ふ穏おんなものさえ感じ取り、ルーナはとりあえずそれ以上言うのは止やめた。彼女がここでいくら何を言おうと、彼が聞き入れることはない。皇宮騎士たるベルダの忠誠は、帝てい国こくと皇こう帝てい──あるいはその代理人に捧ささげられていて、その命令の前には彼女の意志など、物の数にも入らないのだ。

　だが、それで諦あきらめるわけではもちろんない。

　──なら、『命令』があればいいんだな。

「さあ、行きましょう。ぼんやりしないでついてきてください。あなたを捜さがして壁の裏を這はい回るような真ま似ねをするのは、絶対にごめんです」

　相変わらず、注意に厭いやみを混ぜることは忘れず、ベルダはそれきり話を切り上げるように言った。再び、屋や敷しきへ向かって歩きはじめる。表面上は大人しく従いながら、しかし彼の言葉はまるで聞き流しつつ、ルーナはこれからのことに考えを巡めぐらせた。
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「というわけで、私も参加させてくれ」

「……何だと？」

　その夜、屋敷に戻もどって早々に居い候そうろうに捕つかまった宰さい相しよう閣下は、突とつ然ぜんのことに眉まゆを顰ひそめて訊きき返してきた。だから、とルーナは再度繰くり返す。

「今度、皇宮で舞踏会をやるんだろう。舞手が必要だろうから、手伝ってやる」

「なんで上から目線で言ってくるのか、いまいちよく解らんが……」

　呆あきれたように呟つぶやくロキシスに、ルーナもまたむっとする。上から目線とは心外だ、単に売り込みをかけているだけなのに。

「街から舞手を雇うんだろう。どういう基準で選んでいるか知らないが、中にはとんでもないのもいるぞ。それよりも、私を使え。身元は知ってるだろうし、腕うでもそこそこは保証する」

　同業者を悪くは言いたくないが、街で踊り子と名乗っている女たちには、実に様々な種類がある。舞の道を極きわめて、芸を売って身を立てる者から、踊り子とは名ばかり、売るのは本人の美び貌ぼうと身体からだという者まで千せん差さ万ばん別べつだ。誰だれがどうやって稼かせごうと勝手、どうこう文句をつけるつもりはないが、しかし単純に舞の技量という点で、後者の娘むすめたちが大きく見み劣おとりするのは致いたし方ない。しかもそういう娘ほど、皇宮の舞踏会などという話が大好きなのだ。彼女たちは舞を売るのではなく、裕ゆう福ふくな男を捕まえて生計を立てているのだから、獲え物ものが多い狩かり場を望むのはごく当たり前のことと言える。
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　ただの貴族の宴うたげなら、むしろそうした娘たちを揃そろえて楽しむ趣しゆ向こうもあるだろうが、しかし今回の会はそうしたものではないだろう。外国の大使を招いて、公に催される舞踏会であれば、求められるのは人目に恥はずかしくない舞を披ひ露ろうできる者のはずだ。

「……そんなことを、どこで聞いてきた？」

「どこでもいいだろう。皇宮中の人間が、皆知ってる」

　鋭するどい視線に探さぐられる気配を感じて、ルーナは咄とつ嗟さにそう答えた。ベルダの名を出さなかったのは、このことでロキシスが彼を叱しつ責せきするようなことになってはまずいと思ったからだ。何気ない世間話が原因で、敬愛する宰相閣下の信を失ったと思えば、ベルダはさぞ悔くやむだろう……そして、再び彼女に対する態度が刺とげ々とげしくなるのは間ま違ちがいない。回り回って自分に返ってくる。

「とにかく、私もやる。選考があるなら受けるから」

　正直なところ、舞手としてのルーナの才はそれほど突とつ出しゆつしてはいない。〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉である彼女は、闘とう技ぎ場に詰つめかけた観衆の注意を一身に集めていたが、純じゆん粋すいに舞だけで同じことができるかといえば難しい。色気がない、とよく言われる。容姿の問題ではない、見る者の心を手た繰ぐり寄せて搦からめ捕るのではなく、ばっさり斬きり落とすような辛しん抱ぼうのなさが敗因であるらしい。

　そうした才能の欠落は自覚しているが、しかしそれはあくまで芸の高みから自分の適性を評価した場合のことだ。舞手としての腕が劣おとっているとは思わない。一人舞ぶ台たいに上げられるのはともかく、舞踏会に花を添そえる余興なら、十分に務められるはずだ。

「駄だ目めだ」

　だが、いくらルーナがそう主張しても、ロキシスはにべもなく一蹴するだけだった。どころか呆れ返った表情を隠しもせず、しげしげと彼女を見下ろしてくる。

「なんのためにおまえをここに置いてやっているか、忘れたのか？　迂う闊かつな人間を接せつ触しよくさせないためだ。また利用されるのは、本意ではないだろう──お互たがいに」

　また、を強調してくる辺り、確実に彼は計算している。自分の言葉が彼女にどういう影えい響きようを及およぼすか、解った上で言っているのだ。そう悟さとって、ルーナは胸の内に感情を押し殺した。さすがに帝国の宰相と言うべきか、この男は随ずい分ぶんと策士だ──まるで『利用される』のは、彼女に責任があるかのような口くち振ぶりをする。軽い罪悪感と、『お互いに』の一言が、見えない力で心を縛しばる。

　だが、彼の答え自体は、薄うす々うす予想がついていたものだ。ルーナは相手を見返すと、諦めずに更に言う。

「利用なんかされるつもりはないし、あなたたちに都合の悪い計画に肩かた入いれしたりもしない。信じて……って言っても無む駄だなことは解わかってるから、そっちのやり方で確かめてもらっていい。──ベルダを付いてこさせていいから」

　彼女の監かん視しでも、他の人間に対する牽けん制せいでも、好きなようにやればいい。ルーナの方からのこの提案は予想していなかったらしく、ロキシスははじめて意外そうな表情を見せた。彼女がこれまで、付けられた皇宮騎士の存在を鬱陶しがっていたことを知っているのだから当然だ。

「どういう風の吹ふき回しだ？　おまえがベルダを側に置きたがるとは」

「事実と違う言い回しは止やめてくれ。置きたがってるのはそっち」

「何が目当てだ？」

「心配しなくても、法外な報ほう酬しゆうを請せい求きゆうしたりはしない。他の娘たちと、同じくらいもらえればいいから」

　しかしその答えでは、ロキシスは満足しなかったらしい。それ以上は問わず、しかし明らかに不信の眼まな差ざしを向けてくる。ルーナは観念したように肩を竦すくめてみせた。まるで今から話すことが、真実であるかのように。

「……仕事がしたいんだ。このまま居候のままじゃ、様にならない」

　本当の理由は違う。街の知り合いを見つけて、今の様子を聞き出すこと──しかし偽いつわりのはずの動機を口にして、ルーナは妙みように胸がざわつくのを感じる。言い訳のつもりで口にした言葉が、しかし全くの噓うそでもないと気付いた。

　元々、憧あこがれてはじめた仕事でもない。〈剣ノ舞姫〉は天職だと思っていたが、それは楽しいからではなく、彼女の持てる技能を生かして稼げる商売だったからだ。どうしてもこれでなければと、思ったことはなかった。仕事だから手を抜ぬいたりしたつもりはないけれど、人が彼女の舞を見てああだこうだと勝手に言うのを、どこか冷めた目で見ていたのも事実だ。

　けれど今、思い返したその日々に、どうしようもなく心が揺ゆれる。〈剣ノ舞姫〉に、未練があるというのとは少し違ちがう。〈剣ノ舞姫〉でも、舞ぶ踏とう会の余興に過ぎない踊おどり子の一人でもなんでもいい。ただ──。

「……仕事というなら、このままここで大人しくしていてくれる方が、よほどありがたいんだがな」

　しかし彼女がその答えを見つける前に、低い声が思考を遮さえぎった。はっと視線を上げたルーナに、ロキシスは冷たく告げる。

「おまえは必要ない。勝手な真似はするな。──余計なことをするようなら、今度こそ容よう赦しやはしない」

「どういう意味だ？　そっちこそ勝手な……」

「勘かん違ちがいするな」

　抗こう弁べんしかけるルーナの声を、威い圧あつ的な響ひびきが遮る。目の前のロキシスは、これまでとは違う表情をしていた。思わず威い儀ぎを正したくなるほどに鋭い瞳ひとみが、無感動に彼女に据すえられる。まるで値ね踏ぶみするような眼差しだ──役に立たないと判断したなら、即そく座ざに切り捨てて躊躇ためらわない。

「今、おまえをこの屋敷に置いて、ある程度自由を許しているのは、別に俺の義務じゃない。単なる温情だ。こちらの都合の範はん囲いなら、何をやっても見み逃のがしてやる──だがそうでなければ、おまえを生かしておく意味はない」

　はじめて会ったときと同じだ。気け圧おされそうになる内心を抑おさえて、彼を睨にらみ返しながら、ルーナはふと思い出した。引き連れた皇宮騎き士しに彼女を取り押さえさせ、問答無用で自由を奪うばおうとした、あのときと同じ。彼にとって、それは何ら恥じるところのない使命なのだ。この国に害であると判断すれば、取り除くまでのこと。

「忘れるな。おまえはこの国の礎いしずえを揺るがす災さい厄やくの種だ。本物の災厄になりたくなければ、全すべてをこの国に捧ささげるしかない。過去も、未来も──全てだ」

　低い声は、しかしはっきりとした重さを伴ともなって耳に響く。表情一つ変えず、ロキシスは言った。叱しかるように、諭さとすように──言い聞かせるように。

「……おまえがここにいることを、負い目に感じる必要はない。それが、おまえがこの国に対して果たすべき役目だ。そして義務を果たすなら、相応の保護を与あたえるのが俺の務めだ」

「…………」

「おまえはおまえの務めを果たせ。過去は、既すでにおまえのものではない。──おまえが〈剣ノ舞姫〉に戻ることは、二度とない」

　それは許されることではない。彼女の人生は、もう彼女のものではない。言われて、ルーナは拳こぶしを握にぎった。一方的な言い草に、しかし反論できなかったのは、彼女自身、そうできるほどの確信を抱いだいていないからだ。

　──何のために。

　こうしてここにいるのだろう。過去は戻もどらない──今いま更さら何も変えられないと、解っているのに。

「もう行け」

　冷たく言い捨てる声が、会話の終しゆう了りようを宣言する。邪じや魔まをするなとばかりに手を振ふって、ロキシスは彼女を追い払はらう。苛いら立だたしいが、返す言葉もないままに、ルーナは憤ふん然ぜんと踵きびすを返すと、乱暴な足取りでその場を去った。
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　久しぶりに取り出した荷物入れの中に、それらは今も眠ねむっていた。与えられた部屋にある、作りつけの衣い装しよう棚だなの隅すみにある編み籠かご。しなやかな白木で作られた特とく殊しゆな籠は、中に虫を寄せ付けにくいとして、主に富ふ裕ゆうな層に珍ちん重ちようされているものだ。もちろん、籠は彼女のものではない。その中身だけが、本来の彼女のものである。値打ちとしては、高価な容いれ物には些か不ふ釣つり合いな衣装や宝ほう飾しよく品ひん──しかし今やこれだけが、彼女の手元に残ったかけがえのない財産だ。

　身体からだの線にぴたりと沿った上衣に、金糸で縁ふち取どられた腰こし布ぬのを身に纏まとう。軽さと丈じよう夫ぶさ、見た目の鮮あざやかさが命、肌はだ触ざわりや織りの繊せん細さいさなどは考こう慮りよにすら入っていない布地の質は、ここ最近、皇宮で彼女が与えられている簡素な衣服に比べても格段に劣おとる。まして貴き賓ひんのそれとは比べるべくもないが、しかし実際は比べる者もないだろう。肌はだを透すかす薄うす絹ぎぬは、僅わずかな動きにも反応して翻ひるがえり、彼女の動きの一つ一つを、見る者の目に印象付ける──誰だれが見てもそれと解る、舞まい手ての衣装。

　かつて『仕事』をしていたときにはいつもそうしていたように髪かみを結ゆって、ルーナは鏡に映る自分を、品定めする目で見つめた。身につけた大おお振ぶりの宝石が、灯火の明かりに華はなやかに輝かがやく。幾いく重えにも重ねた腕うで環わや繊細な細工の髪かみ飾かざりは、以前、仕事先で客から贈おくられたものだ。基本的に、貴族階級の宴えん席せきに呼ばれるのは好きではなかったルーナだが、こうした贈り物をされるのはありがたかった。装そう飾しよく品は、武器と同じだ。鋭するどい視線と戦って、観客の心を得るための武器。

　──それにしても、高くつく武器だけどな。

　自分で金を出していれば、到とう底ていこんなものは揃そろえられない。手持ちの中で一番上等な飾り物は、間近で見ても十分鑑かん賞しように堪たえ得るもので、ルーナは鏡の中の自分に一応の満足を覚えた。闘とう技ぎ場で戦うときは、飾り物など光ればなんでも良かったが、客の目が近い宴席となれば、それなりの装よそおいをしなければならない。

　まして──皇宮が公おおやけに開かい催さいする舞踏会ともなれば。

「……そろそろかな」

　既に時刻は宵よいの口である。魔ま法ほうの炎ほのおを使わないこの屋や敷しきでは、召めし使つかいたちが一つ一つ、燭しよく台だいに本物の炎を灯ともして歩く時刻──宴うたげのはじまりには、ちょうどよい頃ころ合あいだ。

　ルーナは扉とびらに近付くと、その向こうの気配を窺うかがった。先刻、既にこの部屋にも召使いが明かりを持ってきたから、いつも通りならこの後、誰もやって来ることはないはずだが、それでもこの姿を見られるのは避さけたい。

　──ロキに告げ口されたら、厄やつ介かいだからな。

　本当は、彼に協力してもらえれば一番良かったのだが、もちろんそんなことは叶かなうはずがない。この屋敷の主あるじ、帝てい国こく宰さい相しようロキシスがわざわざ自じ邸ていに彼女を置いているのは、ひとえに彼女を監かん視し下に置いておくためだ。先だっての会話を思い出し、ルーナはむかむかと腹が立ってくるのを堪こらえた。まったく、あの言い草は何なのだ。

　──そうでなければ、おまえを生かしておく意味はない。

　思えば、不本意な成り行きながらも同じ屋敷で暮らすことになったルーナに対して、ロキシスがはっきりとそう口にしたのははじめてだった。これまで言わなかったのが、彼なりの配はい慮りよに違いない。

　誰が見てもそれと解わかるにこやかな善人とはほど遠いが、彼が基本的には親切で面めん倒どう見みがいい人間だと、ルーナはよく解っていた。そもそも帝国の宰相という立場自体、あのイシュトの面倒を見なければならないものであることを考えると、感心を通り越こして同情を覚える面倒見の良さだ。もしルーナが同じ立場なら、日々全力で主を呪のろいそうなところだが、辟へき易えきする様子ではあるもののそこまでの怨おん念ねんを募つのらせてはいないらしいロキシスは、確かに悪い人間ではないのだ。

　だがそれも、彼の職責と対立しない限りは、の話だ。

　──本物の災厄になりたくなければ、全てをこの国に捧げるしかない。過去も、未来も──全てだ。

　あのとき、彼女に向かってそう言ったロキシスに、揺ゆらぐ気配はなかった。もし彼女の存在がこの国にとって決定的な災わざわいとなれば、排はい除じよすることに躊ちゆう躇ちよはしないだろう。おそらく、彼はとうに捧げているのだ。彼女にそうしろと迫せまった通りのものを。

　しかし、ルーナに同じことはできない。彼の言葉を苦々しく思うのは、その傲ごう岸がんな言い様のせいだけではないと、ルーナは気がついていた。胸の内に常に、何とも言えない焦しよう燥そうがある。今のままでは、『捧げる』ことすらできないのだ。このまま皇宮に囚とらわれ続けているだけなのが彼女の人生だとしたら、それは奪われているのと同じことだ。

　──だから、このままではいられない。

　そっと部屋の扉を開けると、予想通り、通路には誰もいなかった。更さらによくよく気配を確かめてから、ルーナはするりと部屋を抜ぬけ出した。足早に屋敷の玄げん関かん口へと向かいながら、この先のことに考えを巡めぐらす。最大の障害は、屋敷を守る門衛だ。見つかると面倒だが、基本的に彼らの仕事は外に注意を向けることであって、中に対しては警けい戒かいも手て薄うすだ。まずはその隙すきを突ついて……。

「どこへ行くんですか」

　だが不意に予想もしない声が響ひびいて、ルーナはぎょっと身を竦すくませる。息を吞のんで振り返ると、通路の向こうで影かげが動いた。気配など、少しも感じなかった──彼女に悟さとられないよう、消していたに違ちがいない。

　まるで幽ゆう霊れいか何かのように、いるはずのない場所に現れた影は、しかしいっそそうであってほしかった彼女の望みとは裏腹に、間ま違ちがいなく実在の人間だった。無感動な声こわ音ねでルーナの足を止めた男は、未いまだ驚きよう愕がくで固まっている彼女に近付いてくる。と、珍めずらしく意外そうな表情になって彼女を見やった。

「ああ……その姿が〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉というわけですね。なるほど、闘技場で頭の軽い男を手玉に取るくらいは、造作もないことか」

「ベルダ……！」

　どうしてこの男がここにいるのか。半ば反射的に、ルーナは腰に手をやったが、そこに舞に使う剣さえないことを思い出して更に絶望を深めた。要人の参加する会に、模造とはいえ武器の形をしたものを持ち込んで、要いらぬ注意を引きたくないと部屋に置いてきてしまったのだ。

　──くそ。

　剣がない以上、この男を殴なぐり倒たおしてこの場から遁とん走そうするという選せん択たく肢しは消えた。何と言って誤ご魔ま化かすべきかと思ったが、しかしそれも無理そうだ。妙みようにしげしげと彼女を見つめるベルダは、いつもと違う彼女の様子に気付いているらしい。……いや、こんな恰かつ好こうをしていて、気付かれないはずがないのだが。

「…………。そこで、何してるんだ」

　結局、彼女はそんな問いを口にするしかなかった。よりにもよって、なんでこの男に見み咎とがめられてしまったのか。

「何って、私はあなたの護衛です」

　お忘れですか、と嘯うそぶくように問い返すベルダは、彼女の動どう揺ようなどとうにお見通しのようだ。それより、とわざとらしく続ける。

「私の質問には、まだ答えてもらっていませんが。こんな時間に、どこへ行くつもりですか？」

「……ちょっと、そこまで」

「一人で散歩には時間が不適切です。あと、恰好に気合いが入りすぎで若じやつ干かん引きます」

「余計なお世話だ！　私が一人で何をしようと勝手だろう、他人の趣しゆ味みに……そう、趣味なんだ！　夜、誰の目もないところで散々着飾って、闇やみに紛まぎれて徘はい徊かいするのが！」

「…………」

「…………」

　えも言われぬ沈ちん黙もくに、ルーナは己おのれの敗北を悟った。我ながら、その設定はどうかと思う。案の定、ベルダは少しも信じてなどいないようだ。視線の冷たさを感じる。

「──ベルダ」

　こうなっては仕方がない。意を決して、ルーナは正面から彼を見つめる。頼たのむ、と言って頭を下げた。

「今だけ、見み逃のがしてくれ。迷めい惑わくをかけるようなことはしない。……どうしても、行かなきゃいけないんだ」

「あなた一人いなくても、皇宮の舞ぶ踏とう会には支障はありませんよ」

　厭いやみな口くち振ぶりで言い返したベルダは、しかし怒おこってはいないようだった。呆あきれたように彼女を見やる目は、理解できないと言外に語っている。

「それほどに、舞まいを捨てられないものなのですか？　それともまだ稼かせぎ足りないと？」

「違う。私は……確かめたいんだ」

　今夜、城の外から皇宮にやってくる大勢の雇やとわれ人の中に、街の知り合いがいるかもしれない。見つけ出して、話を聞きたい。こんな機会は、この先滅めつ多たにないだろう──彼女が、皇宮の外の世界に触ふれることができる機会は。

「街に戻もどりたいなんて思ってない。ただ、訊ききたいだけなんだ。今も……皆みなが変わりなく暮らせているかどうか」

　言いながらも、ルーナは相手の顔に軽けい侮ぶの表情が浮うかぶことを覚かく悟ごしていた。あるいは、苛いら立だちの表情が。この〈剣ノ舞姫〉の姿でこんなことを言えば、きっと彼は、彼女がかつての生活を捨て切れないのだと思うだろう。

　そんなつもりはない。だがそれならどうしてと問われれば、ルーナ自身にもはっきりと答えることはできなかった。ただ、胸の内にあるこの衝しよう動どうを、果たさないことにはどうにもならない気がする。知らずには前に進めない──自分が為なしたことの意味を。

　しかし、そんなルーナの危き惧ぐとは裏腹に、ベルダは表情を変えなかった。じっと彼女に注がれる視線は、何かを見定めようとしているようにも感じられる。その視線の鋭さに、不自然な沈黙の長さに、気き詰づまりを覚えたルーナが再び口を開きかけたとき。

「──その言葉、忘れないでください」

　機先を制すように、ベルダはそう呟つぶやいた。咄とつ嗟さに理解できず、きょとんと彼を見返すルーナに向かって、わざとらしくため息をつく。

「迷惑をかけるようなことはしない、と、今、自分で言ったでしょう。その言葉通りにしてもらいます。私の落ち度は、護衛対象にまんまと欺あざむかれ、出し抜かれた過失のみです。……まあ、それも結構な失態ですが」

　忌いま々いましそうに呟いて、踵きびすを返す。そのまま歩き去って行きかけたが、呆あつ気けに取られているルーナがその場から動かないでいると、今度こそははっきりと不ふ機き嫌げんな顔になって振ふり返った。

「何をぼうっとしているんですか。──私に頭を下げてまで、行きたいところがあるんじゃないんですか」

「え……あ、ああ……え？」

「ついてきてください。あなたがどういう手段でここを抜け出すつもりだったのかは知りませんが、万が一にも、大おお事ごとにしてもらっては困りますから」

　一方的にそう言うと、ベルダは今度こそ振り向きもせずに歩き出した。言われて、ルーナはようやく彼の意図に気付く。──彼女をこの屋や敷しきから、出してくれようというのだ。

「被ひ害がいを、最小限に留とどめたいだけです」

　一体、どういう風の吹ふき回しか。慌あわてて後を追いながら、そう尋たずねたルーナに、ベルダは目も合わさず答えた。

「あなたのことはどうでもいいですが、屋敷の警備まで引っかき回されてはたまらない。どうせ、警備の者を騙だますとか混乱させるとか闇打ちするとか、そんなことを考えていたんでしょう」

「闇打ちまでは……おまえの方が怖こわい！」

「とにかく、無難にやり過ごしてあげますから、大人しく引っ込んでなさい」

　やがて屋敷の門に近付くと、ルーナは指示された通り、入り口の扉とびらの陰かげに身を隠かくした。少し先に、門の側に立つ衛兵の姿が見える。次し第だいに夜の闇が満ちてくるこの時間でなければ、気付かれているだろう距きよ離りだ。

　その門衛に、ベルダがつかつかと歩み寄っていく。律動的な足取りは、いかにも皇宮騎き士しらしい堂々とした雰ふん囲い気きに満ちていて、疾やましいところなど少しも感じられない。彼の姿を認めて規律正しく敬礼をする衛兵に、ベルダは何事かを告げた。二、三言葉を交かわした後、衛兵は急いでその場を離はなれていく。合図に従って物陰から出たルーナは、足早にベルダのところへ向かう。

「……何言ったんだ？」

「あなたの姿が見えなくなったので、ここを通っていないか、他ほかの門衛にも確かめてほしいと言っただけです。すぐに戻ってきますから、さっさと隠れて」

「！　ちょっと待て、なんでそんな……」

　しかし、それ以上の抗こう議ぎはできない。再び衛兵が戻ってくる気配を察知して、ルーナは慌てて門から離れた。手近な通路に飛び込んで、再び人目から身を隠す。微かすかに、ベルダと衛兵のやりとりが聞こえてくる。内容はさっぱり聞き取れないが、大体何を言っているのか想像はついた。きっと、いなくなった彼女の悪口か何か言って、もっともらしく丸め込んでいるに違ちがいない。

「……おまえだって、騙してるんじゃないか」

　やがて何食わぬ顔で彼女の元にやってきたベルダに、ルーナは声を潜ひそめつつも責めるように言った。ついさっき、彼女に屋敷の警備を引っかき回すなと言ったのはどこの誰だれだったか。大体、こんなに早くに彼女の不在をばらさなくてもいいではないか。いつかは悟さとられるにしても、早々に追手などかけられては困るのに。

「追手は私です」

　しかし彼女の抗議にも、ベルダは冷静に答える。

「門衛には、そのまま警備を続けるよう命じています。お屋敷に何かあってはいけませんから。彼らを、あなたのために右往左往させるわけにはいきませんので」

　もしルーナが自力で門を突とつ破ぱしようとするなら、何か大きなことを仕出かして彼らの注意を引きつけなければならず、ことと次第によっては荒あらっぽい事態になることも覚悟しなければならなかっただろう。取り立てて大きな騒さわぎも起こさずあの屋敷を出られたのは、確かに皇宮騎士であるベルダの力があってこそだ。

「そして私があなたを追うと言った以上、あの屋敷から追手はないでしょう。あなたのことは、私の任務だと認にん識しきされています」

　舞踏会が開かれている大広間へと続く通路は、日々通い慣れた研究所への道筋からすぐに逸それてしまった。迷いのない足取りでベルダは進み、ルーナはそれに従いながら、懸けん命めいに来た道を覚えておこうと努めた。この間、ベルダに聞いた話が脳のう裏りを掠かすめる。皇宮で迷子になって、うっかり遭そう難なんでもしたらと思うとぞっとする。

　だが、今夜に限ってはその心配もなさそうだ。やがて通路の先から、甲かん高だかい音が微かに聞こえてきて、ルーナは目的地に近付いたことを悟った。紫むらさきの炎ほのおがぼんやりと照らす寂さみしげな通路には似つかわしからぬ、切れ切れの旋せん律りつ──楽師が奏かなでる、軽快な舞踏の音楽。

「──この先です」

　突とつ然ぜん、ベルダが足を止めた。振り返り、通路の窓を指し示す。

「少し行けば広い通路と合流しますから、あとは解わかるはずです。ちょうどそこから見える、あそこです」

　通路を覚えるのに必死で、それまで窓などに目もくれなかったルーナは、言われてはじめてその光景に気がついた。既すでに夜闇は濃こく地上を覆おおっていたが、玻は璃り窓の向こうはぼんやりと明るい。夜の中に聳そびえる巨きよ大だいな塔とうが、その数えきれないほどの窓という窓から、燦さん然ぜんと明かりを零こぼしているからだ。

　張り出した露ろ台だいや、壁かべのない通路を行き来する人々の姿も見えた。着き飾かざった貴き賓ひんたちが、別の塔の上に作られた庭園を散策している。太陽の光など必要ないとでもいうように、闇を寄せ付けもしないその威い容ようは圧あつ倒とう的に美しかったが、同時にどこか恐おそろしくもある。闇の世界に屹きつ立りつする、不ふ遜そんな者の手になる神しん殿でん。

　こんな光景を見るのははじめてだ。呆気に取られて、ルーナはその景色に見入っていたが、次のベルダの言葉を聞いてはっと我に返った。

「なので、ここで別れましょう。あなたは先に、大広間へどうぞ。私は時間を潰つぶして行きます」

「え……？」

　これは意外な提案で、ルーナは思わず彼を見返した。てっきり、彼は監かん視し役としてついてくるとばかり思っていたのだ。驚おどろく彼女に、ベルダもまた眉まゆを顰ひそめる。

「……まさか、一人では行けないなんて甘ったれたことを言うんじゃないでしょうね。そこまで面めん倒どうは見きれません。ここへ来たがったのはあなたです」

「そんなこと言うか。おまえが一いつ緒しよじゃない方がいいに決まってる。でも……それでいいのか？」

　彼の任務は、彼女の『監視』だ。『精せい霊れいの民たみ』という彼女の秘密が他に漏もれないよう、また彼女に接せつ触しよくする人間を極力排はい除じよして、その存在が利用されないように監視する。もちろん、ルーナ自身は誰に秘密を明かすつもりも、利用されるつもりもないが、彼の立場ではこうした場で彼女を野放しにはしたくないだろうし、また実際これまではそうしてきたはずだ。

「いい悪いで言うなら、あなたをここに連れてきた時点で悪いに決まっている」

　突然の態度の変化を訝いぶかしむルーナに、ベルダは心底呆あきれた眼まな差ざしを向けた。今いま更さら何を言うのかという顔だ。

「ただ、その方がお互たがいに都合がいいでしょう。私はあくまで、あなたを追つい跡せきする立場です」

　つまり彼女と一緒にいれば、ここまで彼が手引きしてくれたことも明るみに出てしまう。『過失』を責められる覚かく悟ごはあっても、『命令違い反はん』を責められるのはごめんだというベルダに、ルーナはようやく頷うなずいた。それは彼女としても本意ではない。

「解った。ありがとう。人目につかないうちにすぐ戻もどるから」

「いざというときは、証言してもらいます。あなたが私の目を盗ぬすんで、お屋敷から逃とう亡ぼうしたと」

「するする、何でもする。私がベルダに襲おそいかかって、抵てい抗こうできないように縛しばり上げて逃亡したとかでもいいから」

「そこまで作らなくてよろしい」

　ぴしゃりと言い切る冷たい声こわ音ね、しかし不快には感じない。彼が何をしてくれたのかを思えば、不快になど思えるはずがない。いつも通りの愛あい想そのない言葉を、少し肩かたを竦すくめて見せただけでやり過ごすと、ルーナはもう一度、ありがとう、と呟つぶやいて、一人その先へと足早に向かった。

「そう、都合がいい──お互いに」

　去り行く彼女の背後で、その背中を見送る男が呟いた言葉は、誰の耳にも届かなかった。
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　ルーナが辿たどり着いたとき、既に大広間は人で埋うめ尽つくされていた。淡あわい薔ば薇ら色いろの大理石が敷しき詰つめられた床ゆかの上で、金銀の装そう飾しよくを凝こらした舞ぶ踏とうの靴くつが、流れる楽の音に合わせて優ゆう雅がに踏ふみ鳴らされる。絹や毛皮、惜おしげもなく宝石を使って飾かざり立てた衣い装しように身を包んだ人々が、思い思いに、しかし奇き妙みような統一感を持って動いている。まるで誰もが、この大広間という舞ぶ台たいで与あたえられた自分という役をこなそうとしているかのように。

　そんな想像に駆かられるほど、それは夢む幻げん的な光景だった。半球を形作る天てん井じようは、人々の熱気を包み込んで余りあるほどに高い。煌びやかな彩さい色しきと、細部まで細かく彫ほり込まれた彫ちよう刻こくがはっきりと見て取れるのは、外の闇など感じさせないほどに明々と大広間を照らす光のためだ。天井を支える水すい晶しようの柱が、炎を受けて幾いく重えにも煌きらめき、僅わずかな影かげすら駆く逐ちくしてしまう。舞台のように壮そう麗れいで、それゆえにどこか現実感を欠いた場所。

　持ってきたヴェールを深く被かぶり、ルーナは人々の間をすり抜ぬけていった。飲み物を捧ささげ持つ召めし使つかいたち同様、一目で踊おどり子と解る装よそおいの彼女を、気に留める者はいない。舞踏の楽しみに身を任せる者、あちこちで生じては消える泡うた沫かたの会話の渦うずに加わる者……しかし、ここにルーナの求める誰かはいそうになかった。ここでの主役は踊る招待客たちであって、雇やとわれの踊り子は別の場所で、宴うたげの喧けん騒そうを避さける人々に別の退たい屈くつしのぎを提供しているはずである。

　──どこだ？

　これまで招かれた貴族の催もよおす舞踏会では、酒や軽食を供すところや、自分では踊らない人々の休きゆう憩けい所、散策に適した庭園や回かい廊ろうが開放されているのが常だった。そうしたところで客の相手をするのが、雇われた踊り子のお定まりの仕事だが、しかしどこから見て回ればいいのだろう。大広間にはいくつもの通路が繫つながっていて、それぞれ大勢が行き来している。

　大人数が一堂に会する場というのは、皆みなが皆に注目しているように見えて、実際は皆往々にして、自分の周囲のことで手て一いつ杯ぱいなものだ。知り合いを見つけたり、伝手つてを持ちたい相手に近付いたり、または近付いてくる人間をかわしたりするのに忙いそがしい。ルーナがその声に気付いたのは、そうして行くべき場所を探して、うろうろと様子を窺うかがいながら歩いているときだった。

「……のっ、困ります……」

「……であれば、悪い話じゃ……」

「でも……」

　切れ切れに聞こえる声は、一方は女の、もう一方は低い男のものだ。楽の音が絶えず響ひびき、大勢のお喋しやべりで騒そう々ぞうしい中ではあったが、ルーナは思わず足を止めて、素す早ばやく辺りを見回した。誰だれも気には留めない他人の会話──しかし詳しよう細さいの解らない女の声は、それでも切せつ羽ぱ詰つまったものに聞こえる。

　声の主は、すぐに解った。人の行き来の流れから少し外れた壁かべ際ぎわに、その男女は立っている。宝石を連ねて身を飾り、今も女を壁に追い込むようにして何か話している男は明らかに貴族である。女の方の姿を見て、ルーナは一いつ瞬しゆん喜んだ。場の品を損そこなわない程度に肌はだを晒さらした衣装の娘むすめは、知らない顔ではあるものの、どうやら同業者らしかったからだ。

　しかしその娘が、仕事の経験を積んでいるとは言い難がたい。見たところ十四、五の、まだあどけない顔立ちの少女は、男に何か言われるたびに、身を硬かたくして縮こまっている。娘がこうした場に不慣れなのは一見して解った。数合わせか、あるいはこうした華はなやかな場を経験するいい機会と思ったのか、とにかく場数を踏まない娘がいきなり皇宮に送り込まれてきたらしい。

　──誰か、面倒見てないのか？

　思わず再度辺りを見回す。娘の先せん輩ぱい筋が、割り込む機会を狙ねらっているかもと思ったのだが、そういうわけでもないらしい。男は無ぶ遠えん慮りよにまた何か言い、娘は顔を伏ふせた。一瞬前の表情が、今にも泣きそうに見えて、ルーナは思わずそちらに向かうと、娘の肩を押さえ込もうとする男の手を摑つかむ。

「！　なんだ!?」

「失礼を」

　男が声を張り上げる前に、すかさずそう呟いて、ルーナは相手の視界に割り込んだ。何事かと目を丸くする男から、やはり突とつ然ぜんのことに戸と惑まどっているらしい娘を庇かばうように立つと、落ち着いて続ける。

「この者はまだ慣れていないのです。──ご用なら、私が」

　言って、側そばの娘に目配せする。視線を受けた彼女は、思いがけない成り行きに動どう揺ようしている様子だったが、それでもルーナの意図は伝わったらしい。その目に安あん堵どの色を浮うかべると、小さく会え釈しやくして距きよ離りを取る。

「なんだおまえは！　邪じや魔まするな」

　一方で、突然割って入られた男は気分を害したようだ。一度は追い詰めかけた娘が、壁際からするりと離はなれるのを見て声を上げかけるが、しかしルーナを睨にらみつけた途と端たん、声を荒あららげるのを止やめてじろじろと彼女を見つめた。値ね踏ぶみするような目つきが、ヴェール越ごしにも肌に感じられる。やがて男は陰いん湿しつな笑えみを浮かべて、今度は彼女に絡からんでくる。

「……ふん、ではこういうことか。そっちの不出来な踊り子の代わりに、おまえが楽しませてくれると」

「ご所しよ望もうにお応こたえできますよう努めます」

　──さて、どうするかな。

　どうやら狙い通り、男の関心の対象がこちらへ移ったらしいことに、ルーナは密ひそかに安堵しつつも、これからのことに考えを巡めぐらせた。いかにも慣れてなさそうな少女には、荷の重そうな状じよう況きようだと思って咄とつ嗟さに割り込んでしまったが、考えてみれば彼女にしても、こういう男の相手が得意なわけではもちろんない。

　腕うでを摑まれていたはずの男が、逆に彼女の手を握にぎってきた。感かん触しよくを確かめるような手つき、ヴェールの下を覗のぞき込むような視線にぞっとする彼女に、男は妙みように思わせぶりに囁ささやく。

「なかなか……悪くない。では、楽しませてもらおうか。言うからには、自信があるのだろうな」

「なんでも、一通りは舞まえます。楽師舞まいでも、東方舞でも……」

「そのようなものではない。私はな……堪たん能のうしたいのだよ。おまえの美しさを、余すところなく」

　解わかるだろう、という声には尾おを引くような粘ねばりがある。手どころか、腰こしにまで腕を回されて、ルーナは顔が引きつるのをなんとか堪こらえた。こうなると予想はついていたが、だからといって現実になっても嬉うれしくない。

「さあ来い。愛めでてやる」

「申し訳ありませんが、受け持ちの場所を離れることはできません。今夜は、私たちは皇こう帝てい陛下に雇われているので」

　ルーナの見たところ、男は貴族ではあるが、それほど高位の者ではなさそうだ。富のある者なら、こんなところで踊り子にちょっかいを出さずとも好きなだけ綺き麗れいな女を侍はべらせることができるし、名めい誉よのある者なら、踊り子風ふ情ぜいに絡んでいるところを他人に知られたいとは思わないだろう。立場を弁わきまえろと牽けん制せいするつもりで言うと、案の定、男は僅かにたじろいだようだ。皇宮の雇われ人に手を出すことがどう影えい響きようするか、一瞬考えを巡らせたようだったが、しかしすぐに結論は出たらしい。それまでは身体からだに触ふれているだけだった腕に力を込めて、強ごう引いんに彼女を引き寄せる。

「小こ癪しやくな女め！　私を誰と思っている。踊り子風情が、生意気な口を！」

　どうやら、牽制は思わぬ逆効果となったらしい。憤いきどおって高まった男の声に、近くにいた人々が怪け訝げんそうに振ふり向くのを見て、ルーナはやれやれと内心でため息をついた。やはり、こういう男の機き嫌げんを取るのは苦手だ。仕事のときでも、我が慢まんならなくて張り倒たおして帰ったこともあるのに、ましてや今、上手に切り抜けられるとも思えない。

　とはいえ、ここで目立つのはごめんだ。人々がざわつく気配を感じながら、ルーナは慌あわてて俯うつむいて従順を装った。こうなったら、どこか人目の少ないところまで、この男と一いつ緒しよに行ってやろう。殴なぐるのはそのときでいい。

「ふん……」

　表面上は無む抵てい抗こうに、ヴェールの奥で目を伏せたルーナに気付いたか、男はようやく喚わめくのを止めた。尊大に鼻を鳴らすと、行くぞ、と腕を引く。注目を浴びるのは本意ではない、早くこの場を立ち去ろうと従いかけたルーナだが、幸か不幸かその足を進めることはなかった。

「ハンベルド卿きよう」

　少し離れたところから呼びかける声がして、男が足を止めた。どうやら、呼ばれたのは男の名らしい。先刻、ルーナが少女を助けたのに引き続き再び邪魔をされ、男はいかにも邪魔くさそうに振り向いたが、その瞬しゆん間かん、強こわ張ばったようにその場に立ち竦すくむ。何事かと視線を巡らしたルーナもまた、思わず息を吞のんでしまう。

　群れていた人々が、そそくさと彼の前に道を空ける。白金の髪かみ、青とも緑とも言えない不思議な色の瞳ひとみは、真っ直すぐにこちらに向けられている。どれほど大勢の中にあっても、一瞬で注意を引きつけられるその姿に、しかしルーナはすぐさまその場から逃にげ出したくなった。ついさっきの自分の言葉が蘇よみがえる──確かに彼のことを口にはしたけれど、出てきてほしかったわけでは全然ないのに。

　しかし、相手はそんな彼女の内心には関かかわりなく近付いてくる。慌てて彼女から離れた男と、咄嗟にヴェールを更さらに下げたルーナを見やって、彼は平然とした口調で言った。

「気に入ってくれたのは結構だが、あまり無遠慮に扱あつかわないでほしい。──彼女の雇い主は、私だそうだから」







　いつの間にか、聞こえていた楽の音は止んでいた。彼に気付いた者は次々と深く一礼し、その波が辺りに広がっていく。突然名指しされて固まっていた男も、はっとしたように頭を下げ、側にいたルーナもそそくさと跪ひざまずいた。俯いて顔を隠かくしたが、内心はその場から逃げ出したい気持ちでいっぱいだ──どうしてよりにもよって、この男がここにいるのか。

　──イシュト……！

　しかし、それはルーナの一方的な都合には違ちがいない。今夜、この会場に、彼は当然いるべきだったからだ。フォーセガルドの皇帝、皇宮の主あるじとして、名目上、今夜のこの大がかりな会は、彼の名において開かれている。

　だから、大広間のどこかに彼がいることは知っていた。だからこそ万が一にも見み咎とがめられないよう、大広間の端はしを移動していたはずなのに……まさかもう顔を合わせてしまうとは。

　懸けん命めいに舌打ちを堪え、表向きは恭うやうやしく跪くルーナだが、しかしイシュトは彼女に目もくれなかった。少し離れたところで、儀ぎ仗じよう兵へいが油断なく警けい戒かいする中、彼はごく無造作な態度で近付いてくると、親しげにさえ聞こえる声で、更に男に言葉をかける。

「随ずい分ぶんと、今夜の集つどいを満まん喫きつしておられるようだ。今夜、ここに集った皆みなが皆、卿のように楽しんでいるといいのだが」

「は……恐おそれ入ります、陛下」

　答える男の声には、先刻までのルーナに対する横おう柄へいさの欠片かけらも残っていなかった。萎縮し、震ふるえるような声こわ音ねから、男がこんな状況をまるで想定していなかったことは容易に知れる。たとえ皇宮の住人といえども、一いつ介かいの貴族が、皇帝に親しく声をかけられるなどということはまずないだろう──まして、人々の好こう奇きと詮せん索さくの視線を一身に受けては尚なお更さらだ。

　しかし、男が恭しく返事をしても、そこで話は終わらなかった。視線の一部を受けながら、空気になろうと努めるルーナの頭上で、聞き慣れた声が再度言う。

「ところで、卿は舞ぶ踏とうには加わらないのか。舞まい姫ひめたちばかりを相手にしなくても、相応ふさわしい貴婦人が、今夜は大広間に大勢いるのではないか」

　その言葉自体にはどこもおかしなところはなかったが、瞬間、成り行きを眺ながめる人々の間に笑い声が上がった。真実面おも白しろがるというよりは、侮あなどる響ひびきの揶や揄ゆに満ちた笑いから、ルーナは何となく事情を察した。なるほど、この男の素行は、皇宮の住人の間にも知られているのだ。身分と立場のある皇宮の貴婦人とは一緒でなく、逆らえない立場の雇やとわれの踊おどり子につきまとうところから考えて、評判はおおよそ想像がつく。

　衆人にあげつらわれた恰かつ好こうになった男が、小さく呻うめいたのが微かすかに聞こえた。こんな男でも、一応は恥はじというものを感じはするらしい。こうなっては、男はもはや退散するしかないだろうとルーナは考え、早くそうしてくれないかと願った。ついでに、彼女自身もこの場から逃のがれられれば言うことはない。

　しかし、そんな彼女の希望は叶かなわなかった。どころか男は、予想外の行動に出たのだ。彼は憤ふん然ぜんと声を荒あららげ、おもむろにルーナを指差したのだ。

「ご……誤解だ！　私は誘さそわれただけだ、この不ふ埒らちな女に」

　突とつ然ぜんのことに、咄嗟に反応できない。ルーナが思わず顔を上げると、男がぎらつく目で彼女を見下ろしていた。引きつったように歪ゆがんだ表情が、相手の内心を隠すことなく表している。

「そうでなければ、誰だれがこんな踊り子風情と口など利きくものか。いい迷めい惑わくだ！　大方、小金が目当てなのでしょう」

　あっという間に掌てのひらを返して、男は吐はき捨てるように言った。慌てて評判を取り戻もどそうというつもりらしい。途と端たんに、周囲の注意が集中するのを感じて、ルーナはうんざりした。つまらない男の妄もう言げんなどどうでもいい。一部向けられる冷ややかな視線も、こちらを見やってひそひそと言い交かわす声も気にならないが、注目を浴びるのは勘かん弁べんしてほしい。

「──なるほど」

　だが、そう呟つぶやく低い声に、ルーナは嫌いやな予感を覚える。はっと視線を巡らせた先で、イシュトはただ無表情に男を見返していた。

「つまり、それが卿の言い分というわけか」

「言い分などと……噓うそ偽いつわりなくそれが事実でございます、陛下」

「もしそれが本当なら、許し難がたいことだな。今夜、招待した客人に不快な思いをさせるとあっては、当然罰ばつされなくてはならない」

　男は、何事かぼそぼそと答えた。追従するような言葉は、安あん堵どの気配に満ちている。なんとか誤ご魔ま化かせたと思っているのだろう。が、話はそこで終わりではなかった。

「ただし、もし卿の言うことが間ま違ちがっているなら、それも放ほうってはおけない。一時といえ皇宮に雇われる者を理由なく非難するなら、それは我が名に対する侮ぶ辱じよくと同じだ」

「そ、それは……」

「彼女に訊きいてみようか」

　さらっとした口調で言ってのけると、イシュトはそこではじめてルーナの方を見た。目が合いそうになるのが気まずくて、再び視線を落とす彼女の頭上から、彼の問いが降ってくる。

「今の話に、間違いはないだろうか。あなたは、彼の言う通りの振ふる舞まいを？」

　落ち着いた問い掛かけは冷静だったが、それだけに何故なぜか遠く感じる。ルーナは顔を上げて、ヴェール越ごしに相手を見上げた。今はそろそろ見慣れてきた、けれど思わず目を引かれてしまう見間違えようもない美び貌ぼうが、しかし今ははじめて見るもののように思える。いつもは顔を合わせるたびに、無む駄だに愛あい想そよく話しかけてくるのに。

　しかし本当は、これが彼のあるべき姿なのだろう。帝てい国こくの皇こう帝てい──一介の舞まい手てが、口を利くことさえ許されない。

　──そんな顔も、できるんだな……。

　とはいえ、このまま黙だまっているわけにもいかない。ルーナは出来得る限り恭しい口調を心がけて言った。できれば声を発したくはなかったが、こうなってしまっては仕方がない。

「いいえ……陛下。こう申し上げることをどうかお許しいただきたいのですが、あの方の仰おつしやりようには、事実でない誤解があるように思います」

「誤解？」

「私があの方に声をおかけしたのは、舞をご覧いただくためです。その他ほかの慰なぐさめについては、お引き受けできかねるとお解わかりいただけていなかったのかもしれません。至るところで、そうしたお相手を探しておられたようですが」

　できる限り淡たん々たんと、丁てい寧ねいな口調を心がけて答える。今度こそ反論もできず赤黒い顔で震える男に、再び視線を向けた周囲の中には、先刻ルーナが割り込んで救った若い舞手の顔もあった。騒さわぎに逃げ出すこともなく、うっすらと目に涙なみだを浮うかべて心配そうにこちらを見ているところを見ると、よほど感謝してくれているらしい。彼女の様子に気付いた人々が、少女と男、ルーナの方を代わる代わる見やり、もはやどちらの言い分が真実かは明白だった。

　辺りに、白々とした空気が流れる。貴族を侮辱したと訴うつたえられることがなさそうなのはほっとしたものの、しかし当然居い心ごこ地ちが良いはずもなく、ルーナもそれ以上は口にせず、黙ってその場に控ひかえた。男に同情する気は毛頭ないが、少しまずかったかという気もしなくもない。正直に言いすぎて、もはや逃げ場のない雰ふん囲い気きだ。

「──では、前言を撤てつ回かいしなければならないな」

　その空気を破ったのは、この場でただ一人、あらゆる束そく縛ばくを無視してしまえる立場の人間だった。強こわ張ばった周囲の雰囲気はものともせず、イシュトはあっさりとそう言った。はっきりとした声は、しかし責める響きではなく、張り詰つめた人々の意識を僅わずかに緩ゆるませる。

「卿はこの会を、本当に満喫しているとは言えないようだ。花は独どく占せんするのではなく、広く人々を楽しませなければ咲さかせる甲か斐いもない」

　再び、イシュトの視線がこちらを向いて、ルーナはどきりとした。真っ直すぐに彼女を見つめる瞳ひとみは、しかしどこまでも平静で、ヴェール越しに見る彼女の方が逆に戸と惑まどうくらいだ。親しみの表情も、逆にここで顔を合わせた彼女に対する不快の気配もない。……もしかして、彼はまだ彼女のことに気付いていないのかもしれない、と思いかけたルーナに、イシュトは何気なく告げた。

「良ければ、この場で舞を一指し舞まってもらえないか。あなたの舞ぶ台たいとしては物足りないかもしれないが」

　ここにいる客に、楽しみ方を教えてほしい、と言う口調はどこかのんびりしているようにさえ聞こえて、ルーナは思わず目を瞬またたいた。が、すぐにその意図に気付く。男には既すでに制裁を与あたえた。あとは彼に絡からまれた不運な舞手に活かつ躍やくの場を与えて、ついでに集まった観客を楽しませて、この場は終わらせようというつもりだろう。

「承うけたまわります」

　納なつ得とく半分、驚おどろき半分で、ルーナは頭を下げて答える。出会ってからこっち、彼の常識なしの態度に苛いら立だったことはあっても、まともに場を収めるような言動を見たことはなかった。というか、できるとは思ってもいなかった。

　見直すと同時に、若じやつ干かん腹が立ちもする。こういうことができるくせに、いつものあの態度はどういうわけだ。見知らぬ舞手に相対してはまともに振舞えるのに、何故彼女を相手にしたときは、ああもやりたい放題なのか。いくら気付いていないとはいえ、こうも扱あつかいが違ちがうと落ち着かないと、ルーナは密ひそかに思ったが、しかしすぐにそれは誤解だと判明した。何を舞うかと要望を尋たずねた彼女に、彼はすかさず答えたのだ。

「では、剣けん舞ぶを」

「…………」

「ああ、剣がないのか。なら、これを」

　言うなり、イシュトは無造作に帯びていた剣を鞘さやごと外す。一いつ瞬しゆん目が合った拍ひよう子しに、相手の顔に見慣れた表情が浮かんだ気がして、ルーナは今こそはっきりと悟さとった。

　──これは……ばれてる、か？

　しかし、問い質ただすわけにもいかない。まして今になって、逃にげ出してもどうしようもない。衛兵や皇宮騎き士しを除けば、この舞踏会の場に持ち込まれた唯ゆい一いつの剣を差し出され、ルーナは動どう揺ようを押し隠かくし、それを受け取った。

「──御ぎよ意いに」

　鞘を払はらって刃やいばを抜ぬくと、辺りの空気が変わった。明らかに装そう飾しよく用、ただの一度も他と打ち合わされたことはないだろう剣は、しかし意外とまともな作りで、握にぎる者の心を落ち着かせる。抜き身の剣を手にした彼女が振り向くと、観客は気け圧おされるように退いて空間を広げた。その只ただ中なかに進み出て、ルーナは剣を構える。これまで何度も、身体からだが覚えて飽あきるほどに繰くり返した、剣舞の型。

　本来なら、息の合った楽師の一人や二人いてほしいところだが、生あい憎にく今は期待できない。彼女は身一つで、人々の視線に試ためされるのだ。一つ息をついて、舞いはじめる。緩かん急きゆうをはっきりとつけて動くたび、腕うで輪わがしゃらしゃらと音を立てる。最初は徐じよ々じよに、次し第だいに速く、流れを崩くずさないように。観みる者の頭の中に、楽の音色を響ひびかせるように。

　──そうやって教えてくれた人に、もう会うことはできないけれど。

　閃ひらめく刃が、大広間を煌こう々こうと照らす光を弾はじく。誰一人として立ち去らず見つめる中で、やがて彼女が舞を終えて深く一礼すると、まるで夢から覚めたように、辺りには拍はく手しゆの音が溢あふれた。
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　塔とうの屋上に造られた庭園からの眺ながめは、実際にその場に立ってみると、想像以上のものだった。黒い夜空に聳そびえ立つ周囲の尖せん塔とう同様、この庭園も、闇やみの中からぽっかりと現れて、まるで宙に浮かんでいるように見える。

　石造りの庭園は、同じ皇宮の中でも、彼女が暮らしている屋や敷しきの庭園とはだいぶ趣おもむきが異なった。植物はなく、土の代わりに磨みがき抜かれた黒石が、一面足あし下もとを覆おおっている。美しい装飾を施ほどこされた休きゆう憩けい所がそこかしこにあり、存在感のある巨きよ石せきがいくつも影かげを落としていた。どこからか水のせせらぎが聞こえる。近くに噴ふん水すいでもあるのだろう。

「……ここもいないな」

　その庭園の一角で、ルーナは一人ため息をついた。大広間を急いで抜け出して、庭園を一通り歩き回ってみたが、どうやらここにも知り合いはいないらしい。時折、同業らしい娘むすめは見かけたが、それぞれ目の前の相手の接待に忙いそがしそうだったので、声をかけることもできなかった。

　──こんなことなら、さっきの子によく聞いてくれば良かったな。

　大広間で、性質たちの悪い男に絡まれていたところを彼女に助けられた踊おどり子の娘は、心からルーナに感謝してくれているようだった。彼女が舞を終えてから丁寧に礼を言われたが、しかし気にしなくていいと告げただけでそれ以上の会話を避さけたのはルーナの方だ。一刻も早く、あの場所を離はなれなければならないと思った。まだ目的も果たしていないのに、ここで捕つかまっては意味がない。
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　しかしよくよく考えてみれば、たとえルーナに気付いたとしても、イシュトの方も大っぴらに彼女を名指しして捕とらえるようなことはできなかったはずだ。ルーナが皇宮に留め置かれているのは、『精せい霊れいの民たみ』である彼女の存在を公おおやけにしたくないという彼らの思おも惑わくのためであり、実際、イシュトはそう振ふる舞まった。あのときのやりとりを聞いて、彼と彼女が知り合いだと思う者はいなかっただろう。片や皇こう帝てい、片や名もなき街の踊り子──本来なら出会うことも、まして口を利きくことなどあろうはずもない。

　そして、そう思うのは大広間にいた人々だけではない。誰だれよりも、ルーナ自身がそう思う──ここは、彼女のいるべき場所ではないのだと。

　──ちゃんと、『皇帝らしく』できるんじゃないか。

　いつもの様子からは、想像もつかない。彼女の前に現れるイシュトは、自分勝手で一方的で人の話を聞いていない、好きだのなんだの言っておけば何をしても許されると思うようなとんでもない男で、そういうところが嫌きらいだったはずなのだが、しかしそうしたところが少しもない、まともな態度で臨のぞまれると、何故なぜか妙みように落ち着かなかった。普ふ段だんは全力で見ないふりをしている過去が、改めて意識されてくるからかもしれない。

　──ずっと……。

　感謝していたし、尊敬していた。闘とう技ぎ場で生命を救われてから──大切な人の生命を救ってくれてから、『皇帝陛下』はずっと、彼女の理想だったのだ。もっとも実際に彼と会って、その理想はただの幻まぼろしだと解わかったのだが。現実のイシュトは神でも聖人でもなく、ルーナもとうに幻は捨てた。

　捨てたはずなのに、けれどあんな姿を見せられると、つい思い出してしまう。ずっと憧あこがれていた人のことを──誰もが敵だった世界の中で、ただ一人だけ、手を差し伸のべてくれた人のことを。

「……ああもう、馬ば鹿からしい」

　思いを振り捨てるように呟つぶやいて、ルーナはその記き憶おくを意識から追いやろうとした。こんな夢想を抱いだいていたなんて、今となってはなかったことにしたいくらいだ。思い返したくもないはずなのに、しかしいつまでも忘れられないでいるのは何故なのか……。

「ルーナ」

　しかし、その思考を完全に押し込めてしまう前に、不意に近くで名を呼ばれる。同時に腕うでを摑つかまれて、ルーナは驚いて思わず声を上げそうになった。が、即そく座ざに振り向いて相手を確かく認にんした瞬しゆん間かん、その声さえ失ってしまう。

「……イシュト？」

　なんとか、相手の名を口にするのが精せい一いつ杯ぱいだ。たった今まで、脳のう裏りを占せん領りようしていた相手が突とつ然ぜん目の前に現れて、ルーナは目を瞬いた。彼女が逃げ出したときには、まだ大広間にいたはずなのに、いつの間にこっちへ来たのか。というか、こんなに接近されるまで気付かなかったとは不覚だ。

「ちょっ……何なんだいきなり。なんでそんなところに……」

　湧わいて出たのか、という彼女の問いは、しかし途と中ちゆうで途切れる。イシュトは無言のまま、彼女の腕を強く引いて歩き出した。咄とつ嗟さに抵てい抗こうもできず、ルーナはなすがまま、引きずられるようにして彼に従う。何が何だか解らない……が、不ふ穏おんな気配は感じる。

　しかし再度彼女が口を開く前に、その足は止まった。巨石で遮さえぎられた庭園の片かた隅すみに辿たどり着くと、イシュトはようやく振り返る。改めて相対した彼は、大広間で顔を合わせたときとはまるで違う表情をしていた。いつもの笑えみの欠片かけらもない、冷たい瞳ひとみで責めるように睨にらまれ、ルーナはつい言いかけた非難を吞のみ込んだ。

「──どうして、ここにいるんだ」

　摑んだ腕は放さないまま、押し殺した声が不ふ機き嫌げんに問う。ああ、とルーナはその理由に思い至り、大人しく観念することにした。ヴェール越ごしとはいえ、あの距きよ離りで顔を合わせては、やはりばれていたらしい。うまく逃げおおせたと思っていたのは、どうやら甘かったと見える。

「ああ……その、悪かった。ほんの出来心で」

　現在、ルーナが皇宮に留め置かれているのは、『精霊の民』である彼女の存在を他ほかに知られないようにするためだ。当然、無む闇やみに人と接せつ触しよくすることは歓かん迎げいされない。まして今夜の舞ぶ踏とう会のように、皇宮内の貴族たちが集まって自由に振る舞まう場所に姿を現すなど論外だろうし、実際、ロキシスには無下に参加を断られている。再び彼女の存在が陰いん謀ぼうの呼び水になるのを避けたい彼らの意図は解るし、ルーナもある程度は仕方がないと納なつ得とくして、というか諦あきらめている。

　それを、無理に会場に紛まぎれ込んだのだから、見つかれば文句の一つや二つは言われるだろうと思っていた。いきなりイシュトと鉢はち合あわせてしまったのは不運だったが、しかしまだ目的を果たしていない以上、ここで追い出されてしまうのは嫌いやだ。

「勝手に来たのは悪かった。でも、まずいことは何もしてない。大体、貴族の連中は、踊り子と見たらそれ以上、話をしようなんて思わないし。誰も私のことなんて知らない……」

「そんなことはどうでもいい」

　しかし口にしかけた弁解は、途中でばっさり遮られる。その語気の乱暴さに、ルーナは啞あ然ぜんとしてしまう。それを嫌だと思うよりも、むしろ驚おどろきの方が先に立つのは、本当に予想もしない反応だったからだ。これまで、こんな勢いで彼に詰つめ寄られたことはなかった。何を言っても聞き流すか、都合良く変へん換かんして他人の話を聞いていない彼に対して、ルーナがきつく言うことはあっても、逆は珍めずらしい。

「どういうつもりかって訊きいている。──今いま更さら、そんなことして何になるんだ」

　驚いて相手を見返すばかりのルーナに向かって、イシュトは吐はき捨てるように言った。腕を摑む力が強まる。わけが解らず、されるがままになっていたルーナだが、しかし続く彼の言葉を聞いてはたと我に返った。

「そんなに、あの男のことが気になる？　君は馬鹿だ、この期ごに及およんでまだ解っていないのか？　君は裏切られて捨てられた、前の暮らしになんか戻もどれるはずがない」

　辛しん辣らつなその言葉が、何を意味しているかはすぐに解った。瞬間、身体からだが震ふるえるような衝しよう撃げきを感じ、ルーナは半ば反射的に相手を睨みつける。彼女の中でも、まだはっきりと消化できてはいない近しい過去を、そんな風に言われるのは不ふ愉ゆ快かいだった。たとえ、事実であっても。

「そんなこと、おまえに関係ないだろう」

　負けじと険悪な口調で言い返し、腕を振ふり払はらおうとする。だからこいつは嫌なんだ、と内心で唸うなった。他人の気持ちなど、まるで顧かえりみることがない。もちろん、彼が言うことくらいは解っている──けれど彼女がそれを聞きたがると、本当に思っているのだろうか。

「私が何をしようと、口出しされる謂いわれはない。それに、私が街に戻れないのはおまえたちの勝手な都合じゃないか。そっちがお望みなら、いつだってここから出ていくとも──私は、好きでここにいるわけじゃない！」

　戻れなくしたのは、誰だというのか。これまで抑おさえつけていた思いが不意に零こぼれ出し、ルーナは思わずそう叫さけんでいた。確かに皇宮は、彼女のいるべき場所ではないだろうが、一方で彼女が望む居場所でもない。窮きゆう屈くつな暮らし、見知らぬ人々、当てのない未来──どれも、一方的に押し付けられたものばかり。

　しかし次の瞬間、不意に両りよう腕うでに痛みが走る。きつく腕を摑まれていると気付いたときには、彼女は自由を奪うばわれて、背後に壁かべのように立つ巨きよ石せきに押し付けられていた。思わず息を詰めるルーナを、冷れい酷こくな瞳が覗のぞき込む。憤いきどおりというにはあまりに虚うつろな、けれど突つきつけられた刃やいばのように鋭するどい眼まな差ざしに、空そら恐おそろしい気配を感じる。

「──二度と、戻らせない」

　やがて、混乱して声も出ない彼女に向かって、イシュトは低くそう呟く。

「君はおれのものだ。やっと手に入れた──君が想おもう他の何もかも、消えてなくなればいい」

　何を言う暇ひまもない、突然、感じたことのない衝撃が唇くちびるを塞ふさぐ。柔やわらかく声を封ふうじるその感かん触しよくが、口付けだと悟さとったときには、既すでにルーナは身動きが取れなくなっていた。振り払おうにも、手首はまるで枷かせでもかけられたように背後に押し付けられていて、腕が動かない。抗あらがえない、男の力。

　こんなことをされたのははじめてだ。声を出せない、どころか息さえも苦しい。急に忙いそがしくなった鼓こ動どうを耳元に聞きながら、ルーナは無む我が夢む中ちゆうに身を捩よじった。顔を背そむけても、すぐに新たな口付けが唇を掬すくう。頭の芯しんがくらくらしてきて、うまく考えがまとまらない──恐きよう怖ふなのか酩めい酊ていなのか、嫌けん悪おなのか陶とう酔すいなのか、自分で自分を判断できない。

「……っ、な……！」

　混乱したまま、ルーナはただもがき続ける。絶えず与あたえられる口付けを避よけようと、無意識に顔を上げると、視界の端はしに夜空が見えた。地上の明るさに押されて、星の光は遠く薄うすい。庭園を囲む塔とうに灯ともされた光が、天に向かって真っ直すぐに伸びている。

　と、その明かりがふっと消えた。巨大な影かげが、視界を過よぎったのだ。

　──！

　次の瞬間、地じ響ひびきと同時に世界が揺ゆれる。轟ごう音おんが耳を打ち、どこかで甲かん高だかい悲鳴が聞こえた──何か大きなものが破は壊かいされる音。

「……イシュト！」

　さすがに異変には気付いたか、執しつ拗ような口付けが止やんだ。息を継つぐようにルーナが叫ぶのと同時に、腕を縛いましめていた力も抜ぬける。が、それに安あん堵どしている余よ裕ゆうはない。音のした方を改めて見やって、ルーナは愕がく然ぜんとした。夜の空、皇宮の発する光に薄く照らされて、中天から地上を睥へい睨げいする巨大な影。見み間ま違ちがえようがない、あれは……。

「魔ま獣じゆう!?」

　それも、生半可なものではない。空に浮うかぶ禍まが々まがしい影は、人などよりもはるかに大きく、まるで小山が宙に浮いているように見える。黒い触しよく手しゆのようなものを伸ばし、近くの塔に取りついたと思うと、今度は別の塔に飛び移る。衝撃のたびに、建物が崩ほう壊かいしそうな音を立てて軋きしみ、悲鳴が更さらに増していく。

「──どういうことだ？」

　何が起きているのか解わからない。眼前の光景に、ルーナは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたが、傍かたわらの呟きで我に返った。彼女と同じく、塔の魔獣を見やるイシュトは、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「どこから、あんなものを引き込んだんだ？　皇宮の『障しよう壁へき』は破られていないのに……」

　しかし、その言葉を最後まで聞くことはできない。それまでにない震しん動どうに襲おそわれて、ルーナは思わず膝ひざをつく。先刻に倍する、耳を劈つんざく破壊音に背筋が凍こおる。目には見えない、しかし何が起きているのかははっきりと解った──この庭園を支える塔も攻こう撃げきされているのだ。

　──崩くずれる！

「ルーナ！」

　既に、足あし下もとが恐おそろしい勢いで傾かしぎつつある。よろけて体勢を崩した彼女に、支えの手が伸のばされた。咄嗟にその手を取りそうになって、しかしルーナははたと気付く。いや、駄だ目めだ！

「イシュト！　おまえさっさと逃にげろ！」

「逃げるから、手を出して。一いつ緒しよに……」

「馬ば鹿か言え！」

　もう、そんな暇はない。彼らの間には深い亀き裂れつが走り、もはや崩ほう落らくは避けられない。ルーナは背後を振り返った。庭園の縁ふちから闇やみが迫せまってくる──すぐに彼女も、闇の中に投げ出される。

「早く……！」

　行け、と怒ど鳴なったつもりだったが、結局それは声にならない。次の瞬しゆん間かん、強い力がぐいと腕うでを摑つかんだ。躊躇ためらわず亀裂を乗り越こえたイシュトに、強ごう引いんに抱だき寄せられたと気付いたときには、既に足下は消失している。

　──馬鹿！

　冗じよう談だんじゃない、こいつは駄目だ。一緒になんて、連れていけない。余人に代えがたい、帝てい国こくの主あるじ──ただ一人の、彼女の恩人。

　──いつか必ず恩を返すと、誓ちかったはずだったのに。

　だが、もう何もかもが叶かなわない。宙に投げ出され、果てしなく落下していく感覚の中、ルーナは深い悔かい恨こんを抱いだいて、地上の闇へ向かって一直線に沈しずんでいった。
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　真っ暗な通路を、どこまでも進んでいく。埃ほこりっぽい空気は馴な染じみのものだ。割れるような歓かん声せいが幾いく重えにも反はん響きようする空間は、長くいると耳が慣れて、静せい寂じやくに包まれる。

　この通路の先に何があるのか、彼女はよく知っていた。闇を切り裂さく真っ白な光──無数の人々に仕組まれた運命。

　そして彼女には、進むしか道はない。待ち受けるものを恐れないわけではなかったが、それを避けようとも思わなかった。他ほかに行くべき場所も、やりたいこともない。戦って生き延びる、他の生き方を知らない。

　けれど、いつものように足を踏ふみ出しかけて、彼女はそれができないことを知った。ここで立ち止まったことなどない、けれど今はどうしても、この先に進めない。言い様のない感情が、身み震ぶるいとなって全身を巡めぐる。駄目だ、この先へは行きたくない──怖こわい。

　──…………。

　だが、そうして立ち竦すくむ彼女に、耳元で囁ささやく何かが触ふれる。いや、それはずっとそうしていたのだろう。柔らかく彼女を抱きしめて、その場に留とどめようとする。身み動じろぎさえもできない拘こう束そく──けれど、それが決して嫌いやなものではなかったのは何故なぜなのか。

　──行かないで。

　再び、すぐ側そばで囁きが聞こえる。はじめて聞くような、聞き覚えのあるような声。途と端たんに震えは治まり、視界がぐるりと回る。いつの間にか、通路は消えていた。ただ闇の中に、深く深く落ち込んでいく。

　だが不思議と、もう恐怖はなかった。轟ごう々ごうと風を切る音の中に、あの声が混じる。今にもかき消されそうに微かすかな、けれどはっきりと耳に残る囁き。

　──君を守る、必ず。







　目を開けても、ルーナは依い然ぜんとして闇の中にいた。

　辺りは耳が痛いほど静かで、なんの音も聞こえない。少しの間、ぼんやりと宙を見つめてしまう。目を閉じているのと変わらない、濃のう密みつな闇に囲まれて、咄とつ嗟さに現状が把は握あくできない。ここはどこで……自分は何をしていたのだったか。

　──えっと……？

　だが、ぼんやりとそんなことを考えながら、何気なく身体からだを動かそうとした瞬間、それができないことに気がつく。何かが彼女に伸のし掛かかっているようだ。といっても、決して苦しくはない。背に回された、腕の重み──包み込むように、身体ごと抱きしめられている感触。

「！」

　心臓がどきりと一ひと際きわ大きく打って、ルーナは弾はじかれるように起き上がった。一体どうしてこんなことに、と思った瞬間、靄もやが晴れるように鮮せん明めいに記き憶おくが蘇よみがえってくる。夜闇に浮かぶ空中庭園、空に向かって聳そびえる皇宮の塔──その空を黒い影が覆おおう。破壊される建物、逃げ惑まどう人々の悲鳴、やがて崩壊は足下にさえ及およんで、彼女は空中に投げ出された。

　──手を。

　摑まれたことを覚えている。あの瞬間、制する彼女の声に耳も貸さず、彼は身を乗り出して腕を引いたのだ。強く抱き寄せられて、どこまでも落ちて……そこで記憶は途と切ぎれている。

「──イシュト」

　呟つぶやいた自分の声が虚うつろに反響するのを聞いて、ルーナはようやくはっきりと意識を取り戻もどした。力の抜けた腕を彼女に預け、横たわっている相手の様子を確かめる。少しずつ闇に慣れてきた目に、目を閉じたままの白い顔が見えて、先刻とは違ちがう動どう悸きが胸を打つ。

「イシュト、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ん……」

　そっと揺すってみると、僅わずかに反応があった。どうやら死んではいないらしいと、ルーナはとりあえず胸を撫なで下ろす。怪け我がでもしていないかと心配したが、暗がりで解る範はん囲いでは、そういうこともなさそうだった。

　微かに聞こえる息いき遣づかいは規則的で、苦痛を感じている様子はない。更に強く揺すって起こそうとしたルーナだが、はたと気づいて手を止めた。目に見える怪我でなくとも、頭でも打っていたら良くない。

　──だって……私たちは、落ちてきたんだろう？

　気がついた当初は漆しつ黒こくの闇と見えた空間でも、少し目が慣れてくると周りの様子が見えてきた。部屋か通路か解らないが、どこか屋内であることは間ま違ちがいない。辺りには瓦が礫れきが散乱している。はっきりとは見えないが、おそらく天てん井じようが壊こわされたせいで生じたものだろう。澱よどんだ空気が、頭上に向かって流れているのが感じられる。

　──よく生きてたな……。

　空どころか、落ちてきたはずの場所さえ見えない。頭上に目を向け、ルーナはぼんやりとそう考えたが、すぐに自分の間ま抜ぬけさに気がついた。塔とうの上にある庭園から投げ出されては、普ふ通つうに考えて助かるはずがない。実際、あの瞬間、彼女は死を覚かく悟ごしたはずだ。

　なのに、彼女が今こうして生きている理由は一つしか考えられない。世の条理を捻ねじ曲げる、この世のものならぬ力が働いたに違いない。ルーナは落下していく最中の、朧おぼろな記憶を探さぐった。真っ暗な闇の中に、落ちていくのは彼女一人ではなかった──加速する落下の速度から、きつく抱きしめて庇かばってくれた。

「来るなって、言ったのに……」

　未いまだ目を覚まさないイシュトを見やって、ルーナは小さく呟く。名状しがたい感情が胸に満ちて、何故か妙みように落ち着かない。一体、この男は何を考えているのだろう。今までも理解できなかったが、ここに至っては尚なお更さらだ。こんなことをしなければならない、どんな理由があるというのか。

　──助けてくれたのは、解わかるけど。

　もちろん、彼には勝算があったのだろう。この世ならぬ神秘の業わざ、帝国の魔ま法ほうを縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつれる彼は、おそらくはその力で彼女を救ってくれた。そのことに感謝はするが、しかしあの行動はあまりにも軽挙というものではないか。彼は自分の立場というものを、よく省かえりみるべきだ。帝国の皇こう帝ていの生命は、この国の誰だれより重いはずである。少なくとも、彼女を助けるためなどに失われていいものではない。……生命の借りを返したい彼女の思いは差し引いたとしても、だ。

　だから、腹が立つ。またしても生命を救われておきながら、文句など言えた筋ではないことは重々承知だが、それでも叱しかりつけてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。こんな危険を冒おかして、万一のことでもあったらどうするのか。

　しかし一方で、思いがけないことにも気付いてしまった。自分の心を測りかね、ルーナは床ゆかに落ちたイシュトの手を握にぎる。その氷のような冷たさにぞくりとする。文字通り、血の通わない温度……けれど不思議なことに、何故か嫌とは思わない。

　──こういうところは、意外と……悪くないのに。

　前にもこの手が、こんな風に彼女を抱だきしめたことがあった。『精せい霊れいの民たみ』の末まつ裔えいだと言われ、『輝き石せき』の力を手にすることで帝国を支配しようという陰いん謀ぼうに巻き込まれたときのことだ。逆上した陰謀者は、最終的には彼女に刃やいばを向けた。イシュトは身を挺ていして彼女を庇ってくれたのだが、その彼を、ルーナは思わず怒ど鳴なりつけてしまったのだ。どうして簡単に傷ついたりするのかと、彼を責めた──自分には周りの人間を傷つけることしかできないのかと思うと、悔くやしくて情けなくて悲しくて、知らず涙なみだが零こぼれた。

　今にして思うと、恥はずかしいことこの上ない。どう考えても怒鳴られる筋ではなかったイシュトは、しかし文句を言わなかった。ただ、彼女の背に腕うでを回して、抱きしめてくれただけだ。それまでの強ごう引いんなばかりのやり方ではない、むしろ戸と惑まどったような仕草は、けれど思いがけず優やさしくて……何だか少し、安心できるような気がした。

　あのときも──そして、今も同じだ。他のことはともかく、彼にそうして抱きしめられるのは、嫌きらいでないと気付いてしまった。そっと腕の中に閉じ込めるときは、壊れ物を扱あつかうような慎しん重ちようさで、ぐいときつく抱き寄せるときは、他の何からも守ろうとするように──まるで、本当に大事なものに触れるような仕草だから。

　何度愛していると言われるより、どんな誓ちかいを立てられるより──ああして抱きしめられる方が、ずっと好きだと思えるのに。

　──……いや！

　これまでにない方向に引きずられそうな心を、しかしルーナはなんとか引き戻そうとする。それは危険な考えだと、自分に言い聞かせた。イシュトがどういう性格か、とうに解っているではないか。強引で自分勝手、他人の迷めい惑わくなど顧かえりみもしない。愛しているなどと嘯うそぶきながら、その実、彼女の心などどうでも構わないのだ。

　──じゃなきゃ、あんなことするか！

　突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれて、逃にげられないように押さえ込まれた。落下の衝しよう撃げきで意識から消えていたが、よく考えたらあれもついさっきのことだ。瞬しゆん時じに記憶が脳のう裏りに蘇り、ルーナは不安定な心情が、一気に憤いきどおりの側へ傾かたむくのを感じた。咄嗟のことに彼女が反応できないでいるうちに、この男ときたら……。

　──別に、気になんかならないけど！

　ちょっと唇くちびるが触ふれたくらい、なんてことはない。痛くも痒かゆくもないし、減るものでもない。必要ならいつだって仕返しできた──あんなことをされたのははじめてだとか、だから混乱して動けなかっただとか、今思い出して何だか妙に泣きたいような気分になったとか、そんなことはない。絶対ない。

「…………」

　知らず、拳こぶしに力が入る。ルーナは思わず、まだ目を覚まさないでいるイシュトを睨にらみつけた。人をこんな気分にさせて、吞のん気きに寝ねていると思うと腹が立つ。闇やみの中で見る白い顔が、綺き麗れいな分だけ人形じみて見えて、尚更に癪しやくに障さわった。きっと彼の方は、何も感じていないのだろう。強引に彼女を振ふり回して、気き紛まぐれに愛など囁ささやいて、なのに彼女の言葉など聞きもしないで──彼女がどう感じているのか、気にもかけない。

　自然に起きるまで待ってやろうと思っていたが、これまでの仕打ちを思い出したら気が変わった。遠えん慮りよなく叩たたき起こしてやろうと、ルーナは自由な方の手を伸のばす。指で頰ほおをつねろうとし……しかしそこで息を吞のんだ。何ら前まえ触ぶれもなく、イシュトが目を開けたからだ。

「…………！」

　至近距きよ離りで目が合ってしまう。一瞬、その場に固まったルーナだが、次の瞬間には声にならない声を上げて僅かに後あと退ずさりした。驚おどろいて、心臓が跳はね上がる。

　しかし、何も手を出そうとした瞬間に起きなくてもよさそうなものだ。まだぼんやりしているのか、何も言わないでいるイシュトに、ルーナは慌あわてて言い訳をする。

「あ、いや、違う。腹立つから無む理り矢や理り起こしてやろうなんて思ってない。ていうか、気がついたんだな。大丈夫か？　私が……」

「──ルーナ」

　解るか、と問いかける言葉は、しかし途と中ちゆうで遮さえぎられる。正しく答えが返ってきたことに、ルーナはひとまずほっとした。どうやら意識はちゃんとしているらしい。

「怪我はしてないか？　どこか痛いところは？　気分が悪かったりしないか？」

　とはいえ、それで安心というわけにもいかない。続けざまに尋たずねると、イシュトはじっと彼女を見上げて答えた。

「ああ……うん、悪くない気分だ」

「本当に？　起き上がれそうか？」

「いや」

　真顔で即そく答とうされて、ルーナは一瞬焦あせって相手を覗のぞき込んだ。やはりどこか痛むのだろうか。だが、心配した彼女が再度口を開く前に、イシュトはしみじみと呟つぶやく。

「こんな風に、君を見上げるなんてはじめてだ。もうちょっと眺ながめていたい」

「……とっとと起きろ」

「もっと優しく言ってくれたら、起きてもいい」

　相変わらず口が減らない。そんな冗じよう談だんを言っている場合かと、ルーナは安あん堵どと苛いら立だちが半々くらいの気分で思った。何ともなさそうなのは結構なことだが……少しでも心配したのが馬ば鹿からしくなる。

「くだらないこと言ってないで起きろ。一生、ここで過ごしたいのか」

「一生？」

　結果、ルーナは愛あい想その欠片かけらもなく言い捨てたが、しかし相手にはまるで応こたえる様子はない。イシュトは不思議そうに繰くり返したが、更さらに彼女が何か言う前に、小さく笑う。

「一生か。……君が一いつ緒しよなら、それもいいだろうな」

「馬鹿、そんなこと……」

「それに──ここなら君も、おれ以外は誰も見なくなる」

　だが、淡たん々たんとしたその声こわ音ねが、不意に不ふ穏おんな響ひびきを帯びる。思わず彼の顔を見返すと、闇の中で彼女を見つめる瞳ひとみと目が合った。作り物のような美び貌ぼうには何の表情も浮うかんでいないが、その瞳には不思議な光があって、ルーナは知らず息を詰つめてしまう。

　それは、はじめて見る光だった。青とも緑ともつかない、煙けぶるような色合いの彼の瞳を、ルーナはいつも宝石のようだと思っていたものだ。無機的な美しさはどこか非現実的で、温ぬくもりというものを感じられない。冷たく、硬こう質しつで──心というものを欠いた、虚うつろな輝かがやきだと。

　けれど今、覗き込んだその瞳から目が離はなせない。目を逸そらしたいのに、一方でどうしようもなく惹ひきつけられる。その瞳は、もはや意志のない宝石ではない。彼は、確かに彼女を見つめている──心臓を貫つらぬき、手足を縛しばり、永遠に捕とらえようとする眼まな差ざし。

「ずっと、ここにいたらどうなるかな。君と二人で……他ほかには何もなくて」

　ぞくりとする感覚は恐きよう怖ふなのか、それとも他の感情なのか、ルーナには区別がつかなかった。怖こわいだけなら逃げ出せる、けれどどうしてこんなにも、離れがたい気持ちにもなるのだろう。彼女を捕らえて、心を捩ねじ伏ふせようとするその奥に、何か切実な気配を感じる。
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「……そんなこと、できるはずないだろう」

　いや、駄だ目めだ。どこまでも引き込まれそうなその瞳から、なんとか目を背そむけて、ルーナはわざと憤る口調で言った。振り払はらうように、彼の手を放す。そうでなければ、離れられなくなりそうな気がしたのだ。

「勝手にしろ。おまえがここで一生寝て過ごそうが、私には関係ない……」

　だが、そう言って立ち上がろうとした瞬間、ずん、と重い音が響いた。足あし下もとが細かく震ふるえるほどの地じ響ひびきに、僅わずかにたたらを踏ふんでしまう。

「！」

　次いで聞こえてきた微かすかな音に、ルーナは身も凍こおるような感覚を覚えた。悲鳴のような、怒ど号ごうのような、しかし明らかに人の声ではない──彼女にとっては、聞き慣れた咆ほう哮こう。

「──魔ま獣じゆうか」

　体勢を立て直そうとする彼女の背後から、呟く声がした。振り返ると、いつの間にかイシュトは起き上がって、音のした闇の彼方かなたを見み据すえている。ルーナは先刻のことを思い出した。庭園から落ちる前──そもそも庭園を崩ほう落らくさせた原因が何であったか。

「ここに……いるのか？」

　やはり、あれは幻まぼろしではなかったのだ。皇宮の塔とうに取りついた、巨きよ大だいな異形の影かげ。遠目にしか見えなかったが、あの影が闘とう技ぎ場でも滅めつ多たに見ることができない大きさであることははっきりと解わかった。あの魔獣が、近くに潜ひそんでいるのだろうか。

「同じ奴やつとは限らないけどね」

　呆ぼう然ぜんとするルーナの、問いともいえない呟きに、イシュトが冷静に答えた。その声音からは、既すでにさっきまでの、何とも言えない雰ふん囲い気きは感じられない。ルーナの前で、彼は一つため息をついた。

「そうだ、君の言うことは正しい。──そんなことが、できるはずもない」

　低く呟かれたその言葉は、単純な冗談の終わりというよりは、もっと別の響きに聞こえる。だがルーナがそれを意識するより早く、イシュトはあっさりと立ち上がった。暗くら闇やみの奥を眺め、次いで彼女の方に目をやり、軽く首を傾かしげる。

「さあ、どうしようか」

「やっと動く気になったのか。どうしようって、何が」

「君を、ここに置いて行った方がいいのかどうか」

「は!?」

　いきなり非情な提案をされて、ルーナはつい素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。どうしてそんな扱あつかいをされなければならないのか、理解できない。別に何か当てにしているわけでもないが、こういうときは普ふ通つう、協力して動こうと思うものではないのか。というか、さっきまで一緒に云うん々ぬん言っていたのはどこの誰だれだ。

「意味が解らない！　なんの恨うらみがあって、私にそんなことを……」

「だって、危険だから」

　だがどうやら、イシュトは悪気で言っているわけでもないらしい。ルーナが更に何か言うより先に、軽く手を振る。と、その指先に小さな光が生じた。夜空の星のように微かな光。

　辺りの闇やみを払うには到とう底てい足りない輝きではあるが、しかしルーナはついほっとするのを感じた。周りの様子もよく解らない中で、自分でも意識していない緊きん張ちようがあったらしい。明かりを灯ともそうにも、火をつけるのに必要なものなど持ち合わせてはいないから、様子を探さぐりながら移動するしかないと覚かく悟ごしていたのだが。

「ああ、魔ま法ほうか……便利だな、やっぱり」

「うん。でも、ここでできるのはこのくらいなんだ。この辺りは、『輝き石せき』の干かん渉しようを遮しや断だんしてる。基本的に魔法が使えない」

「え？」

「ここに落ちるとは、ついてなかったな。本当なら、転移魔法か何かですぐに戻もどれたはずなんだけど」

『輝石』の力が引き出せないとなると、大規模な魔法は使えない。こうして、弱い光を生み出すのが関の山だ。庭園から落ちたときに、墜つい落らく死ししなかったのが不幸中の幸いかとイシュトは言い、ルーナは自分の想像が正しかったことを知った。やはり、彼が助けてくれたのか。

「あの、ありがとう。おかげで助かった」

　今いま更さらながらに礼を言う。なんのことを言われたのか解らなかったのか、イシュトは一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしたが、彼女の言いたいことが解ると、ああ、とあっさり言った。

「君に傷がつくのは嫌いやだからね。おれ以外の何かが、君を傷つけるなんて許さない。何ともないなら、それでいいさ」

「…………」

　衒てらいなく言ってのけられて、ルーナは返す言葉に詰まる。イシュトの言い草は、相変わらずと言っていい。『傷がつく』なんて、物扱いもいいところだ。誰であろうが傷つけられるのは真っ平ごめんで、彼を除外する理由などない。まったくの勝手な言い分を、けれど一いつ蹴しゆうしてしまえないのは、先刻の記き憶おくのせいだ。あんな風に抱だきしめられたら──何だか本当に、大事にされている気がしてしまって。

「でも、ここからはそうもいかない」

　しかしイシュトは、ルーナの返事など待ってはいなかった。混乱する彼女の内心にはお構いなく、闇の向こうを指し示す。

「魔法に頼たよれないとなると、あれを回かい避ひするのは不可能だろうからね。皇宮騎き士しが気付いてここに来るまでは、動かないでいる方が安全かもしれない」

　いや、今は目の前のことを考えよう。油断なく周囲に気を配りながら、ルーナもまた、余計な感情を意識から締しめ出して闇に目を向けた。辺りには再び静せい寂じやくが戻っていたが、しかし今やそれが仮かり初そめのものであることははっきりしている。この闇の中には、確かに彼女たち以外のものの気配がある。得体の知れない獰どう猛もうな魔獣が、今すぐ目の前に現れてもおかしくない……。

「それにしても、なんだって魔獣なんてうろついてるんだ……」

　普通の動物とはわけが違ちがう、国境沿いの地域にしか現れないはずの魔獣が、自然に帝てい都とに入り込むなんて聞いたことがない。ましてや、人間でさえ、魔法の加護を受ける証あかしである『印』を持たなければ足を踏み入れることさえできないはずの皇宮に、どうして魔獣など現れるのか。

「……まさか、あれ飼ってるなんてことはないよね？」

「個人的には面おも白しろそうだと思うけど、おれの知る限りはないな。でも、『障しよう壁へき』が破られた節もない」

　帝都の中心、『輝石』の恩おん恵けいを受ける皇こう帝ていの居城には、見えざる魔法の守護がある。魔法の加護の証である『印』を持たない者の侵しん入にゆうを阻はばむ『障壁』は、この城の他の魔ま法ほう仕じ掛かけと同じく『ヴァルシウスの術式』によって生み出されているものだ。もしそれに接せつ触しよくする侵入者があれば、術式を維い持じするイシュトにはたちどころにそれが解るのだという。人であろうと魔獣であろうと、同じことだ。

「でも、それじゃおかしいじゃないか。誰かが運んできたんじゃない限り、魔獣なんかいるわけない」

「不思議だよねえ」

「他人ひと事ごとみたいに言ってる場合か」

「とにかく、そういうわけだから、君はここにいた方がいいと思うんだ」

　危ないから、と言われて、ルーナはそもそもの話を思い出した。確かに、先刻庭園で見かけた魔獣と、今ここで遭そう遇ぐうするのは避さけたい。彼女一人で戦える相手ではなさそうだ。魔獣の気配が消えるまで、しばらく大人しくやり過ごすべきだというイシュトの意見に、しかしルーナは頷うなずけない。

「でも、いつまでもここにいられるわけじゃないだろう。放ほうっておいて、あれが消えてくれるわけでもないんだから。皇宮騎士が、ここまで下りてくるかも解らない」

　──遺い棄きされた区画に迷い込んだ場合、助けはないものと思ってください。

　以前、ベルダに聞いた話が正しければ、皇宮騎士は皇宮の全すべてを守るわけではない。広大な皇宮には、古い時代に遺棄された区画が数多くあって、そこは彼らの管かん轄かつ外なのだ。よほどのことがない限り足を踏み入れないし、内部の構造を詳くわしく知る者もいない。魔獣を追つい跡せきするにしても、随ずい分ぶんと手間取るだろうと想像はつく。ましてや、こんなところに紛まぎれ込んだ人間二人を、捜さがし出せるものだろうか。

　助けはない。頼りになるのは自分自身と、このほのかな魔法の明かりだけだ。急にうそ寒さを感じて、ルーナは落ち着かず身み動じろぎしたが、しかし続くイシュトの言葉を聞いて、その感覚は瞬時に吹ふき飛んだ。

「だから、おれが呼んでくればいいんじゃないかな」

「……は？」

「おれが上へ行って、戦えそうなのを連れてくるよ。だから、それまでここで待ってて」

「い、いやいやいやちょっと待って！」

　どうしてそうなるのか。ルーナは慌あわてて声を上げる。たった今、この闇の向こうに危険な魔ま獣じゆうが徘はい徊かいしていると話したばかりのはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、すぐに戻ってくるから」

「その根こん拠きよのない自信は何なんだ。魔法が使えなくて、おまえはどうするつもりなんだ」

　もし普ふ段だん通り魔法が使える状じよう況きようなら、なんの問題もない。魔獣の一いつ匹ぴきや二匹ひき、イシュトなら近付きもしないうちに目の前から消してしまえるだろうし、実際そうするのを見たこともある。だが、その魔法の力の他ほかに、彼にこの先十中八九鉢はち合あわせるであろう魔獣と渡わたり合う能力があるのだろうか。身分から考えれば至し極ごく当然だが、彼が戦うところなど見たことはない。剣けんを扱えるのかどうかも知らない──と思って、ルーナははたと気付いた。そういえば、彼が帯びていたはずの剣は……返し損そこねたまま今は彼女が持っている、この剣ではないのか。

「……っていうか、剣がないのにも気付かないのか!?　そんなことで、魔獣をどうにかできるわけないだろう！」

「剣？　ああ、だっておれが持っていても意味ないし」

　人生でただの一度も、剣など振ふったことはない。剣けん術じゆつの心得など欠片かけらもない。恥はじ入るどころか、むしろ当然のごとくあっけらかんと言ってのけるイシュトに、ルーナは頭を抱かかえそうになった。予想以上というか、以下というかは判断に苦しむが、せめてもう少しまともな反応をしてほしかった。

「馬ば鹿かかおまえは！　そんなの、余計にまずいに決まってる！」

「だから、その剣は君が持っていた方がいい。おれにとっては飾かざりだけど、物はまともなはずだ。できるだけ早く皇宮騎士を寄よ越こせるようにするけど、もし何かありそうだったら、それで身を守ってくれ」

「言われなくてもそうするとも！　剣さえあれば、私は大たい概がいのことはどうにかできるんだ。問題はそっちだろ！　ちゃんと見なかったのか？　あんな魔獣、間近で遭遇したら怪け我がくらいじゃ済まない。私だって、できれば会いたくは……」

　魔法もなく、それに代わる方策もなく、ここを脱だつ出しゆつできるわけがない。更さらに勢いをつけて言い諭さとそうとしたルーナだが、しかし答えるイシュトの言葉には、絶句するしかなかった。

「だから、おれが行くんじゃないか。おれは傷つかないし、死なない──心臓を奪うばわれない限り」

　胸むな元もとを軽く叩たたいて示す、彼の言葉の意味は解わかっている。帝てい国こくの皇帝は、ただ人とは違う。その存在はただ、帝国を支えるためだけにあるのだ。『輝石』を維持する『ヴァルシウスの術式』を制せい御ぎよするために、生きながらにしてその身を捧ささげている。呪のろわれた心臓、血の通わない身体からだ──他の何者の追つい随ずいも許さない、強大な魔ま力りよくと引き換かえに、彼はその身を人でなくした。

「反はん撃げきはできないけど、殺されることもない。それなら、いつか人のいるところに辿たどり着けるだろう？」

　少なくとも、ここでルーナと一いつ緒しよにいては、せいぜい盾たてになるくらいしかすることがない。ついでに、魔獣と会ったら注意を引いておくよ、と吞のん気きに言うイシュトに、ルーナは思わず拳こぶしを握にぎる。彼がそんな風に言うのを聞くのは嫌いやだった──何も感じない顔をして、まるで人ではないように振舞まわれると、何故なぜか胸に得体の知れない衝しよう動どうが込み上げてくる。

　──そんなこと。

　認めない。認められない。確かに彼はここにいて、同じ場所に立っていて、同じものを見て──確かに生きているのに。

「このっ……馬鹿！」

「ルーナ」

「なんでそう、勝手なんだ！　大体、見通しがいい加減すぎる──いくら死ななくても、怪我したら歩けないだろう！」

　叩きつけるように言って、ルーナは憤ふん然ぜんと相手を睨にらむ。前にも同じようなことを言った覚えがあるのだが、この男はまるで理解していないらしい。死ななくたって、傷つくことに変わりはない。

　──絶対に、嫌だ。

　誰だれかに庇かばわれて、傷つけて、失ってしまうようなことは──もう二度と。

「もういい」

　だから、暗くら闇やみに向かって歩き出す。呆あつ気けに取られるイシュトには目もくれず、その傍かたわらを通り過ぎた。

　──言っても解らないのなら、勝手にさせてもらうまでだ。

　ルーナ、と再度名を呼ぶ声が、背後から聞こえる。彼をその場に取り残しそうな彼女の勢いに、当とう惑わくしているらしいその声に、ルーナは更に少し行った場所から振り返ると、きっぱりと告げた。

「何をぼやっとしてる、さっさと行くぞ。私はいつまでも、こんなところにいるつもりはないんだから」

「おれが行くって。すぐに人が」

「信用できるか」

　絶対、辿り着けないに決まっている。間かん髪はつ容いれずに、ルーナは確信を持って言い返した。何か言おうとする彼を遮さえぎって、一気に続ける。

「大体、勘かん違ちがいもいいところだ。魔ま法ほうがなければ、おまえは私より弱いだろう。剣も使えない、魔獣も追い払はらえないんだから、おまえが私を心配するのは間違ってる」

　なのにどうして、彼女が一方的に守られる側と決まっているのか。置いていくとかいかないとか、勝手なことを言うのは止やめてほしい。どこでどうしているのが最善かくらい、自分で決められる。

「だから、今度は──守るのは、私の方だ」

　今度こそ、彼女の番なのだ。どうして今、庭園から落ちて生命があるのか──いや、そのずっと前から、どうして自分がまだ生きていられるのか、考えてみれば自明のことだ。ここで、彼と離はなれる選せん択たく肢しなどない。

　有う無むを言わせぬ口調で言い切って、相手を睨む。てっきり、気を悪くするものと思っていたからだ。何があっても反論を許さないつもりでいたルーナだが、しかし反応は思いがけないものだった。イシュトは不思議そうな顔をして、呆気に取られたように目を瞬またたく。

「……おれと、一緒に来てくれるの？」

「おまえについていくんじゃない。おまえが私についてくるべきなんだ」

「危ないよ」
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「危ないから行くんだろう。そっちこそ、私から離れるなよ」

　少しの間、イシュトはぽかんと彼女を見返していた。が、彼女の言葉を理解すると、その表情が変わる。思いもかけないものを目まの当たりにして戸と惑まどうような、躊躇ためらいがちな──けれど心底ほっとしたような笑え顔がお。

「解った。君と一緒に行くよ。──ありがとう」

　そう答える穏おだやかな声はいつもの調子と変わりなかったが、しかしその表情に胸を突つかれる心ここ地ちがして、ルーナは思わず相手を見つめてしまった。闇やみの中、薄うす明あかりで見るせいか、その表情はいつもと何かが違う気がしたのだ。いつもはどれほど彼女が罵ののしっても、少しも気にかけずふてぶてしく笑うはずのその顔に、どこか切ない影かげが落ちているように見える。

　しかし、はっきりとそれを確かめることはできない。ルーナの視線に気付いたか、一いつ瞬しゆんの不自然な沈ちん黙もくの後、イシュトはにっこりと笑う。影はすぐさま消え、いつも通りの愛あい想その良さが戻もどる。

「君がそんなに、おれと一緒にいたいなんて知らなかった。もちろん、おれも同じ気持ちだとも！　絶対に離れない」

「絶対同じじゃない気がする！　言っとくけど、ここから抜ぬけ出すまでだからな！」

　慌ててそう言い訳をして、ルーナは思わず目を逸そらす。じっと彼を見つめていたことを自覚すれば、今いま更さらながらに密ひそかに気まずさを感じる。そんなつもりではない、別に一緒になんかいたくない。ただ、ちょっと、様子が気になっただけで……。

「君となら、どこまででも一緒に行くさ」

「うるさい。さっさと行くぞ」

　これ以上、言われたいように言われるのは我が慢まんならない。言い捨てて、ルーナは足早に歩き去ろうとする。一瞬の気き掛がかりと、それに倍する気き恥はずかしさ、理由の解らない感情から逃にげ出すように背を向ける彼女を、吞気な声が呼び止める。

「あ、待ってくれ、ルーナ」

「何！」

「上へ行く道はそっちじゃないよ。君と一緒なら遠回りも悪くないけど、こう暗くちゃ雰ふん囲い気きもない」

「…………」

　指し摘てきする声には、悪びれる気配は欠片かけらもない。もはや反論する気力もなく、ルーナは脱だつ力りよく感とともに、黙だまって言われるままに踵きびすを返した。
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　暗闇に沈しずむ通路に、二人分の足音だけが反はん響きようする。イシュトが作った小さな魔法の光がいくつか、ふわふわと空中を飛んで辺りを照らすが、それも周囲をほんの少し、闇に透すかして見せるだけだ。行く先は黒く塗ぬりつぶされて、何も見えない。

　ただ、通路を歩くだけならそれも我慢できる。足を取られるような障害物があるわけでもなく、足あし下もとばかりにそれほど注意する必要はない。しかし問題は、この暗闇が明らかに人じん為い的な悪意であるということだ。闇から浮うき上がるように視界に入ってきた壁かべを見やって、ルーナは思わずため息をつく。

「また、別れ道か……」

　彼女たちが歩いてきた通路は、目の前で別の通路と交差して途と切ぎれている。左右に伸のびる新たな通路は、しかしどちらも先は暗闇に吞まれて、どこへ続くか解らない。いや、たとえ十分な光源があっても、行き先を決めるのは難しかったに違いない。窓のない灰色の石いし壁かべには、装そう飾しよくの一つもなく、どこも同じ景色が続いている。

　──迷めい路ろだな。

　皇宮の建物が、雑多な改築や増築を重ね、今や迷めい宮きゆうのようになっていることは知っている。今は誰も足を踏ふみ入れない区画や、忘れられた隠かくし通路が無数にあるという事実には呆あきれる他ほかないが、しかしそれはあくまで結果的にそうなったものである。打ち捨てられた場所にも、かつてそこを行き来したはずの人々の気配が色いろ濃こく残っているものだ。

　しかしそれと比べると、この闇の通路は明らかに異質だった。雑多な故ゆえの混こん沌とんとは違う、限界まで特とく徴ちようを廃はいした殺風景な通路から、これを作った人々の意志がはっきりと解わかる。ここは、人を迷わせるように作られているのだ。

　もし彼女一人であれば、途と方ほうに暮れたであろう状じよう況きようだが、しかしありがたいことに、長く立ち止まることはなかった。舌打ちする彼女の背後から声がかかる。

「そこは左だよ」

　少し遅おくれて歩いてきたイシュトは、足も止めずにそう言った。どうやら彼は、この迷路を抜ける道を知っているらしい。迷いのない指示に、ルーナは密かに胸を撫なで下ろす。こんな根こん性じようの悪い迷路を自力で脱だつ出しゆつする羽目になっていたら、一体どれだけ時間がかかるか知れたものではない。脱出するより先に餓が死ししかねない。

「まったく……何なんだここは」

　ルーナはうんざりと辺りを見回す。どこまで行けばいいのかまるで見当もつかない、どころか彼女には、同じところをぐるぐると回っているようにさえ思える。

「建物が複雑すぎて迷うってだけでもおかしいって思ってたけど、わざわざ迷うような場所まで作るなんて馬ば鹿かげてる。何が楽しくて、迷路なんか作ってるんだ」

　思うさまに吐ついた悪態に、しかし返事はなかった。イシュトは彼女の方を見ず、ただ黙って歩を進める。自分の声が虚うつろな闇に吸い込まれていくのを聞きながら、ルーナは密かに同行者の様子を窺うかがった。いつもなら何かと口を出してきて、いっそ煩うるさいほどであるのに、さっきから妙みように口数が少ない。

　いや、今だけではない。考えてみれば、ずっと様子はおかしかったのかもしれない。今夜の出来事を思い返して、ルーナは内心首を傾かしげる。もしいつもの彼ならば、彼女と離れて行動しようなどと言い出すことはなかっただろう。これまではどれだけ彼女が鬱うつ陶とうしがろうと、平気で付き纏まとってきていたのに。自分から離れようと言ったくせに、彼女が一いつ緒しよに行くと言うと拒きよ否ひしなかった。どころか何故なぜかそれを喜ぶような表情さえ浮かべて、一体どちらが望みなのか。

　──魔ま法ほうが使えないっていうのが、良くないのか？

　城の外で『印』を持たない平民として生きてきたルーナには、魔法に関する感覚というものはまるで解らないのだが、しかし想像がつく部分はある。これまで当たり前のように身を守っていた力が突とつ然ぜん消え失うせたなら、どうにも心こころ許もとない感じがするに違いない。彼女だって、もしこの場所に剣けんもなく放ほうり出されていたら、どれほど恐おそろしい思いをしたことか。その剣を預かった以上、義理は果たすつもりでいるルーナだが、彼が不安に思う気持ちも解らなくはない。

　──でも……それだけじゃないような……？

　だが、今の態度はそれで説明がつくとしても、ではその前はどうだったか。この迷路に落とされる前──庭園の片かた隅すみで、きつく腕うでを摑つかんで強ごう引いんに口付けてきた彼の振ふる舞まいも、思えばどこか彼らしくなかった。良くも悪くも、イシュトは彼女を玩具おもちやのように扱あつかってきたはずだ。常に手元に置きたがって、気き紛まぐれにちょっかいを出してくる。彼女が何を考えていようが、どれほど彼を厭いとおうが、まるで気にはしなかった。

　けれど、あのときは違った。──ただの玩具の人形に、あんな風に口付ける者があるだろうか。

　──君が想おもう他の何もかも、消えてなくなればいい。

　不ふ愉ゆ快かいには違いない。恐ろしいとも、屈くつ辱じよく的とも思えるその行こう為いを、受け入れるつもりはさらさらないが、しかし今はそれをきつく責める気になれなかった。本当は怒ど鳴なりつけてやろうと思っていたのだが、その後の彼の言動に違い和わ感かんを覚えているうちに、そんな感情も霧む散さんしてしまったのだ。

　──一生か。……君が一緒なら、それもいいだろうな。

　──ここなら君も、おれ以外は誰だれも見なくなる。

　彼がどういうつもりなのかは解らない。しかしルーナは、どうにも危あやうい気配を感じずにはいられない。どこか張り詰つめた、不安定な雰囲気──一つ何かを掛かけ違えたら、この濃のう密みつな闇に吞のみ込まれてしまいそうな。

「イシュト」

　忍しのび寄る不安を打ち消したくて、思わず名を呼んでみる。続かない会話と同様、何となく返事はない気がしていたが、応えは当たり前に返ってきた。

「何？」

「……これ、どこまで行くんだ？」

　どうやら、彼女の声が耳に入っていないわけではないようだ。とりあえずほっとして、ルーナは咄とつ嗟さに思いついたことを尋たずねた。案内されている立場で文句は言えないが、目的地の目安のない道のりはやけに長く感じる。

「もう少し行ったら、上に戻もどる通路があると思う。もう、それほど遠くないよ」

「よく道が解るな。私には、どこも同じ通路に見える」

「……前に、来たことがあるから」

「へえ、なんでこんなところに？」

　その答えを多少意外に感じて、ルーナは何気なく訊きき返した。こんな得体の知れない迷路に、一体何の用件があったというのか。てっきり今は足を踏み入れる者もない、古い区画だとばかり思っていた。

　だが、問い掛けに返ってきたのは答えではなかった。不自然な沈ちん黙もくが、中ちゆう途と半はん端ぱに流れる。しかし、会話が続かず怪け訝げんに思ったルーナが振ふり向く前に、低い声が呟つぶやく。

「──君こそ、どうしてあそこへ来たんだ」

「え？」

「あの場に、君が加わることを許した覚えはない。誰が君に目を付けるか知れたものじゃないってこと、解らなかったわけじゃないんだろう」

　咄嗟にその言葉を理解できなかったルーナだが、一いつ瞬しゆん遅おくれて意味を悟さとる。彼女が、先刻の舞ぶ踏とう会に紛まぎれ込んでいたことを言っているのだろう。庭園から落下する直前も、その話でイシュトと揉もめていたことを思い出し、ルーナはうんざりとため息をついた。またその話か。

「だから、勝手に行ったのは悪かったって言ったじゃないか。これ以上、何を……」

「──故郷って、そんなに大事？」

　だが、返ってきたのは意外な言葉だった。不意にイシュトが立ち止まったので、ルーナもまた数歩行きかけて足を止めた。怪訝に振り返る彼女に、イシュトは静かに告げる。

「考えたんだ。どうしてルーナは、まだ街のことを気にするんだろうって。……ロキは、あの街は君の故郷なんだから仕方がないって言う。故郷だから、君はまだあの街に戻りたがってるって」

　ルーナは驚おどろいて相手を見つめる。彼女の知らないところで、彼らがそんな話をしていたのは意外だった。彼女の意志など関係なく、一方的に命を下すことが許される立場の彼らが、そんな風に彼女の内心に気を回すことがあるとは思わなかったのだ。

「でも、そんなことは認めない」

　だが、心こころ遣づかいを感じられたのもそこまでだ。険しい口調でそう言って、イシュトはじっと彼女を見み据すえる。弱い光の照らす中でもはっきりと解るその瞳ひとみの色に、ルーナは密ひそかにたじろいでしまう。真っ直すぐに彼女を射い抜ぬく眼まな差ざし──彼女の心を捩ねじ伏ふせることも躊躇ためらわない、傲ごう慢まんで無む慈じ悲ひな瞳。

「どうしたら、諦あきらめてくれるんだ？　君を鎖くさりに繫つないで、どこかに閉じ込めてしまったら？　それとも、あの街が消えてしまわない限りは駄だ目めなのか？　君を知っている人間が皆みないなくなったら、もう帰りたいと思わなくなる？」

「ちょっ……馬鹿言うな」

　淡たん々たんとした口調、その示し唆さするものに、背筋が寒くなる。その気になれば、イシュトにはできるだろう。そんなことをするはずがないと思う反面、合わせた彼の瞳が、確信することを躊躇わせる。常識も良心も踏ふみ躙にじって、どんなことでもやりかねないと思わせる冷れい酷こくな気配に、心臓が嫌いやな音を立てる。

「私を……脅おどしているのか？」

「脅す？　おれは知りたいだけだ、ルーナ。君をずっと、ここに留とどめておく方法を」

　意外にも、イシュトは少し困こん惑わくしたようにそう答えた。思ってもみないことを言われたという顔だ。しかしそれこそ馬鹿らしい、これが脅しでなくて何だというのか。どういうつもりだと、ルーナは更さらに問いかけようとしたが、しかし続くイシュトの言葉に、言いかけた声を失った。

「そのためなら、なんでもする。君が望むなら、どんなことだって叶かなえるよ。でも──君と離はなれることだけは、もう耐たえられる気がしない」

「…………」

「もう、君の姿を見ているだけじゃ我が慢まんできない。声を聞いて話をして、抱だきしめてしまったら、君のいない世界なんて想像できない。いなくなるかもしれないなんて、思うだけで嫌になる。君があの街へ帰るなら、全部焼き払って消してやりたい」

　だから、その発想が恐ろしいのだとルーナは思ったが、内心を口には出さなかった。言える雰ふん囲い気きでないというのももちろんだが、一番の理由は、そういう彼の声こわ音ねに、これまでには感じ取れなかった響ひびきを聞いたからだ。強引で短たん絡らく的、相手の気持ちなど考えもしない──けれどそれは、そんなものに気を向ける余よ裕ゆうがないほど切せつ羽ぱ詰つまった心の裏返しなのではないか。

「ま、待った。別に私は街へ戻ろうなんて……」

「思ってるんだろ！　じゃなきゃ、あんなところに君がいたはずがない。本当はあんな舞踏会なんか、君は興味がないはずだ……誰か知ってる奴やつを探してたんだろう」

　意外と鋭するどい、とルーナは少し感心する。平民の、貧しい育ちの彼女が、単に華はなやかな舞踏会に憧あこがれて入り込んだという考えがあってもよさそうなものだが、どうやらイシュトはそうは考えなかったらしい。いつもは彼女の癇かんに障さわるようなことばかり言うのに、もしかしてあれで案外、彼女のことを気にかけてくれてはいたのだろうか。

　だが、吞のん気きにそんなことを考えている暇ひまはない。不ふ穏おんな視線を跳はね返すように、ルーナは顔を上げて、真っ直ぐに相手を見つめ返した。

「違ちがう。私は街に戻るつもりなんかない。……舞踏会に、街の知り合いに会えないかと思って潜もぐり込んだのは事実だけど、でも、戻ろうと思ってしたことじゃない」

　大体、今いま更さらあの街に戻って何になるのか。もし今、彼女が皇宮から解放されてどこへでも行けることになったら、帝てい都とを出てどこか知らない街へ向かうだろう。家族もない、係けい累るいもない。生きていく場所はどこだって構いはしない。

　戻りたいのは、街ではない。取り戻したいのは、かつて確かにあったはずの心──二度と戻るはずのない、幻まぼろしだ。

「……知り合いに会って、どうするつもりだったんだ」

「私がいなくなってからのことを聞きたかったんだ。皆、どうしているかと思って……」

「皆？　誰のこと？」

「誰って」

「どうせ、あの男のことなんだろう」

　イシュトが言う『あの男』が、誰のことなのかは解わかっている。ルーナは一つため息をついた。

「……イェーガのことも、そうだな、知りたかった。うまくいってればいいんだけど」

「本気で言ってるのか？　あの男が何をしたか……」

「解ってる。だから、どうなっててもいいんだ。うまくいってればいいとは思うけど、うまくいっていないとしても、もう私には関係ない」

　彼女に剣けんを教え、生きる術すべを与あたえてくれた──あの日まで、ずっと庇かばってくれることを疑いもしなかった彼のことをどう思えばいいのか、ルーナには今もよく解らない。良くも悪くも、彼女たちはすれ違ったのだ。いつかまた、出会うこともあるかもしれない。けれど今、振り返って追うつもりもない。

　彼の動向を知りたかったのは、彼のためではない。知りたかったのは──自分のことだ。

「私が、何をしたのか知りたかったんだ。私にも……何かをすることができたって」

　イェーガの罪を問わない代わりに、皇宮に囚とらわれることを選んだ。もっとも彼女が何と言おうが、その気になればロキシスなどは問答無用で彼を捕とらえただろうから、彼女が庇ったというのはおこがましいかもしれないが、しかしそれは確かに彼女が決めたことだ。それがあの状じよう況きようでただ一つ、彼女のできることであったから。

　あれから、ルーナの生活は大きく変わった。皇宮の暮らしには制限こそあれ、不自由することはない。もう、〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉として闘とう技ぎ場に立つことはない。危険を冒おかして魔ま獣じゆうと戦うことも、不ふ愉ゆ快かいな思いをして小金を稼かせぐことも必要なくなった。

　以前から考えれば、夢のような生活。些さ細さいな不便を除いては、不満などないはずの暮らしをして、けれどルーナは日ひ毎ごとに何かが削けずられていくような気がしてならない。かつては確かに彼女を支えていたはずのものが、音もなく失われていく。

　──何のために。

　表向きは、『精せい霊れいの民たみ』の技術を解明する研究のために、彼女は皇宮に留め置かれていることになっている。しかし実際は少し違う。研究が進もうが進むまいが、彼女が皇宮を出ることは二度とないだろう。帝てい国こくは、『輝き石せき』の力に干かん渉しようできる存在であるらしい彼女を、野放しにはできない。おそらくはこれからもずっと、彼女を監かん視しの下に置き続けるに違いない。

　帝国を維い持じするための、意志のない駒こま。そうして生きることにも、それなりに意味があるのだろう。だが、それは押し付けられた義務だ。皇宮の人々にとってそうする必要があるのは理解できるし、だからこそルーナもそれを受け入れはしたのだが、しかしそれはあくまでも義務に過ぎない。押し付けられたものは、彼女のものにはなり得ない。

　──どうして、ここにいるんだろう。

　街で暮らしていた頃ころは、そんなことは考えたことがなかった。考えるまでもなく、解り切ったことだったからだ。ユミルが一いつ緒しよに暮らそうと言ってくれたから、できることはなんでもしようと思った。イェーガが彼女に剣を持たせて、なかなか様になっていると笑ったから、剣をふるうことを覚えた。自分が彼らの力になれると信じていた──彼らを幸せにするために生きているのだと、疑ってもみなかった。

　でも多分、それは間ま違ちがっていた。少なくとも、今はそうではない。そういう生き方は、もうできないのだ。

　だが、だとしたら、何のために生きればいいのだろう。

「何もすることができないのなら、死んでいるのと同じだ。死んだように生きていても、意味がないのに」

　焦しよう燥そう感かんがじわりと胸を焼く。それは皇宮で暮らしはじめてから、絶えず彼女を食くらい尽つくそうとしている感覚だ。痛みでもない、苦しくもない、けれど徐じよ々じよに彼女の内側を侵しん食しよくしていく。緩ゆるやかに体内を巡めぐる毒のように、やがては彼女を殺すのだ──生きているのか死んでいるのか解らない、永遠に続く無む為いな日々。

　毒されてしまうのは嫌だった。自分には何もできないのだと、何の意味もなくただ緩かん慢まんに死んでいくのだと思うのは耐え難がたかった。だからこそ、皇宮の外のことを知りたかったのだ。そこにまだ、彼女がいた痕こん跡せきが残っているなら、少しは救われるような気がして。

　しかし、本当は解っている。それも結局は、ただのまやかしに過ぎないのだ。ルーナは唇くちびるを嚙かんで、明後日あさつての方向に目を逸そらした。自分がたまらなく惨みじめに思える。もう戻もどらない過去に縋すがらなければ、自分が生きていることさえ解らない。

　自分がこんなにも弱いのだと、今までは知らなかった。一人では生きていけない、生きていく方法が解らない。──誰だれかが側そばにいてくれさえすれば、きっと迷わないでいられるのに。

　ルーナが完全に口を閉とざすと、再び沈ちん黙もくが落ちる。意外にも、イシュトは何も言わなかった。何とも言えない空気が流れ、ルーナは不意に恥はずかしくなる。しまった、一体何を言っているのか。言っても仕方がないと、解っていることなのに。

「……もう、いいだろう。行こう」

　内心を口に出すのは慣れていない。それも、こんな弱音めいたことを言ってしまうなんて、我ながら本当にどうかしている。流れを断たち切るようにそう言って、無む理り矢や理り歩き出そうとしたとき。

「────！」

　突とつ如じよ、近くで空を切る音がする。反射的に剣に手をかけて、ルーナは音のした方を振ふり返った。闇やみの向こうで何かが蠢うごめく気配、すぐ側を掠かすめたのが、鋭えい利りな何かであったことに気付き、剣を抜ぬき放つ。

「ルーナ」

「下がってろ。──何かいる」

　そしてこの闇の中にいる『何か』が、何なのかは大体想像がつく。鋭く言ったルーナの声音に、イシュトも事態を把は握あくしたらしい。それ以上は問答をせず、大人しく彼女に従って退いた。代わりに、小さな光が宙を滑すべって、彼女の視線の先へ進んでいく。闇を払はらうというには弱々しいが、しかし敵の正体を知るには十分だ。

　光が照らす闇の中に、黒い塊かたまりが残っている。大の大人ほどもあるその塊は、しかし光に触ふれるや否いなや、弾はじかれるようにこちらに飛びかかってきた。鋭利な爪つめを振り払う剣が、甲かん高だかい音を立てる。

「やっぱり出てきたか！」

　影かげのように黒い身体からだ、赤い眼めを爛らん々らんと輝かがやかせるその姿は、幸か不幸か馴な染じみのものだ。四つ足の獣けものの形をした魔獣は、俊しゆん敏びんな動きで彼女を狙ねらう。襲おそいかかる勢いに、剣を握にぎる腕うでが痺しびれるのを感じるが、無視して逆に弾き返す。もっと巨きよ大だいな魔獣ならいざ知らず、このくらいのものなら一人で仕留められる。闘技場ではずっとそうしてきたのだから。

　しかし、それも一体だけならの話だ。不意に殺気を感じて、ルーナは素す早ばやく身を躱かわす。瞬しゆん間かん、目に飛び込んできた光景に背筋が凍こおる──宙に浮うかぶいくつもの黒い影。

「くそ、逃にげるぞ！　こんなの、きりがない」

　手近に飛んできた影を叩たたき斬きって叫さけぶ。靄もやのように宙に浮かぶ『影えい霧む』は、それほど強い魔獣ではないが、闇に紛まぎれると厄やつ介かいだ。その上、数が多い。

　振り返る余よ裕ゆうもないままに、ルーナもまたじりじりとあとじさる。敵を消し去る暇ひまはない、ただその攻こう撃げきを受け流すよりない。この魔獣たちを、ここより後ろに通してはならない──せめて、彼が安全なところへ行くまでは。

　光の照らす範はん囲いは狭せまく、魔獣は後から後から湧わいてくるように見える。暗くら闇やみから現れる爪を避よけ、牙きばを払って、とりあえず手近な二体を倒たおした隙すきに、ルーナは素早く後ろを振り返った。ちゃんと逃げているかと思いきや、薄うすぼんやりとした通路の先で、イシュトは立ち止まっている。

　彼の前には、大きな扉とびらがあった。両開きの、金属の装そう飾しよくが施ほどこされた重じゆう厚こうなもので、ちょっとやそっとの衝しよう撃げきでは打ち壊こわせなそうだ。ルーナは即そく座ざに声を上げる。

「イシュト、そこ開けろ！　中に入れ」

　だが、彼は動かない。凍りついたようにその場に立ち尽くして、ただ扉を見つめているだけだ。思わずルーナは舌打ちをする。一体何をしているのか。

　──ああもう！

　再び向き直って、魔獣と対たい峙じする。鋭するどい突きを繰くり出して、相手が僅わずかにたじろいだ隙をついて、今度は素早く背を向けて全力で駆かけ出した。まだその場から動かないイシュトの腕を取ると同時に、力任せに扉を開ける。

「早く！」

　扉は重かったが、それでも女一人の力で開けられたのは幸いだった。引き開けた扉の隙間から、突つき飛ばすようにイシュトを放ほうり込んで、次に自分が滑り込む。間かん一いつ髪ぱつで扉を閉ざした瞬間、どんと激しい音がして、大きく扉が撓たわんだ。追ってきた魔獣が、恐おそろしい勢いで体当たりしたらしい。急いで閂かんぬきをかける。もう一度、外でぶつかる気配がしたが、勢いが足りないのか扉が閂で補強されたのか、前ほどの衝撃はなかった。壊れる気配がないことを確かく認にんして、ルーナはようやく深く息をつく。

　──助かった……か？

　とりあえず、差し迫せまった危険は去ったらしい。ほっとした途と端たんに、その危機の一いつ端たんでもあった直前の出来事を思い出して、ルーナは今いま更さらながらに怒いかりが湧いてくるのを感じた。あの状況で、扉の前にぼんやり立っているとは何事か。ちゃんと逃げるなり、彼女の言う通り扉を開けてくれるなり、何らかの行動をするべきだったのではないか。

「イシュト！」

　一体何を考えているのか。文句を言ってやろうと振り向いたルーナは、しかしすんでのところでその言葉を吞のみ込んだ。思わずじっと相手の顔を見つめて、尋たずねてみる。

「……どうしたんだ？」

　大だい丈じよう夫ぶか、と問うと、イシュトはようやく我に返ったようだった。彼女の声に振り向いた瞳ひとみは、それまでのどことも知れない場所を見つめるようなものではなく、一応ちゃんと彼女を映している。が、そこにどこか虚うつろな空白が見える気がするのは何故なぜだろうか。

「ああ……いや、なんでもない」

　だがとても、なんでもないとは思えない。強こわ張ばった表情を浮かべるその顔は、魔ま法ほうの弱い光が照らす暗がりの中でも、際きわ立だって白く見える。一瞬前までの怒りも忘れ、ルーナはつい心配してしまう。先刻、魔ま獣じゆうに何かされたのだろうか。怪け我がでもしているのではないのか。

「いや、そんなことはない。本当に、なんでもないんだ」

　行こう、と一方的に呟つぶやいて、イシュトは暗闇へと歩き出そうとする。驚おどろいて、ルーナは思わず手を伸のばした。言葉少なな、切せつ羽ぱ詰つまった雰ふん囲い気きは明らかにいつもの彼の様子とは違ちがう。しかし、引き留めようと相手の腕をとりかけた瞬間、その手が乱暴に振り払われる。

「……ごめん」

　それは乱暴ではあったが、害意は感じられない動きだった。自分でしたことが信じられないというように、イシュトは驚いて自分の手を見やったが、すぐに小声で謝ってくる。

「イシュト」

　どう考えても、いよいよ様子がおかしい。怒りを感じるどころでなく、ルーナはなんとか彼をこの場に留とどめようとする。このまま彼を行かせてはならない。何かが頭の片かた隅すみで警けい鐘しようを鳴らす。

「ちょっと待って、ここで少し休んでいこう。ここなら、まだ少しは安全だろうから」

「何故？　おれなら、何ともないって言っただろう。ここでぐずぐずしなきゃいけない理由はない」

「でも、放っておけない」

　いや、思えばずっとそうだった。この、どことも知れない皇宮の下層に落ちてからずっと、彼の様子はおかしかったではないか。魔法が使えない不利を知りながら、彼女を遠ざけようとして、けれど一いつ緒しよに行こうと言うとほっとしたような顔をした。通路を歩いているときもずっと黙だまりがちで、魔獣の危険が差し迫っても、扉を開けようとしなかった。

　彼が何を考えているのかは解わからない。けれど、一つだけ感じられることがある。

「おまえ──本当は、行きたくないんだろう？」

　彼はきっと、この暗闇の果てに辿たどり着く場所を知っている。しかしそれは、おそらく彼にとって好ましくないものなのだ──絶対的な魔法の力を失い、魔獣に襲われる恐きよう怖ふと引き換かえにしても、そこへ辿り着きたくないと思うほどに。

　ルーナの指し摘てきに、イシュトは言葉を失ったように見えた。しばらくの間、彼は目を丸くして彼女を見つめていたが、やがてルーナの視線から目を逸らすと、小さくため息をつく。

「……また、ここに帰ってくるとは、思わなかったから」

　呟かれた言葉は低く小さく、ため息にかき消されそうなほどだった。ほの白い横顔には、依い然ぜんとしてなんの表情も浮かんでいない。弱い光がつける陰いん影えいは、その人並み外れた美び貌ぼうを尚なお更さらに作り物めいて見せたが、それが必ずしも彼の内面を正しく表してはいないことを、ルーナはとうに知っていた。どれほど完かん璧ぺきな美しさであっても、彼は人形ではない。血の通わない、傷つかない無機物とは違う──そう思っているのは、彼だけだ。

「ここで、魔法が使えないのは、何故だと思う？」

　再び口を開いたイシュトの声は、前よりもずっとはっきりしたものだった。突とつ然ぜんの問いに、ルーナは首を傾かしげる。答えも、彼がどうしてそんなことを言い出したのかも見当がつかない。

「『ヴァルシウスの術式』を受け継つぐとき、『輝き石せき』の影えい響きようを受けないようにするために。──ここは、帝てい位いに就つく者が必ず来るところなんだ」

　迷めい路ろのように入り組んだ通路は、それ自体が巨大な術式となって、『輝石』の力を阻はばんでいる。幾いく重えにもかけられた術式の目的は一つ、迷路の中心にある場所を守るためだ。帝てい国こくの皇こう帝ていとなる者が、生しよう涯がいでただ一度だけ訪おとずれるはずの場所──その資格を身に刻まれる、闇やみに包まれた戴たい冠かんの儀ぎ式しき。

「おれが来たのは、もう何年も前だけど。……この扉をくぐって、最後の通路を抜ぬけたら、魔法士たちが待っている。連中の仕事は、おれを押さえつけて、術式を埋うめ込むことだった。ここに」

　イシュトは軽く、己おのれの左胸を叩いてみせた。自分がそうされたわけでもないのに、ルーナはぎゅっと胸が軋きしむ感覚を覚える。一瞬の隙なく『輝石』を支配し続ける、皇帝の責務のために捧ささげられた──彼自身を生かすために脈打つことを放ほう棄きした、心臓の位置。

「最初は多分、『印』と変わらない。肌はだの上に、術式を刻むだけだ。でも、あれはそれだけじゃない──肉を食いちぎって、身体からだの中へ中へと染み込んでくる」

　その様はちょうど、寄生虫にも似ている。宿主の心臓へ取りつこうと、体内へ潜もぐり込んでくる。ただし寄生虫と違うのは、宿主への配はい慮りよなどないところだ──想像を絶する苦痛を与あたえようと、たとえそれで生命を落とそうと、術式は主あるじを食くらい尽つくすだけだ。

「……今思い出すと、ちょっとおかしいな。おれを押さえつけておかなくても、一度あれを胸に置いてしまえば、もう逃のがれることなんかできないのに。子供だったから、解らないで逃げそうだとでも思ったのかな」

「…………」

「この先で何されるかなんて、最初から解ってた。あんなに……まあ、くたびれるものとは思わなかったけど、でも別に意外ってわけじゃなかった。解ってたんだから、たいしたことじゃない。どうだっていい」

「…………」

「でも──やっぱり、まだ覚えてたみたいだ」

　感情のない声こわ音ねに、しかし最後は自じ嘲ちようめいた響ひびきが加わる。ようやく彼女を見返して、イシュトは微かすかに笑った。いつも通りの笑え顔がお──綺き麗れいで目を奪うばわれる、けれど心というものが見えない、宝石の瞳。

「まあ、悪いことばかりじゃない。おかげで迷わずここまで来られたんだし。忘れてなくてよかった」

　──いいわけあるか。

　ルーナは思わず相手を睨にらみ、次いで闇へ続く先を眺ながめた。先の見えない通路は次し第だいに下って、人を地の底へと吞み込んでしまいそうな気さえする。幻げん影えいの中に、かつてここを通ったはずの少年の後ろ姿が重なった。決して足を止めず──止めることを許されず、闇に吞み込まれていく影かげ。

　その幻影が正しいのかどうか、知る術すべはない。けれどその光景は、ルーナにとっても見知らぬものではなかった。

　──だって……同じなんだ。

　同じように、闇の通路を歩いた。その先に待ち受けるものは違ったが、それでも本質的には似たようなものだったはずだ。辿り着けば、傷つかずにはいられないと知っていた。生命を落とすかもしれないと解っていて、それでも先へ進まなければならなかった。

　闘とう技ぎ場に立つことを、選んだのは自分だ。生命を賭かけていることを自覚していた、何が起きても仕方がないと納なつ得とくもしていた。けれどだからといって、あの地下通路から見る遠い光を、好きになることはできなかった。どんなことにも、いつかは慣れる──けれど、最初に抱いだいたその思いが、真っ白に消え去ることは絶対にない。

　──怖こわいんだ、ずっと。

　一人で行かなければいけなかった。誰だれも守ってはくれなかった。死ぬときは一人だと、冷めた覚かく悟ごをしたふりをしなければ、一歩だって前に進めなかった。

　けれど──きっと、もう違う。

「馬ば鹿か」

　ルーナは再び手を伸ばす。今度は振ふり払はらわれないように、強く相手の手を握にぎった。突然の行動に驚くイシュトの視線にも躊躇ためらわず、逆に真っ直すぐにその瞳を見つめる。

「最初から、そう言ってくれれば良かったんだ。そうしたら、もっと早くこうできたのに。……私も、こういうところは好きじゃないから」

　これまでずっと、彼のことを理解できるとは思えなかった。生まれも育ちも身分も違ちがう、考え方の隅すみ々ずみまで、解り合える部分などありそうになかった。その隔へだたりに苛いら立だちを覚えることも多々あったが、けれど結局は諦あきらめてばかりいた。それはどう足あ搔がいても、埋めようもないものなのだからと。

　けれど今、繫つないだ手の感かん触しよくは、はじめて触ふれる彼の心のようにも思える。幻影の中の少年に、そしてあの日の彼女自身に、言ってやりたくてたまらない。この暗い闇の中を、永遠に一人で歩くのではないのだと。いつか、ここではないどこかに辿り着く──その先に、死でも苦痛でもなく、何かもっと望ましいものに出会える時が来るはずだ。

「だから、こうしていれば平気じゃないか。二人で行こう──早く、外まで」

　こんなところに、いつまでもいられない。恐怖に足を縛しばられて、誰かの思おも惑わくに従って、じっと立ち竦すくんでいる子供とは、もう違うのだ。

「……やっぱり、君はそうなんだな」

　やがて、少しの間をおいて、イシュトはそう呟つぶやいた。その顔からは驚おどろきの色も、前には見えた気がした暗い影も消えている。彼女を見やって微笑ほほえむ表情は、何か懐なつかしいものを見る眼まな差ざしに似ていた。

「そうだ。いつか、君がそう言ってくれるのを信じてた──ずっと」

「え？」

「行こう。もうすぐで、上に帰れる。この迷路の、一番奥だ」

　途と中ちゆうの呟きは、よく聞こえなかった。問い返したルーナには答えず、イシュトは先を促うながす。今度は、手は振り払われない。互たがいに手を繫いだまま、通路の奥へ歩き出す。

　だが、それほど進むことなく、二人は再び足を止めることになった。先刻のものに似た、けれど更さらに細かい装そう飾しよくの施ほどこされた重じゆう厚こうな扉とびらが現れたのだ。知らなくても、一目見れば解る。本来は限られた者しか開けることを許されない扉──戴冠の儀式の間。

「──開けるぞ？」

　扉に手をかけて、傍かたわらのイシュトに確かく認にんしたのは、単に彼の心情を慮おもんぱかってのことに過ぎない。嫌いやな思い出のある場所に踏ふみ込むには、それなりに心の準備が要いるかもしれないと思ったのだ。

　しかし、返答は思いがけないものだった。一いつ旦たん、頷うなずきかけたイシュトは、しかしふと怪け訝げんな表情になる。

「……ちょっと待って」

「うん？」
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「何か変だ。……ここで、魔ま法ほうの力が働くはずはないのに」

　扉の向こうに何かある、とイシュトは言った。厚い石いし壁かべと扉に遮さえぎられて、向こう側の様子はよく解わからないのだが、しかし僅わずかな隙すき間まから魔ま力りよくの気配が漏もれてきている、らしい。ちょうど、部屋に充じゆう満まんした煙けむりが、隙間から外へ染しみ出して流れていくような気配。

　言われて、ルーナもまた、扉の向こうの様子を窺うかがった。さし当たって、物音は聞こえない──だがよく感覚を研とぎ澄すましてみると、しんと静まり返った空気の中に、何かを感じる。得体の知れない何かが、闇の中で蠢うごめくような、不ふ吉きつな予感。

「また、魔ま獣じゆうかもな。でも、ここ以外に上へ行く道はないんだろう？」

「おれはここ以外に知らないな」

「なら、行くしかない。──離はなれるなよ」

　意を決するまでに、時間はかからなかった。この先へ進む以外に、道などないのだ。イシュトに鋭するどくそう告げると、ルーナは思い切って扉を開けた。瞬しゆん間かん、魔法の光が更に弱くなる。こちらを目立たないようにするために、イシュトが弱めてくれたのだ。

　だがそれでも、眼前に広がる光景の異様さははっきりと見えた。扉を開けた瞬間、ルーナは思わず息を吞のむ。

　真っ先に目に入ってきたのは、赤い光だ。扉の向こうには、だだっ広くがらんとした空間が広がっていた。真っ暗な闇の中、部屋の中央にぽつんと光が灯ともっている。禍まが々まがしいとも思える深しん紅くの光は、脈打つように明めい滅めつして、視界をはっきりさせるどころか、闇をなお一層濃こくしているように見える。

「あれは……何だ？」

「解らない」

　思わず声を潜ひそめて尋たずねると、傍らのイシュトも同じく囁ささやきで答えを返してきた。抑おさえた口調には、不ふ審しんの響きが滲にじんでいる。

「あんなもの、前はなかったよ。あるはずがない……『輝き石せき』の力を汲くみ上げているのか？」

　どうやらそれは、何らかの魔法に関係する装置らしい。幾いく重えにも術式をかけて、『輝石』の力を排はい除じよしたはずの空間にはあるはずのないものだ。魔法のことはまるで知らないながら、あの光が自然の炎ほのおによるものでないことは、ルーナにも解る。誰が、なんの目的でそんなものを持ち込んだのか。

　しかし、ゆっくりとそれを思い巡めぐらせている暇ひまはなかった。赤い光の明滅が、次第に速く、強くなっていく。目を凝こらせば、光は自おのずから明滅しているのではなかった。光の周りで、何か黒いものが動いている。それが光を遮るたびに、光が消えて見えるのだ。

　最初はぼんやりとした闇やみだったそれは、見る間に凝ぎよう縮しゆくして形を成していく。何もなかったはずの空中から、確かな質量が生じてくる。鋭いかぎ爪づめ、尖とがった嘴くちばし、骨ばって歪いびつな翼つばさを広げた、不恰かつ好こうな巨きよ鳥ちよう──まさに目の前で、今、魔獣が生まれたのだ。

「────！」

　鳴き声というにはおぞましい空気の振しん動どうを残して、魔獣が羽ばたく。ルーナは愕がく然ぜんと、その様を見つめてしまう。今や事態は明白だった。これが魔獣の源なのだ。なるほど、どんな障しよう壁へきも役に立つはずがない──皇宮の内側、その深しん奥おうから湧わいて出てくるのであれば、防ぎようがないではないか。

「そうか」

　そうしている間にも、赤い光に纏まとわりつく影かげは尽つきない。繫いでいた手を放して、剣けんを握るルーナの側そばで、イシュトがはっとしたように呟くのが聞こえる。

「だから、ここに『輝石』の力を引き込んだのか。擬ぎ似じ的な『国境』と同じにするために」

「どういうことだ？」

「あの光は、『輝石』の力だ。それが、力を打ち消そうとするこの場の作用と反発し合って、力が歪ゆがむ。そうして発生するのが、『魔獣』だ。あれは生き物じゃない、歪められた力の影なんだ」

　今まで誰も、それを実証してみせた者はいなかった。けれどこの装置をここへ仕し掛かけた者は、間ま違ちがいなくそれを知っていたのだ。驚くというよりは、むしろ心底感心したようにそう説明するイシュトに、ルーナは苛立ち半分呆あきれ半分の気持ちになった。緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない、というか感心している場合ではない。

「つまり、あれは魔獣を生み出す仕掛けってことか？」

「うん、それもほぼ無限にね」

　一体や二体ではない、今いま頃ごろは皇宮中に、ありとあらゆる魔獣が解き放たれているだろう。こうしている間にも次々と、黒い影が赤い光の周りを飛び回っているのを見て、ルーナは冷たい汗あせが滲むのを感じた。性質たちの悪い悪夢だ……。

「！」

　しかし次の瞬間、更に総毛立つ感覚に襲おそわれる。咄とつ嗟さにイシュトを背後に庇かばって、ルーナは剣を鋭く振ふる。赤い光に纏わりついていた影の一つが、真っ直ぐに飛んでくるのを斬きり捨てるが、同時に悪お寒かんは倍増した。何かがこちらをじっと見ている、寸分の動きも違たがわず捉とらえ、絶対に逃にがすまいとする──肌はだに突つき刺ささる、紛まぎれもない殺気。

「──上か！」

　頭上の暗くら闇やみが、一気に膨ふくれ上がる。思わず仰あおぎ見た途と端たん、何かが頰ほおを掠かすめた。小型の魔獣の鋭い羽が、浅く肌を切ったことに気付いたときには、魔獣が怒ど濤とうのように落ちかかってくる。

「ルーナ！」

　襲い来る牙きばに剣を嚙かませ、振り下ろされる爪を避よける。しかし名を呼ぶ声に、ルーナははっとして振り返った。そうだ、守るべきは、彼女自身の身ではないのだ。

「イシュト、走れ！　こいつらは、私がここで食い止めるから」

　彼を狙ねらって飛びかかる小物を追い払はらう。視界に一瞬捉えた彼は、幸いなことに、まだ怪け我がをさせられてはいないようだ。彼を傷つけるわけにはいかない──この状じよう況きように残された、彼は最後の希望なのだから。

「振り返るな。おまえがここを抜ぬけるまでくらいは、絶対に守る。早く行け！」

「ルーナ、一いつ緒しよに」

「無む茶ちや言うな！」

　とてもではないが、動けるものではない。もし彼女が少しでも逃げ出す素そ振ぶりを見せたら、この魔獣どもはすぐさま追い縋すがって、二人ともを八つ裂ざきにしようとするに違いない。彼女にできそうなことは、せめて彼を無傷で脱だつ出しゆつさせることしかない。

「上へ戻もどれば、また魔法が使えるんだろう!?　もう、なんとかできそうなのはおまえしかいないんだ」

　この魔獣を殲せん滅めつするのは難しいだろう。皇宮騎き士しや、その他ほかの衛兵がどれほど戦えるのかは知らないが、これほど圧あつ倒とう的な数の魔獣と交戦した経験はないに違いない。既すでに、この迷めい宮きゆうの外には、彼女たちを庭園から落とした魔獣のような、強力な魔獣が跋ばつ扈こしている。更にここにいる魔獣が解き放たれればどうなるか。

　どうにかして、魔獣の源を絶たなければならない。そしてそれができそうなのは、ルーナの知る限り、イシュトしかいない。

「あの変な光の仕掛けも、私じゃ何もできない。おまえが魔法を取り戻したら、止められるんだろ」

　もう、なんのためにとは考えなかった。張り詰つめる殺気に、鼓こ動どうが高鳴る感覚は久しぶりのもので、ルーナは迷いなく剣を振るう自分を自覚する。皇宮に来てからはじめて味わう、懐なつかしい感覚。生命の危険に直面して、けれど逃げずにいられるのは、この恐きよう怖ふに耐たえられるだけの理由を持てるからだ。闘とう技ぎ場に立っていた頃ころは、それが自分にできる、唯ゆい一いつのことだと思っていた──側にいてくれた人々を幸せにする、唯一の方法だと。

　あの街を離れて、ずっと一緒だと思っていた人々とも別れ、戦う理由はなくなった。はじめて一人になってしまえば、どうやって生きていけばいいのか解らなくなった。皇宮での暮らしには、危険も不自由もなくて、なのに何故なぜか生き辛づらかった。けれど今、こうしてその平へい穏おんが失われて、ようやく息ができるような気さえするのだ。

　──まだ、戦える。

　誰だれかを救える。何かの力になれると信じられる。──あの日、彼が救ってくれた自分の生命に、意味があったと証明できる。

「頼たのむから、行ってくれ！　行って、皆みなを助けてくれ！　おまえにしかできない──昔、私を助けてくれたみたいに」

　ずっと、長いこと信じていた。彼女の生命の恩人、帝てい国こくの皇こう帝ていは、臣民の身命を託たくすに値あたいする人なのだと。あれから時が過ぎて、イシュトと出会ってしまって、抱いだいていた理想のほとんどは勝手な夢だったと解わかったけれど──それでも今も、本当は信じている。

　答えは聞こえなかった。けれど視界の端はしで、イシュトが動いたことに気付いてほっとする。彼はこの混乱から全すべてを救う。そして、それまで踏ふみ止とどまるのが、ここに彼女がいる意味なのだ。

　しかし、いくら斬り飛ばしても、纏わりついてくる魔ま獣じゆうは後を絶たない。どころかますます数を増やして、次し第だいに彼女を身動き取れなく追い詰めてくる。翼のある黒い影が、立ち去ったイシュトに追い縋ろうとするのを察知して、ルーナは重くなってきた剣を振り上げた。腕うでに伝わる鈍にぶい衝しよう撃げき、狂くるいなく核かくを突かれた魔獣の断だん末まつ魔まが響ひびいて、疲つかれた腕に更さらなる疲ひ労ろうを加える。

「…………っ！」

　おそらく、その一いつ瞬しゆんが隙すきになったのだろう。突とつ然ぜん、肩かたに鋭するどい痛みが弾はじける。爪を立てて腕まで傷つけた魔獣は、剣を返して斬りつけたが、しかしその魔獣が骸むくろも残さず消えてしまう前に、今度は別の魔獣が脚あしに飛びついてきた。思わず体勢を崩くずした瞬間、牙を立てられる。

　反射的に悲鳴を押し殺し、更に剣を振るう。痛みとともに、熱い血の流れる感覚が肌を伝って、力が入らなくなってくる。床ゆかに膝ひざをついて見上げた頭上は、無数の影に覆おおわれていた。もう、逃げ出す力は残っていない。何としても、戦い続けなければならない。残された力を振り絞しぼって、身を守るべく剣を掲かかげたとき。

「────！」

　不意に、目の前が真っ白になった。暴力的なまでの光に目を射られて、ルーナはきつく目を閉じる。聞く者の精神を傷つけるような、不快な音波が耳を劈つんざく。無数の悲鳴が辺りに響き渡わたり──そうしてふつと途と切ぎれた。

　再び目を開けてみると、辺りは既に暗闇ではなかった。今にも飛びかかってくるはずの、魔獣の姿はどこにも見えない。闇やみを操あやつる禍まが々まがしい赤い光の代わりに、白く照らし出された空間は、前よりも広くがらんとして見える。さっきまでは見えなかった天てん井じようは高く──そして広間の中心に、見慣れた姿がある。

「ルーナ」

「……イシュト？　なんで……」

　まだここにいるのか。上へ向かったのではなかったのか。どうして魔獣が消えてしまったのか。魔ま法ほうは使えないという話ではなかったのか。

　一瞬でいろいろな疑問が湧わき上がって、咄嗟に言葉にならない。が、そうしてルーナが口ごもっているうちに、イシュトは足早に近付いてきた。床に膝をついたままのルーナに気付くと、厳しい表情で問いかける。

「！　怪我したのか？」

「たいしたことない。それより、そっちこそ今のは……」

「あの装置の術式を見た」

　彼女の問いに答えはするものの、イシュトの関心はそこにはないらしい。真っ直すぐにやってきて、すぐ側そばに跪ひざまずく。

「『輝き石せき』から、力を汲くみ上げて動かしてた。その力を、おれが使っただけだ」

「魔獣は……消えたのか？」

「ここにいる分だけは」

　ひどく素っ気ない様子で、いかにもどうでもよさそうに彼は答えた。彼女の肩と、脚についた傷を見やって、強こわ張ばった声こわ音ねで、行こう、と告げる。

「早く戻ろう。傷の手当てを」

「私のことはいい。それより、早く行けってば」

　こうしている間にも、皇宮は混乱を深めていることだろう。負傷はしたが生命は無事に残ったルーナに構うより、一刻も早く彼は上層へ向かうべきなのだ。この脚ではついていけない、ここで待っているからとルーナは言いかけたが、その言葉を最後まで言い切ることはできなかった。突とつ然ぜん腕を差し伸のべて、イシュトは彼女を抱き上げたのだ。

　不意に足あし下もとが宙に浮ういて、ルーナは反射的に身を竦すくめる。傷が痛んで動けなかった一瞬の隙を見み逃のがさず、イシュトは素す早ばやく顔を寄せてきた。彼女がその意図を悟さとるより早く、胸むな元もとに口付ける──薄うす絹ぎぬの上からでもはっきりと解る、唇くちびるの感かん触しよく。

「何……！」

　だが文句を言いかけた瞬間、頭の芯しんがくらりと揺ゆれる。どこまでも落ちていきそうな錯さつ覚かくを覚え、ルーナは思わず目を閉じてしまったが、彼女が身体からだを強張らせた瞬間には全てが終わっていた。再び目を開いて、見えたのは広間の高い天井ではない。魔法の光ではなく、小さな炎ほのおの柔やわらかな光がほんのりと灯ともるだけの薄うす暗ぐらい部屋。寝しん台だい、衣い装しよう棚だな、小さな卓たくと椅い子す──今はそろそろ馴な染じんできた、彼女が皇宮に与あたえられた住まい。

「ここなら、まだしばらくは安全だから」

　行ぎよう儀ぎ悪わるく足で卓から引き出した椅子に彼女を座らせ、イシュトはそう言ってルーナを見つめた。

「すぐに誰か呼んでくる。もう少し待っててくれ」

　僅わずかに残った頭痛にも似た不快感は、程度こそ軽いが、確かに以前にも覚えがある。魔法の力さえ取り戻せば、瞬またたく間にあの迷宮を抜ぬけ出すことなど、彼には造作もないことだ。口付けは、魔法に対する彼女の負担を軽くしてくれたのだと、ルーナは悟った。魔法と相あい性しようの悪い彼女の体質に、配はい慮りよしてくれたらしい。

「待って。私は本当に大だい丈じよう夫ぶだから」

　そのままどこかへ行きかけるイシュトを、慌あわてて引き留める。気持ちはありがたいが、しかし彼にそんな時間を使わせている場合でないこともまた、良く解っている。

「あそこから連れ出してくれて、ありがとう。もう十分だ。それより、他ほかの魔獣を」

「魔獣なんか放ほうっておいて構うもんか！　君の方がどれだけ大事か！」

「本当にそう思ってくれるなら、私の頼みを聞いてくれ」

　怪け我がの程度はたいしたことではない。大きく切られはしたが、筋や骨が傷つけられてはいないし、縫ぬうほど出血もしていない。闘技場に立っていた頃にはよくあった、今いま更さらどうとも思わない。

「でも、無む駄だに戦ったとは思いたくないんだ。おまえがこの皇宮を守る、その手伝いができたって思いたいんだ──私にも、このくらいのことはできたって」

「…………」

「心配なら、早く行って帰って来てくれ……そっちの方が、安心するから」

　思わず口をついて出た言葉、しかし自分の耳がそれを捉とらえるや否いなや、ルーナはすぐさま後こう悔かいした。しまった、こんな言い方はまずい──『早く戻もどってきて』なんて、まったく柄がらではないのに。

　ばつの悪さに身構える。そういう言こと葉ば尻じりを捉えて、調子のいいことを言われるのはごめんだ。相手に先手を取られる前に、急いで否定を続けようとしたルーナだが、しかし口を開くことはできなかった。声を発するより先に、イシュトは少し屈かがんで、座ったままの彼女を軽く抱だきしめる。

「それが君の望みなら、どんなことでも叶かなえるよ。──そうしたら、ずっと一いつ緒しよにいてくれる？」

　思わず顔を上げると、身体を離はなしたイシュトと目が合った。からかうような笑えみを浮かべて、けれどどこか真しん摯しな眼まな差ざしで彼女を一いち瞥べつすると、小さく呟つぶやく。

「約束だよ」

　声とほぼ同時に、彼の立つ床に光の紋もん様ようが浮かび上がる。ごく短いその言葉を残して、彼の姿が消え去るのを見送って、ルーナは一人になった。







　一つため息をついて、改めて自分を振ふり返る。未いまだ抜き身のままだった剣けんを鞘さやに収め、身につけていたヴェールを裂さいて傷を縛しばった。腕よりも脚の方が、傷が深いらしい。流れ落ちた血が靴くつの内側を濡ぬらすのが不快ではあったが、差し当たっては無視して構わない程度だ。

　やがて、足を引きずるようにして、ルーナは部屋を出て庭へと下りた。狭せまい場所で、何も見えないところで、事態が通り過ぎていくのをただ待っている気にはなれなかった。何が起こっているのかを、この目で見なければならない。

　緑の繁しげった庭園は、今夜ここを離れる前と少しも変わらなかった。誰だれもいない、破は壊かいの跡あとも見受けられない。しかし何気なく上空に目をやって、ルーナははっと身構えた。庭園を見下ろすように聳そびえる尖せん塔とうに、無数の影かげがくっついている。外がい壁へきに爪つめを立てて取りついている個体、鳥のような翼つばさを持って、辺りを飛び回っている小さな個体、はっきりとは見えないが、その数は数十とも見える。

　──やっぱり。

　予想は正しかった。あの迷めい宮きゆうに満ちていた魔ま獣じゆうは、既すでに手の施ほどこしようがないほどに、外へ溢あふれ出していたのだ。ここから見える外壁にも、いくつか穴が空いているのが確かく認にんできた。魔獣が侵しん攻こうした跡だろう。人の気配はない。既にあの場所を放ほう棄きしたのか、少なくとも迎げい撃げきしている様子は見られない。

　塔が侵しん食しよくされていく様を目まの当たりにして、ルーナは思わず剣を摑つかんだ。ここからでは、何もできないことは解わかっている。だが、ああして魔獣に蹂じゆう躙りんされている塔の中にも、暮らしている人々がいたはずなのに。

「……くそっ」

　こうしてはいられない、なのに手を拱こまねいているしかない。己おのれの無力に、ルーナが歯は嚙がみして塔を睨にらんだ瞬しゆん間かん。

　鋭するどい鳴き声が、夜空いっぱいに響ひびき渡わたる。聞き覚えのある不快な叫さけびは、紛まぎれもなく魔獣の絶命の響きだ。彼女が見上げる先で、群れた魔獣の一部がぱっと散った。形も残さず消える魔獣たちを、次々と仕留めていく──真っ白な光。

　地上から、まるで蔦つたのように絡からまって、塔の外壁を上っていく。恐おそろしい速度で魔獣へ向かい、貪どん欲よくに影を貫つらぬくその動きは、意志のある生き物のようにも見える。見ようによっては、獰どう猛もうな恐ろしい何かを彷ほう彿ふつとさせるかもしれないその光を、しかしルーナは恐れなかった。その光を、誰が寄よ越こしたのか知っている──どんな敵をも打ち払はらい、無む辜この人々を救う輝かがやきは、圧あつ倒とう的な力に溢れ、どこまでも美しい。

　塔だけではない、振り返ったルーナの背後で、屋や敷しきも光に吞のまれていく。魔獣の断だん末まつ魔まが一ひと際きわ大きくなる。ありとあらゆる場所に光の筋が走り、それらはますます輝きを増す。視界全体が白く染まり、ルーナは堪たまらず目を閉じる。瞼まぶたの裏まで貫く光の圧力を、痛いほどに感じる。

　どのくらいの時間、それが続いていたのか解らない。やがて、唐とう突とつとも言えるほどあっさりと、何もかもが消え去った。光も、魔獣の叫びも、空気に満ちた痺しびれるような気配もない。

　光に目を焼かれることを警けい戒かいしながら、恐る恐る目を開けて辺りを見回したルーナは、全すべてが元通りになったことを知った。天を覆おおっていた魔獣の影は、今や一欠片かけらたりとも見当たらない。いつの間にか中天にかかっていた月が、柔らかく地上に光を投げかけている。

「……は」

　深く息をついたと同時に、力が抜ける。脚あしの傷が痛むのにも構わず、ルーナはその場に座り込んだ。微かすかに夜風が吹ふいてきて、木々の梢こずえを小さく揺らす。

　塔に残る破壊の跡だけが、一瞬前までのことが幻まぼろしではなかったと伝える他は、いつもと少しも変わらない皇宮の夜。穏おだやかで心ここ地ち好よいその空間で、ルーナははじめて感じることができた──今夜の彼女は、確かに生きていたのだと。
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　皇宮の中でも、一際高い尖塔の上から、男はその様子を見つめていた。

　彼がそこに辿たどり着いたとき、魔獣は皇宮のあらゆる場所に侵攻していた。至るところから聞こえる破壊と戦せん闘とうの音、逃にげ惑まどう人々の悲鳴。何の前まえ触ぶれもなく現れた魔獣の大群に、皇宮騎き士したちも満足な迎撃をすることができず、次々と居住区を放棄し、撤てつ退たいを重ねていった。彼にしてみれば、思いがけない成果だ。実際のところ、皇宮騎士の能力を遺い憾かんなく発揮できれば、こうまで慌てふためくような事態ではなかったはずなのだから。無数の魔獣の多くは、数人で連れん携けいすれば剣だけで倒たおせる程度の雑魚ざこに過ぎない。とりわけ強力な個体も、魔ま法ほうを許された皇宮騎士なら、至し極ごく有利に戦えるはずだ──国境付近で魔獣を捕とらえる〈狩かりゆ人うど〉たちは、身一つで奴やつらと対たい峙じするというのに。

　しかし現実に、皇宮の人々は魔獣に対して、正しく対処できなかった。選ばれし民たみ、奇き跡せきの力を振るうはずの彼らが、恐きよう慌こうをきたした理由は二つ。一つは、皇宮を守る障しよう壁へきは絶対、どんなものであれ、敵に攻せめ込まれることはないと信じていたこと。そしてもう一つは、魔獣というものがどういうものか、まるで知らなかったせいだろう。帝てい国こくの中心に暮らす者は、魔獣による危難とは無む縁えんである。せいぜいが闘とう技ぎ場で、遠目に見み世せ物ものを見るくらいのものでしかない。

　──いい気なものだ。

　だが、その無神経な無知がこういう結果になるのなら、それなりに都合がいいと思うべきか。眼下で広がる混乱を眺ながめながら、彼は安あん堵どのような拍ひよう子し抜ぬけのような気分を味わった。彼が生み出した魔獣たちが、どの程度の戦力になるか確かめたいと思っていたのだが、もしかするとこれだけで、片がついてしまうのかもしれない。

　しかし幸か不幸か、彼の予想は外れた。狂きよう乱らんの極きわまる世界の中に、あるとき突とつ然ぜん、白い光が走ったのだ。

　何らかの魔法が発動したのだということは、すぐに解った。解らなかったのは、その規模だ。最初はただの点に見えた光は、しかしほんの一息の間に、一気に視界いっぱいに広がった。模型の街に水を流し込んだように、どんな建物の隙すき間まにも入り込んでいく。

　びりびりと空気が震ふるえる。首の後ろに冷たい汗あせが滲にじむのを感じ、彼は何が起ころうとしているのかを悟さとった。光の奔ほん流りゆうは、強大な力の具現だ。何もかもを押し流して、跡すらも残さない。

　だが、こんな力を、果たして人の身で制せい御ぎよできるものなのか。

「……まさか」

　地を満たした光が、塔へ向かって駆かけ上る。彼がいる場所も、瞬またたく間に光に蹂躙される。息もできない圧力を感じて、叫びかけた声を、歯を食いしばって嚙かみ殺す。

　ようやくそれが通り過ぎたとき、辺りからは音という音が消えていた。通り過ぎた衝しよう撃げきから我に返ると、彼は再び皇宮を見下ろす。もう、悲鳴は聞こえなかった。一瞬前まで上空を埋うめ尽つくしていた黒い影は、今は一つたりとも見えず、月光が建物をぼんやりと夜に浮うかび上がらせている。

　ほんの一瞬で、魔獣は全て消え失うせた。考えられない事態を目の当たりにして、彼は愕がく然ぜんとする。魔獣で皇宮を陥おとせるとは思っていなかったが、こうまで容易たやすく一いつ蹴しゆうされるとも思っていなかった。目の前でその様を見ても、なおも信じがたい。

　その才を買われて、身分に因よらず『印』を受けた人間でも、こんなことはできない。これほどの力を持つことも、あるいは『輝き石せき』から力を得ることができたとしても、その力に流されず、術式を完成させることはできないだろう。

　他ほかの誰にもできない──そんなことができるのは、おそらくただ一人だけ。

「──化物め」

　帝国の魔法を支える礎いしずえである皇こう帝ていは、『印』で魔法を使う大勢の人間とは別格だ。『ヴァルシウスの術式』を介かいして、『輝石』そのものを支配するためには、生来の資質の他にも、いくつもの秘術をその身に受けなければならないらしい。言わば、魔法を扱あつかうことだけに特化した存在だ。人であって人ではない。

　だが正直、ここまでとんでもないとは思っていなかった。彼は何度か見たことのある、皇帝の姿を思い出した。皇宮騎士は皇帝の直属という位置づけではあるが、実際のところは建前に過ぎない。今きん上じようイシュトヴァルド帝は政務に携たずさわろうとはせず、そのほとんどを宰さい相しように任せているので、彼から直接何かを命じられることはない。儀ぎ礼れいの場で遠目に見た皇帝は、違い和わ感かんを覚えるほど整った顔立ちをした若い男だった。美しいがどこか生気に乏とぼしい、人形のような印象の青年。

　個人的な恨うらみはない。しかし、あの男は取り除くべき障害には違ちがいなかった。魔法に依い存そんする帝国を、支えているのはあの男なのだ──魔獣ともろくに戦えない、腐くさりきった連中を、肥え太らせている元げん凶きよう。

　しかしこの様子では、どうやらそれも容易いことではないらしい。いくら魔獣をけしかけても、こんな風に一いち撃げきで消しよう滅めつさせられては、陽動にさえ使えない。あの魔法を防ぐ方法を見つけなければ、話にならない。だがしかし、そんな方法があるだろうか……。

　──『輝石』……『精せい霊れいの民』。

　不意に脳のう裏りを過よぎったのは、ここ最近、行動を共にしている娘むすめのことだった。表向きは護衛、しかし一方で、許された人物以外との接せつ触しよくを防ぐように命じられているその娘は、『精霊の民』の末まつ裔えいだという。未いまだその仕組みが解明されていない『輝石』の調査のため、皇宮に連れてこられた彼女には、魔法を扱う能力はない。単なる研究材料に過ぎない……と、今まで思ってきた。

　だが、本当にそれだけなのだろうか。ただの研究材料を保護するのに、皇宮騎士を一人、わざわざ専任の護衛につけるものだろうか。彼女を外部と接触させないようにしているのは、接触すれば必ず彼女を手に入れたくなるような何かが、隠かくされているのではないか。

　しかし、ここで考えていても答えは出そうにない。彼女のことが脳裏に浮かんだ拍ひよう子しに、己おのれの状じよう況きようも思い出す。そろそろ誤ご魔ま化かせなくなる頃ころ合あいだ──彼女が舞ぶ踏とう会に行きたがったのは好都合だった。彼女の自由行動を黙もく認にんするように見せて、自分の用事を片付けられた。魔ま獣じゆうを発生させる手て筈はずは整っていたが、実際に術式を起動させるためには、彼自身が足を運ぶ必要があったのだ。

　さて、あの娘は生きているだろうか。もちろん、大だい丈じよう夫ぶだろう。以前、軽く手合わせた感かん触しよくは、決して悪いものではなかった。よほど妙みようなところに迷い込んでいない限り、自分の身くらいは守るはずだ。仮にも魔獣を相手に生計を立てていたことを考えれば、慌あわてふためく皇宮騎士などよりもよほど動けるかもしれない。

　──それに……役に立つかもしれないのに、死んでもらっていては困る。

　もう一度、皇宮の全景を見み渡わたす。美しく葺ふかれた屋根の下、無数の建物の中には、虚きよ飾しよくと懶らん惰だが満ちている。一いつ掃そうすべき悪徳を見み据すえた後、ベルダは踵きびすを返すと、塔とうを下りて戻もどっていった──皇宮騎士たる、彼の任務へ。




　　　　[image: ]




　何万とも言われる人々が暮らす皇宮の中で、この一画は、人々の近付かない場所だった。といっても、遺い棄きされた区画というわけではない。皇宮の中心にあるのは、余人の侵しん入にゆうを許さない、皇帝の居室だ。

　その一室で、冷たい床ゆかに足を投げ出して、イシュトは座り込んでいた。皇宮全体を網もう羅らする規模の術式を起こすのは、さすがにくたびれた。目の奥に痺しびれる感覚が残って、身体からだに力が入らない。温度のない身体が、凍こおった鉛なまりのように感じられる。震えるほど寒いのに、動く気力がない。

　もっとも、どこへ動いても特に変わり映ばえはしないが。剝むき出しの床、装飾の類たぐいの一いつ切さいない寒々とした空間は、彼がここで暮らすようになってからずっとそのままだ。歴代の皇帝は、他の場所に移り住むことができない分、徹てつ底ていしてここを自分の好みに作り込んできたそうだが、彼にそうするつもりはなかった。慣例通り、前皇帝の遺物が小物から調度に至るまで全すべて撤てつ去きよされ、ここを明け渡わたされたときから、最低限のもの以外は何も持ち込まず、今日まで経たった。

　何も欲しいとは思わない。ここもいずれ、知らない誰だれかに明け渡すことになるのだろう。だったら、最初から何もない方が面めん倒どうがなくていい。何も持たない、何にも執しゆう着ちやくしない──物心ついてから、ずっとそうしてきたように。

　けれどそう考えてから、イシュトは少し笑ってしまった。いや、噓うそだ。欲しいから、執着しているからここに来たのではないか。こんなに無様にへたり込むような目にあって……それでも欲しくてたまらない。

「──ルーナ」

　ずっと長い間、触ふれられない幻まぼろしの彼女を見つめていた。見ているだけで良かったのに、触れたいなんて考えたこともなかったのに、けれどその彼女が実体を持って目の前に現れてから、その思いはどこかで変質し、衝しよう動どうめいた強さで彼に取りついて離はなれない。他の何も欲しくない、欲しいのは彼女だけだ──ずっと見つめていたい、他の奴やつには見せたくない。触さわりたい、抱だきしめたい、彼だけのものにしておきたい。

　だが、現実のルーナは、どうにも彼の思い通りにならなかった。皇宮で何不自由なく暮らせれば満足するかと思ったのに、嬉うれしそうな顔をしない。〈剣けんノ舞まい姫ひめ〉に未練があるのかと思いきや、そんなことはないと言う。喜ぶかと思って、彼女の暮らしていた街並みを見せたら、強こわ張ばった表情で逃にげられた。戻れない場所を見せつけられるのは辛つらいものだとロキシスが言うから、そういうものかと思ったのに──それでも彼女は、あの男のことを忘れないのだ。

　意味が解わからない。どうしていいか解らない。長く彼女の側そばにいて、けれど結局は彼女を裏切ったあの男のことは、今でもあんなに気にかけるのに、なんで彼の方は見てもくれないのだろう。彼女の言うことなど聞かずに、あの男を消してしまえば良かったのか。どれほど嫌いやがっても耳を貸さず、彼女を誰も知らないところに閉じ込めてしまえば良かったのか──この世界に他の誰もいなくなれば、彼のことを見てくれるだろうか。

　しかし、その考えを実行に移す必要はなさそうだ。今夜、彼はようやく見つけたのだ。彼女と一いつ緒しよにいられる方法を。

　──皆みなを助けてくれ。

　──おまえにしかできない。

　魔獣の攻こう撃げきを防ぎながら、ルーナはそう彼に願った。彼にしかできないことをさせるために、自分が傷を負っても庇かばってくれた。彼女の願いを叶かなえることができるからだ。少なくとも彼女はそう信じて、そのためにそうしてくれたのだ。

　望みを叶えられれば、きっと彼女は離れないでいるだろう。彼にその力がある限り、彼の価値を認めるだろう。彼女の望み──帝てい国こくと臣民の安あん寧ねいを守れる皇帝であり続ければ。

　そんなことなら、簡単だ。今までずっと、そうしてきたのだから。魔ま法ほうを扱う才覚があったから、皇宮は彼を引き取った。彼が帝てい位いを引き受けて、この国の全てを任せると言ったから、ロキシスは今も側にいる。望むものを引き出せさえすれば、相手は彼から離れていかない。

　彼女の望みが『皇帝』ならば、その通りにしよう。国も民たみも、彼にとってはどうでもいい何もかもを、彼女のために守ろう。

「これで、ずっと一緒にいてくれるだろう？」

　掠かすれた声が喉のどに絡からまる。息苦しさに咳せき込みかけると、鋭するどい痛みが胸を刺さした。左胸──『ヴァルシウスの術式』に捧ささげた、心臓の軋きしみ。

　自分の腕うでをきつく摑つかんで、やり過ごそうと試みる。理り不ふ尽じんなものだと、頭の隅すみで考えた。この心臓は既すでに彼のものではないのに、負担だけは一方的に、宿主に押し付けてくるのだから。

　大丈夫、今はまだ、やり過ごせる──けれど終わりがはじまっていることには、とうに気が付いている。

「……それほど長く、時間は取らせないはずだからさ」

　ここにはいない相手に向かって呟つぶやいた言葉は、虚うつろな空間に転がって、あっという間に消えてなくなった。
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「一体、何を考えているんだおまえは」

　低く問い質ただす声こわ音ねは、遠えん雷らいの響ひびきに似ている。苛いら立だたしさを隠そうともしない詰きつ問もんには、普ふ段だんならこちらも腹を立てるところだが、しかしこの場合においては、そういうわけにもいかない。ルーナは、きつくこちらを睨にらむロキシスに、大人しくごめんなさいと謝った。

「ほんの少し、覗のぞくだけのつもりだったんだ。目立たないようにして、すぐ戻るつもりで」

「少しならどうだという問題じゃない。俺は駄だ目めだと言ったはずだ」

「うん、ごめんなさい」

　先日の、舞踏会の一件のことである。事前にはっきりと、ロキシスに参加を禁じられていながら、それに従わずにこっそり屋や敷しきを抜ぬけ出して潜もぐり込んだことを、改めて責められているのだ。

　皇宮が魔獣に襲おそわれるという未み曾ぞ有うの災さい厄やくから、既に十日近くが経過している。その間、被ひ害がいの確かく認にんや原因の究明、対外的な発表や動どう揺ようする人心への対処等々に追われた宰さい相しよう閣下は、自じ邸ていに帰ってくることすら稀まれだった。一度帰ってきたときに、傷だらけの居い候そうろうの姿に驚おどろいて心配してくれたのだが、その怪け我がの理由をルーナが白状すると、見る間に渋じゆう面めんになった。とはいえ、そのときは彼女ごときに構っている暇ひまはなかったようで、「後で覚えてろ」と悪役めいた捨て台詞ぜりふを吐はき捨てて行っただけだったのだが、どうやら律りち儀ぎにも、その言葉を実行に移すつもりになったらしい。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。大人しくこの屋敷にいれば、怪我一つせずすんだのに」

　数日ぶりに顔を合わせるロキシスは、少し疲つかれているようだった。一通りの後片付けが終わって、ようやく今日一日休めるようになったというから無理もない話だが、その分だけ機き嫌げんが悪い。厭いやみな非難を、ルーナは黙だまって受け止めた。口答えすれば、より相手の気を損そこねることは解っていたし、そうする気もない。

「どうやって潜り込んだ？　ベルダは何をしていた」

「ベルダは悪くないんだ。私が勝手に抜け出したんだから」

　何もかも白状して構わなかったが、しかしベルダのことだけは話してしまうわけにはいかない。彼女の行動を止めるどころか、手を貸しさえしたと解わかれば、皇宮騎き士しとしての立場が危あやうい。彼女の無む軌き道どうに付き合わせて、ベルダまで巻き添ぞえにしてしまうのは何としても避さけなければ。

「奴らしくもない失策だな。あっちとも、少し話をする必要があるか。場合によっては譴けん責せきする」

「待って、彼は本当に関係ないんだ。私が……」

「他人のことを、どうこう言っていられる場合か？」

　しかし、擁よう護ごする彼女の言葉を、ロキシスは不ふ機き嫌げんそうに断たち切る。ため息をつくと、忘れたのか、と言った。

「おまえをここに置くに当たって、それが条件だったはずだ。常に皇宮騎士を身近に付ける、濫みだりに人前に姿を現さない」

「…………」

「できないなら、当初の予定通り、おまえを拘こう束そくしておくしかなくなる」

　最初から、言われていたことだ。元々彼に、自分の屋敷にルーナを置いておく義理はない。彼女の安全と監かん視しのために都合がいいからとイシュトが押し付けただけで、その都合が果たされないとなれば、追い出しにかかるのは自然なことだ。仕方がない、と、ルーナは頷うなずいた。

「その方がいいと思うなら、そうしてくれて構わない。それが、私のここでの役目なら」

　でも牢ろうは止やめてくれ、罪を犯おかしたわけではないのだから、と続けると、ロキシスは少し驚いた顔をした。これまでの彼女なら、決して受け入れなかったはずのことだからだろう。今だって、別に自由を奪うばわれたくはない。けれどそれが必要なら、素す直なおに協力したいと思える。

　これまでずっと、皇宮での暮らしは一方的に押し付けられた不自由だった。以前の暮らしには戻もどれないと、頭では解っているはずだったが、心はずっと不満だった。ここは自分の居場所ではない、何一つできることがない。この先、ずっとこんな風に生きていかなければならないのか、そんなのは死んだのと同じだ。

　だが、彼女はまだ生きている。いつまでも腐くさっているわけにはいかない、生きているからには、何かを見つけたいのだ。守りたいもの、剣を振ふるうのではなく生きていく術すべ──確かにここに生きていると、実感できる何か。

　そのためには、現実を受け入れなければならない。彼女の生きる場所はここなのだ。街で暮らしていたときも、闘とう技ぎ場で戦っていたときも、不本意ながら従わなければならない制約はいくつもあった。皇宮で彼女が課せられる制約があるのなら、それを踏ふまえて暮らしていくのが筋というものだし、その中で望む生き方をするしかない。それに、どんなことでもやってみなければ、その先に繫つながる道は開かれない。

「……どういう風の吹ふき回しだ？」

　しかし、せっかく彼女がそういう気持ちになったというのに、目の前のロキシスの反応は芳かんばしくなかった。胡う散さん臭くさそうにそう言ったが、ルーナと目が合うと、少しばつが悪そうに目を逸そらす。一体何なのだ、そっちが言い出したことじゃないか、とルーナは思ったが、彼女がそれを口に出す前に、別のところから軽い笑いが上がった。

「珍めずらしいじゃないか、ロキが意地悪言うなんて。しかも、そんな風に返されたら何も言えないな」

「うるさい。今、どこにやろうか考えてるんだ」

　それまで黙って話を聞いていたイシュトが茶ちや化かすように言い、ロキシスはむっとした様子で返す。が、それ以上言葉が続かないのを見て、ルーナはようやく悟さとった。どうやら、ロキシスが彼女をここに置いておけないと言ったのは、どうしてもそうあらねばならないということではなく、腹はら立だち紛まぎれの故ゆえであったらしい。小さな子供が悪戯いたずらをすると「もう家には置いておけない」と叱しかるのと同じようなものかと思うと、面おも白しろくはなかったが、一言余計なことを言いたくなるロキシスの気持ちは解わかったので、ルーナは大人しく沈ちん黙もくを守っておいた。

「まあ、いいじゃないか。ルーナがいてくれなかったら、おれがどうなってたか解らないし」

「おまえはおまえで何やってるんだって話だ、それは。別問題だ」

　舞ぶ踏とう会で鉢はち合あわせた二人が、魔ま獣じゆうに襲われて庭園から転落し、皇こう帝ていの戴たい冠かんに纏まつわる魔ま法ほうの使えない区画を延々と徘はい徊かいする羽目になった顚てん末まつは、既にロキシスも知るところである。当時、舞踏会場で、衛兵を指揮して魔獣による混乱に対処していた彼は、皇帝の姿が見えないことには気付いたが、当然いち早く避ひ難なんしているものと思っていたらしい。

「よりにもよって、あんなところに落ち込むことはないだろうが。大体、皇宮騎士の一人くらい連れる程度の気も利きかない、おまえが悪い」

「文句があるなら、魔獣に言ってくれ。それとも、あれを生み出した奴やつに」

　彼らが発見した魔獣の発生装置は、その後、軍によって回収されたと聞いている。殊しゆ勝しように口を噤つぐんでいるつもりだったが、関心を抑おさえきれず、ルーナは身を乗り出した。あんな目に遭あったからには、彼女にとっても他人ひと事ごとではない。

「何か解ったのか？　あの魔獣のこと」

「たいしたことはまだ解っていない。誰だれがあんなことを仕組んだのかも」

　撥はねつけられると思ったが、意外にも、ロキシスはすんなりと教えてくれる。と言っても、彼女の心情を慮おもんぱかるというよりは、単にまだ解らないということを教えるくらいは、問題ないというだけのことだろうが。それだけ、と不満げな顔をするルーナに、ただ、と彼は続けて言った。

「あんな術式は、これまでにないものらしい。魔獣を呼び寄せることはできても、一から発生させられるとは、誰も考えつかなかった」

　そもそも、魔獣というものの存在そのものが、これまでずっと謎なぞに包まれていたのだ。帝てい国こくの国境沿いにだけ現れる、不可思議な存在。その姿は千せん差さ万ばん別べつ、共通するのは、とどめを刺すと塵ちりのように消えて骸むくろを残さないという一点のみで、言わば具現化した影かげのようなものだと、ルーナは常々思っていた。

「そうだ、おまえが正しい。魔獣というのは、影なんだそうだ」

「どういうこと？」

「『輝き石せき』の力が、揺ゆらぐところに現れる。だから仕し掛かけた奴は、『輝石』の影えい響きようを遮しや断だんしたあの場所で、魔獣を発生させられると踏んだんだろうな」

　たとえ魔法の『印』を有する者でも、帝国の外に出るとその恩おん恵けいを受けられなくなるのは知られた話だ。『輝石』の力を利用できる範はん囲いには限りがあり、それはちょうど帝国の面積と重なる。国境に近くなればなるほど、『輝石』の力は届き難にくくなる。ルーナたちが皇宮の深しん奥おうで見た仕掛けは、その状態を再現するものだった。『輝石』の力を、その力を打ち消そうとする場に送り込む。

　言われれば、最初から自明のことのように思われる。魔獣の出現地域と、『輝石』の恩恵を受ける限界の線が重なることなど、とうの昔に誰かが気付いていてもよさそうなものだが、しかし今日までそれが取り沙ざ汰たされなかったのは、魔法の恩恵を受ける人間が、当たり前のように帝てい都とにばかり集中していたせいだ。『印』を持つ貴族たちのほとんどは、魔獣の脅きよう威いとは無む縁えんに生きていたのだ。

　だが、皇宮に魔獣を発生させたのは、明らかに魔法の業わざだ。その力を扱あつかえる者──『印』を持つ者にしか成し得ない。一体どんな貴族が、辺境の魔獣というものの存在を、何かに利用しようなどと思いついたのか。

「その、魔獣を生み出す魔法って、そういう理り屈くつが解ったら誰でも使えるの？」

「……術式自体は、そう難しくないものらしいがな。正直、俺にはよく解らん」

　ロキシスはそう答えて、軽く肩かたを竦すくめる。皇宮の住人、それも身分のある立場にもかかわらず、どうやら彼は魔法の話が苦手のようだ。貴族なら目立つところに入れているはずの『印』もない。見えないところに入れているのか、それとも持っていないのか、貴族で『印』を持たないでいることなど有り得るのか、いろいろと疑問はあるのだが、しかしルーナはそれをロキシスに尋たずねたことはなかった。訊きけば、案外簡単に教えてくれるのかもしれないが、何か事情があるかもしれないことを安易に口にするのは躊躇ためらわれたし、彼女にとってはそれほど重要なことでもない。

　ともあれ、彼はルーナに向かって、卓たくの反対側を示してみせた。自分より詳くわしいのがそこにいるから、そっちに訊けという無言の合図だ。もしかしたら、こうして丸投げしているから、彼はあまり魔法に詳しくないのかもしれない。ルーナは妙みように感心してしまった。いつもは、イシュトがロキシスに何もかも任せっ放しだとばかり思っていたが、これで意外と持ちつ持たれつなのか。

　しかし、丸投げされた方は、どうもその自覚がないようだ。

「イシュト」

　名前を呼ぶと、はっとしたようだ。ついさっきまで話に加わっていたはずのイシュトは、しかし彼女たちの無言のやりとりには気付かなかったらしい。我に返った顔で、何、と訊き返す。

　どうも、様子がおかしい。さっきから密ひそかに感じていた違い和わ感かんを、ルーナは改めて感じずにはいられなかった。今日、ここで顔を合わせてからずっとそうだ。話しかければ答えるし、さっきのように自分から話に入ってもくるけれど、どこか心ここにあらずといった風ふ情ぜいである。

　舞踏会の夜からこっち、ロキシスだけでなく、イシュトと会うのも久しぶりのことだった。その立場からすれば当然ではあるが、彼も彼で何やら忙いそがしかったと見える。あの騒そう動どうの後、少し顔を合わせたときは、互たがいの無事を確かく認にんし合ったくらいで、特に機き嫌げんを損そこねた覚えはない。どこか調子でも悪いのだろうかと気になって、ルーナは尋ねた。

「どうかしたのか？」

「うん？　いや、どうもしないよ。何が？」

「なんか、ぼうっとしてるから」

「そうかな」

　いつもなら、心配してくれるのかとかなんとか、こちらがいらっとくるような軽口を叩たたきそうなものだが、実に大人しいものだ。ますます怪け訝げんな顔をするルーナの前で、彼はしばらく何事か考える様子だったが、やがて何かを思い決めたらしく口を開いた。

「やっぱり、これしかないと思うんだ」

「？　何が？」

「ルーナ、頼たのみがあるんだけど」

　だしぬけにそう言われ、ルーナは目を瞬またたく。まるでそこにある何かを拾ってくれとでも言うかのような気楽な響ひびきに、つい頷うなずきそうになるが、すんでのところで思い留とどまる。何か、嫌いやな予感がした。勘かんというよりは、経験則だろう──この男はひどくあっさりと、ろくでもないことを言い出すきらいがある。

「……何？」

　多少の警けい戒かいを込めて返事をすると、こちらを見つめる瞳ひとみと目が合った。嬉うれしそうに微笑ほほえむ顔に、一いつ瞬しゆんどきりとしたルーナに、彼は無む邪じや気きそのものの口調で切り出す。




「おれと結けつ婚こんしよう、ルーナ。おれ、君との子供が欲しいんだ」

「…………」




　訊くんじゃなかった、と、ルーナは思った。








あとがき









　こんにちは。本書をお手に取ってくださいまして、ありがとうございます。




　本書『とらわれ舞姫の受難　二人きりの恋迷宮』は、前作『とらわれ舞姫の受難　はた迷惑な求愛者』の続編です。登場人物、世界観、ストーリー等すべて前作から引き続きになっておりますので、もし表紙の美び麗れいさに心こころ奪うばわれて今まさに！　この巻から手に取った！　という方は、よろしければ前作の方ほうから見ていただければ幸いです。

　そう言えば、前作発売時に、アンケート、メッセージ等送ってくださった方、ありがとうございました！　温かいお言葉をいただけて、とても嬉うれしかったです。できれば、この二巻も読んでいただければいいなあ、と願いつつ、今いま更さらになりますがここで一言御おん礼れいを申し上げさせていただく次し第だいであります。大変励はげみになりました！

　こうして再びこのお話の続きを書けることになって、とてもありがたく思っています。前作は、あーでもないこーでもないとひたすら試行錯さく誤ごしてばかりだった記き憶おくがあるのですが、続きであるこのお話は、おかげさまで少し落ち着いたというか、こういう話にしていきたいな、と思って書けたような気がします。あくまで、私としては、ですが……。

　あちこち拙つたない点も多いですが、なんとか私の考えていることが全部、書き切れればいいなと思っています。もしよろしければ、この先も、お付き合いいただけると嬉しいです。




　この本を作るにあたってお世話になった皆みな様さまに、御礼を申し上げます。というか今回は（も？）むしろひたすら懺ざん悔げしてもし足りない勢いです……。

　イラストを担当してくださったまち様。美しいイラストを拝見して、一人でデレデレする時間が、この仕事でもっとも幸せな瞬しゆん間かんと言っても過言ではありません。今回も素す敵てきなイラストをつけていただいて、ありがとうございます。そしてどうしようもなくスケジュールを遅おくらせてしまい本当にすみません。本当にすみません。大事なことなので重ねて言いましたが、それでも言い足りないほどご迷めい惑わくをおかけしました。

　そしてご迷惑と言えば、担当様にはそれはもう、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほどのご迷惑をおかけしております（進行形）。一から十まで相談させていただいて、感謝の言葉もありません。これ以上、お手数をかけさせないようにしたいと……心から、思って……あああ。いえあの、本当に申し訳ございません……。

　編集部をはじめ、この本を作るのに関かかわってくださったすべての方々に、御礼を申し上げます。このようなところからで恐きよう縮しゆくですが、大変お世話になりました。

　そしてこの本を読んでくださった皆様に、心から感謝しています。ありがとうございました！　どうかこの本の中に、一つでも、好きだなと思っていただける何かがありますよう祈いのっております。





雨川　恵　　







雨川恵個人サイト　『R*R』：http://rainriver.sakura.ne.jp/（２０１４年12月現在）
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